
    
      
        
      
    

  
　この作品は、２０２２年２月に東洋経済新報社より刊行された書籍に基づいて制作しています。


　電子書籍化に際しては、仕様上の都合により適宜編集を加えています。


　また、本書のコピー、スキャン、デジタル化等の無断複製は、著作権法上での例外である私的利用を除き禁じられています。本書を代行業者等の第三者に依頼してコピー、スキャンやデジタル化することは、たとえ個人や家庭内での利用であっても一切認められておりません。
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「読み方の最新スキル」を、すべて1冊にまとめた理由







　本書を書こうと思った強い動機が3つある。


　まずはそこから説明したい。





　ひとつめの動機は、


　「佐々木さんは、あの信じられないぐらい幅広い分野の情報を、どうやって集めているんですか？」


　と、いろいろな人に会うたびに、本当にいつもよく聞かれるからだ。


　わたしはツイッターとフェイスブックで、毎朝8時に10本ぐらいのさまざまな記事を紹介している。


　毎日、およそ1000本くらいの記事の見出しに目を通し、それをありとあらゆるスキマ時間を使ってチェックしている。当然、玉石混こん淆こうなわけだが、そこから「玉の記事」を見つけ出し、みなさんに無料でシェアしている。


　2010年の終わりぐらいから始めた毎朝の恒例行事で、ほとんど一日も休まずに10年以上も続けている。


　わたしは一介のジャーナリストで、テレビによく出演しているわけではない。有名な新聞や雑誌に連載があるわけでも、誰もが知っている大ベストセラーがあるわけでもない。大学教授などの立派な肩書もない。


　ただ自分の知的好奇心にしたがって、さまざまな情報を読んでいるだけなのだが、「自分が見つけた『読むべき記事』を毎朝、紹介する」という恒例行事をおこなってきただけで、ツイッターのフォロワーは年々増え、いまでは78万人にもなった。


　「そんなにたくさんのフォロワーがいるんですか！」とよくびっくりされるが、知名度や露出度で勝負してきたわけではない。


　ただひたすら「読む力」を磨き、それを駆使してきた結果の、78万人というフォロワー数なのだ。


　この「読む力」をわたしが持っているのは、わたしがスーパーマンや異能の持ち主だからでは決してない。後述するように、ただ「インターネット時代、スマホ時代にふさわしい『新しい読み方』」を見つけ出し、「自分なりのスキル」を磨き、それをノウハウとして体系化し、実践してきただけである。


　ただ、その「ノウハウ」を人に教えてあげると、


　「そんな読み方があるんですね！」


　「記事の読み方が革命的に変わりました」


　と感謝されることも、じつに多い。


　そこでわたしが実践している「読む力」の最新ノウハウを、すべて1冊にまとめて多くの読者に体得してもらえれば、と考えたのが、本書を書こうと思った最初の動機である。







「集中力のいらない」インプット・アウトプット術は、いくらでも可能だ







　2つめの動機は、


　「最近、本を読んでいても、どうも集中できない」


　「ついついスマホばかり見てしまう」


　「すぐに気が散ってしまう」


　「用もないのに、スマホを触りたくなってしまう」


　という悩み相談を、これまた多くの人から非常によく受けるからだ。





　そういう質問を受けるたびに、


　「集中力なんて別に必要ないですよ」


　「そんなのがなくても、大量のインプットとアウトプットは可能ですよ」


　とはっきり答えているのだが、それにも驚かれることがほとんどだ。





　なぜそう断言できるかといえば、わたし自身が「集中力のいらない読み方とアウトプット」を実践しているからである。


　いまのスマホ時代には、「集中力が続かない」という前提に立った「新しい読み方」「新しいアウトプットのやり方」が必要なのだが、それにまだ気づいていない人が思いのほか多い。


　集中力なんてなくても、「5分の短い集中」をうまく積み重ねれば、いくらだって書籍も記事も読めるし、それを「知力」に変えることはできる。


　もちろん、「スマホを手放して、読書に打ち込む」という離れ業わざができるなら、それを否定するわけではないが、いまの時代、もはやスマホを手放すのは、ほとんどの人にとって不可能である。





　だったら、「気が散る」「集中できない」のがスマホ時代の宿しゅく痾あ、現代病だと受け入れ、それを逆活用すればいいだけの話である。


　「気が散るスマホの時代にふさわしい読み方」ができれば、じつに多くのものを効率的に読めるし、アウトプットも十分に成し遂げられる。


　その「集中力のいらない」インプット・アウトプット術も、本書で完全公開したい。







脳を「クリエイティブな状態」にしておくコツがある







　3つめは、わたしが書いてきた『キュレーションの時代』（ちくま新書）や『レイヤー化する世界』（NHK出版新書）、『時間とテクノロジー』（光文社）などの本を読んだ人たちから、


　「どうやって、あんなにいろいろなアイデアを思いつくんですか？」


　と聞かれることが多いからだ。
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　書いてきた本だけでなく、2008年から毎週必ず書いていて700号近くに達する「佐々木俊尚の未来地図レポート」という有料記事や、毎日のツイッターでのコメントなどを読んで、


　「佐々木さんはよく『ハッとさせられる』発想やアイデアを書かれていますよね」


　と褒めていただくことも多い。さまざまなメディアからインタビューを受けるときも、必ずその手の質問を受ける。


　これらの質問に、思いきって全部答えてみようと思ったのが、3つめの動機である。





　もちろん、「どんなときでも、必ずすごいアイデアが思いつくマニュアル」などというものは、残念ながら、この世に存在しない。


　しかし、「斬新な発想」や「素晴らしいアイデア」を思いつくための「土台」をつくり、その確率を高めることは、誰にでも可能である。





　大量の記事や書籍をどんどん読み、それを効率的に自分の「知力」に変えていくというのは、ある意味、「脳を超スピード化させていく」ということでもある。


　それと同時に、「斬新な発想」や「素晴らしいアイデア」がふと思いつくような、脳を「クリエイティブな状態」にしておくコツも、じつはきちんと存在する。







・さまざまなものを効率的に読み、「知」を自分の中にストックしていくこと


・ストックした「知」を脳にうまく留めることで、「ふと新しいアイデアや発想を思いつきやすい状態」にしておくこと、その確率を高めること









　本編で解説するように、この2つは、同時に達成できるどころか、本来は相乗効果があるものである。


　わたしは試行錯誤しながらそのコツを見つけ、それを長く実践してきた。


　その独自の方法も、本書の後半でたっぷり紹介したい。







わたしもずっと「知」と縁遠い存在だった







　最後に、わたし自身の「知の歴史」についても、少し触れておきたい。


　いまでこそ「佐々木さんの読み方は、すごいですね」と言われることもあるが、わたし自身、「知」と無縁の半生を送ってきた「市井の人」にほかならないからだ。





　振り返ればわたしは、「知」に結びつくような教育は何ひとつ受けてこなかった。


　10年以上も全国紙で新聞記者として働いていたが、その月日のほとんどは殺人事件などを追う事件記者であり、殺人犯を追いかけたり、刑事の家で土下座せんばかりに情報を乞うたりして、およそ「知」とは無縁な日々だった。





　さらに振り返れば、わたしの子ども時代の家庭も「知」からは縁遠い環境だった。


　母と再婚した義父は、わたしが「知」に触れるのをなぜか嫌がった。連れ子がそういう賢さかしらなものに近づくことに嫌悪感を覚えていたのかもしれない。「本ばかり読んでいるような者はロクな大人にならん」とよく叱られた。


　加えて家は豊かではなく、いっときは4畳半一室しかないアパートに家族3人で暮らしていたほどなので、本を買う余裕など与えられなかった。


　なので友人と遊ぶこともせずに、毎日のように近所の図書館にこもって本を読んでいた。


　そのうち図書館通いが義父にバレて図書館は禁止され、それでもあきらめきれずに、自転車の荷台に釣り道具一式を積んで、川に釣りに行くふりをして図書館に通った。図書館通いがバレて殴られたことも何度かあった。





　大学受験に一度失敗して地方で予備校に通っていたころ、義父の知人が街金からの多額の借金をばっくれて逃げ、保証人になっていたわたしの義父のところにも借金取りが押しかけてきた。


　家でひとり受験勉強をしていると、借金取りが突然やってきて、団地の鉄のドアを外から蹴り飛ばし、「こらあ、金返せ」と怒鳴った。


　義父は母と妹を連れて夜逃げし、わたしはその街にひとり残され、仕方なく新聞配達をしながら予備校に通い、翌年に東京の私大になんとか入学できた。母が義父に隠れ、パート労働で爪に火を点ともすようにして学資保険をわたしのために貯めていてくれたからだった。


　しかし人生経験の浅かったわたしは、何か虚むなしい気持ちのままで大学生活に入り、東京の同級生たちともなじめないまま、だんだん授業に顔を出さなくなった。


　その代わりに大学に入ってから始めた登山にハマり、気がつけばロッククライミングから冬季の岩壁登とう攀はんにまで踏み込むようになって、ますます大学に行かなくなった。


　いまとなっては自分でも自分の行為を理解できないが、何かの代償行為を求めていたのかもしれない。







「知」と縁遠い人間でも、このぐらいまでは到達できる







　気がつけば大学生活は7年にもなり、いったいこの先どうするのか自分でも何も考えられないまま茫然と暮らしていた。


　学習塾のアルバイトと登山ぐらいしか自分にはなかった。もはや多くの企業の年齢制限に引っかかり、まともな新卒採用も期待できなかった。





　そういうときに偶然、毎日新聞社が学歴不問で新卒採用していることを知り、採用試験を受けて偶然にも合格した。そしてそのまま泥臭い事件記者稼業に突入した。


　まことに行き当たりばったりの人生である。





　大学はほとんど行っていないし、新聞記者の仕事で取材や素早い原稿執筆のスキルは得たが、「知」とは無縁の半生だったと言うしかない。


　しかしそれでもわたしは読書が子どものころから好きだったし、いまでも大好きで、ずっと「知」に強い欲望を抱きつづけてきた。


　だから新聞記者を辞め、その後の短い編集者生活を経てフリーランスになってからは、ずっと自分の中で「知」を大事なものとして扱い、それを個人的に育てることを自分に課し、そして同時にそれを無上の喜びとしてきた。





　そして新聞記者を辞めてフリーのジャーナリストになったその時期に、インターネットの大波がやってきた。


　大学の研究室や重くて高い書籍からだけでなく、ネットでたくさんの「知」が公開されるようになり、誰もが「知」の本質に到達できる時代がやってきたのである。





　わたしはそのことに激しく感動し、フリーのジャーナリストになってからのこの20年あまり、インターネットをフルに駆使して「読む力」や「知識」や「視点」を身につけるためのノウハウを、膨大に蓄積してきた。


　それは正統的ではまったくなく、誰か偉い人の権威に裏付けされているものでもない。


　本書でわたしが伝えるメソッドは、わたしが独自に考えたものでしかない。


　しかし、そういう「知」と縁遠い人間でも、このぐらいまでは到達できるのだということを、本書から読み取っていただければ幸いである。


　そして、学がない環境で生きてきた人間どうしで、わたしたちが大事にしたいと思っている「知」を親しく共有できれば幸いである。







いまこそ「読む力」が決定的に重要な時代







　2011年の東日本大震災と2020年からの新型コロナウイルス・パンデミックで、「新聞やテレビだけ見ていれば大丈夫」というような古いメディアへの信頼度は、さらに消し飛んだ。


　インターネットには「良質な情報」がたくさんあるが、同時に陰謀論や怒りや誹ひ謗ぼう中傷などの「おかしな情報」も大量にある。


　そこからどうやって「良質な情報」だけを集めるのか。


　たんに「良質な情報」を集めるだけでなく、それをきちんと読み解き、それによってこの「世界」への理解を深め、世界を曇りのない目で見つめる力を、どう養っていけばいいか。


　いまこそ「読む力」が決定的に重要な時代になっているといえる。


　読むことで「知識」や「視点」を身につけ、最終的にはそれらを自分の「知肉」にしていかなければならない。


　本書が、その一助になれば幸いである。





　本書には、わたしが実践している「読む力のノウハウ」がすべて書き尽くされている。


　すべてを体得すれば、みなさんも必ず「知の王者」になれると確信している。







2022年1月




佐々木俊尚　
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◆「読み方の最新スキル」を、すべて1冊にまとめた理由




◆「集中力のいらない」インプット・アウトプット術は、いくらでも可能だ




◆脳を「クリエイティブな状態」にしておくコツがある
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◆「知」と縁遠い人間でも、このぐらいまでは到達できる




◆いまこそ「読む力」が決定的に重要な時代







序章　まずは現代の知的生産に必須の「5つの大前提」を知る




大前提1　まずメディアを「4つのタイプ」に分類する




◆メディアは4種類に分けられる




◆「ホリゾンタル（水平）メディア」と「バーティカル（垂直）メディア」という分け方




◆「中立的か」「偏りがあるか」という分け方




大前提2　「アウトライン → 視点 → 全体像」という順番の流れをつくる




◆1本の記事では「断片」しか理解できない




◆「いくつもの視点」を知ることで、「全体像」が見えてくる




大前提3　「読むこと」の大きな目的は「多様な視点」を獲得すること




◆「さまざまな視点」を得ることが、読むことの大きな目的




◆「正解はないが、さまざまな見方がある」ことを知る




◆知に向き合う謙虚さが必要




大前提4　読むことで得た「知識」「視点」を「知肉」にするのが最終目標




◆「さまざまな知識や視点」を獲得すると、「さまざまな概念」が学べる




◆「たくさんの概念」を集めると、「世界観」をスケッチできる




◆「世界観」から、自分のための「知肉」を育てる




大前提5　「集中力がない」のが現代人。「散漫力」を逆活用する




◆仕事中、「余計なもの」をつい見てしまう




◆「スマホをしまえ」には無理がある




◆平凡な一般人だって、ものすごく集中できるときはある




◆大事な人と一緒にいるときも、食事中も、スマホを見てしまう




◆だからといって、いまさらスマホは手放せない




◆集中力をつけるのはあきらめよう




◆「だらだら」は長続きする




◆「持続しない集中力」「散漫力」を利用してしまえばいい







第1章　まず「落とし穴」を見極め、「読むべきもの」を選別する




──情報源をふるいにかける




◆まずは「落とし穴」「雑味」を排除するところから始める




ネットの落とし穴　「偏りが強いメディア」を見るときは、厳重な「取り扱い注意」が必要




◆「偏りが強いメディア」の3つの例




ネットの落とし穴への対策　「偏りが強いメディア」を見抜く7つのポイント




【見抜くポイント❶】出来事の構図を単純にしすぎて、しかも断言していないか




【見抜くポイント❷】誰かを「悪者」にしたてて、対立を煽っていないか




【見抜くポイント❸】「要注意ワード」が含まれていないか




【見抜くポイント❹】匿名の証言やコメントが多すぎないか、ニュースソースが不明ではないか




【見抜くポイント❺】「明らかな陰謀論」が書かれていないか




【見抜くポイント❻】「わたしだけが知っている隠された真実」を根拠にしていないか




【見抜くポイント❼】「正しさ」「正解」に過剰に頼っていないか




SNSの落とし穴1　デマ情報がSNSを経由して入ってくる




◆あらゆる情報がSNSに流れ込んでくる




◆ネットのあやしげな情報が、SNSの人間関係を経由して入ってくる




◆「どういう人間関係をつくっているか」で流れてくる情報が決まってしまう




SNSの落とし穴2　「新しい分断」が広がっている




◆SNSで毎日繰り広げられる、無限に続くドッジボールみたいな球のぶつけ合い




〔コラム〕現代は「新しい分断」の時代




SNSの落とし穴3　信念が増幅される「エコーチェンバー」の怖さ。人間関係にヒビが入ることも




◆信念が増幅されてしまう──「エコーチェンバー」の怖さ




◆生活のいたるところに潜む「サンクコスト」の呪縛




◆「友人たちからの情報」が偏ってしまう危険性を認識する




SNSの落とし穴への対策　SNSを「人間関係用」と「情報収集用」で分けて使う




◆「人間関係のためのSNS」と「情報収集のためのSNS」を分ける──「フェイスブック」「インスタグラム」「LINE」の使い方




新聞の落とし穴1　新聞は「扱う分野」はフラットで公平だが、「中身」は公平とは言いがたい




◆かつては新聞やテレビの情報を信頼していればよかった




◆新聞がフラットで公平なのは「分野」だけ




◆新聞の部数が激減するにつれて、各紙の政治的立ち位置は、逆に左右に明確になった




◆「背景を読み解く力」が必要




新聞の落とし穴2　「社会部の記事」には、とくに薄っぺらくて表面的なものが多い




◆社会部時代に記者として実感したこと




◆根強く残る「座学で学ぶより、足で覚えろ」という精神論




新聞の落とし穴への対策　新聞は「自分があまり詳しくない分野の入り口」に活用するのがポイント──新聞とウェブの情報の両方を「いいとこどり」すればいい




◆新聞にも「使いよう」がある




◆世の中を知る「入り口」に、新聞は使える







第2章　ネットは「何を」見ればいいのか




──良質な「プッシュ情報」と「プル情報」を同時に手に入れる




◆「プッシュ情報」と「プル情報」という分け方




◆「プッシュ情報」に頼ると、やっかいな2つの問題が起きる




◆いかにして「良質なプル情報」をとりにいくか




サイトの記事は「何を」「どう」見ればいいか──「RSSリーダー」を使って、新着の記事の見出しをまとめてチェックする




◆それでも「RSSリーダー」をすすめる理由




◆わたしが「RSSリーダー」を使いつづける理由




◆「RSSリーダー」の使い方




◆二刀流のすすめ──「フィードリー」を使いこなす




記事を3つのカテゴリーに分類する




◆カテゴリーをどう分類するか




◆カテゴリー分類には、3つの大事なノウハウがある




【カテゴリー分類のノウハウ❶】記事選択の予備段階になる「キュレーションサイト」を活用する




◆「2NN 2ちゃんねるニュース速報＋ナビ」を活用する




〔コラム〕英語記事の読み方




【カテゴリー分類のノウハウ❷】カテゴリーに合わせて「フィードリー」の表示を変える




【カテゴリー分類のノウハウ❸】「必ず読むカテゴリー」と「忙しいときは読まなくてもいいカテゴリー」を分ける




「有料メディア」はこう使いこなす




◆有料メディアの使い方




◆「有料メディア＝記事の質がいい」は間違い。厳選する必要がある




有料メディアを選ぶ3つのポイント




【有料メディアを選ぶポイント❶】「専門家の知識」があるメディアか




◆「メディアの専門性」という視点




【有料メディアを選ぶポイント❷】「日本のメディアにはない視点」があるか




【有料メディアを選ぶポイント❸】「深い取材や分析」があるか







第3章　SNSをどう使いこなすか




──「情報ツール」としてツイッターを使いこなす。SNSでの「プル情報」のとり方




「情報ツール」としてツイッターを使いこなす秘訣




◆「情報ツール」としてツイッターをすすめる理由




◆ツイッターを「情報ツール」として使う実践例──新型コロナの情報を追う




◆「前はまともだったが、ワイドショーに出まくるようになって過激になった」




◆ツイッターで「魔界」に堕ち、「悪名人」になってしまう人たち




◆「まっとうな専門家」と「魔界の専門家」をどう見分けるか




わたしが考案した5段階「ツイッター追跡メソッド」




【段階❶】その記事について、ツイッターでどうコメントされているか




【段階❷】それらのコメントは、専門的見地からのものかどうか




〔コラム〕省庁のウェブサイトを読むときのポイント




【段階❸】それらのコメント投稿者のプロフィールはどうか




【段階❹】それらのコメント投稿者は乱暴な言葉づかいをしていないか




〔コラム〕なぜ中途半端な知識の人ほど、すぐに断言するのか？




【段階❺】これらの基準をクリアした専門家はフォローし、リストに入れる




「信頼できる専門家リスト」を自分でつくる方法




◆「信頼がどう変遷していくか」もウォッチできる




◆人は変わる。専門家も変化する




◆信頼できるリストは、自分で徐々につくっていくしかない




◆さまざまな分野で「信頼できるツイッターリスト」を持つ「情報王」になる







第4章　選んだ記事をどう読み、どう整理・保存するか。情報整理の方法




──「あとで読む」アプリを使う。「ポケット」が最強の理由




選んだ記事の読み方、整理の仕方




◆ピックアップした記事をどう読み、どう整理・保存するか




◆「見出しをチェックする＝瞬発力勝負」「本文を読む＝持続力勝負」




◆「あとで読む」アプリでは「ポケット」が最強




◆「今日読んだ経済メディアの記事が、半年後や数年先に突然役に立つ」こともある




◆「ポケット」に入れた記事は、すべてアーカイブになる




◆「永久保存だ」と判断した記事は、さらに「メモアプリ」にも保存する




「何を」「どう」投稿するか──わたしの方法




◆朝8時に、10本前後、記事をツイッターに投稿する理由




◆予約投稿できるアプリ「バッファ」を使う




【選んだ記事をSNSに投稿する目的❶】純然たるシェアの精神




【選んだ記事をSNSに投稿する目的❷】情報を集める「精神的な強制力」が生じる




【選んだ記事をSNSに投稿する目的❸】過去に読んだ記事を見つけやすくなる




〔コラム〕人間の記憶には「意味記憶」と「エピソード記憶」がある




◆SNSでマウンティングしたがる人たち







第5章　本は「何を」「どう」読めばいいか




──本の見つけ方＆選び方、具体的な読み方、名著を読むコツ、電子書籍＆リアル書店の活用法




本を読む意味と目的




◆書籍を読むべき理由




◆5000文字を超えるウェブ記事は読まれにくい




◆優れた書籍は、1冊で「多様な視点」を与えてくれる




◆勉強の本も娯楽の本も、すべて「自分にとって楽しみな本」に統合してしまう




読む本の選び方1　電子書籍で買う本と、9つのメリット




【電子書籍のメリット❶】手軽にどこにいても買える




【電子書籍のメリット❷】試し読みできる




【電子書籍のメリット❸】あるテーマの全体像をさっと得られる




【電子書籍のメリット❹】文章を検索できる




【電子書籍のメリット❺】文章をコピペできる




【電子書籍のメリット❻】リンクを張れる




【電子書籍のメリット❼】大きな文字で読める




【電子書籍のメリット❽】分厚い本でも読み進めるハードルが低い




〔コラム〕「ずっと読みつづけていたい」と思える良書は？




【電子書籍のメリット❾】本棚が不要で、場所をとらず、端末をなくしても大丈夫




◆「電子書籍は読みにくい」は慣れの問題




読む本の選び方2　紙で買う本と、保管の仕方




◆紙で買う本は？




◆紙の本の保管法




◆「上限の冊数」をまず決め、そこを絶対に死守する




◆「上限の冊数」を超えた分は「本の棚卸し」をする




◆未読の本は増やしすぎないことが大切




〔コラム〕電子書籍の保管法は？




読む本の選び方3　リアル書店の活用法




◆リアル書店には「価値」がある




◆「本を発見しやすい書店」がある




◆書店さんの「目利き」で、書棚のパワーはまったく変わる




◆自分だけの「セレンディピティにあふれた本屋さん」を見つけよう




〔コラム〕わたしにとって「セレンディピティにあふれた本屋さん」は？




◆いい本屋さんには「本棚の文脈」がある




読む本の選び方4　本の紹介記事を活用する




【いい本をネットで見つける方法❶】出版社のサイト




【いい本をネットで見つける方法❷】読書専門サイト




【いい本をネットで見つける方法❸】熱量の高い一般サイト




読む本の選び方5　いま読むべき本は、こう選ぶ




【いま読むべき本の選び方❶】その本と自分との相性を知る




【いま読むべき本の選び方❷】自分の読書スキルが足りているかを知る




【いま読むべき本の選び方❸】まずは冒頭30ページを読んでみる




【いま読むべき本の選び方❹】「向いていない」「無理だ」と思ったら、いったん潔くあきらめる




【いま読むべき本の選び方❺】「いま読んで楽しい本」を読む。楽しいから「知肉」になる




本の具体的な読み方




【本の読み方❶】付箋やハイライト機能を使い、気になる文章をチェックする




【本の読み方❷】1冊の本の中で、抽象的で難しそうな部分こそ、丁寧に熟読する




【本の読み方❸】「メモアプリ」に、重要部分をコピペして整理する




〔コラム〕キンドルでコピペする裏ワザは？




【本の読み方❹】「メモアプリ」への保存をしつつ、同時に本も読み進める




【本の読み方❺】「その文章の何に感銘を受けたか」短い覚え書きも一緒に書く




【本の読み方❻】参考文献リストや引用を参考に「広げていく読書」も可能




名著・難解な本を読むコツ




◆名著・難解な本を、相性やスキル不足のために手放すのはもったいない




◆『罪と罰』を例に、読みこなすコツを解説すると




【名著を読みこなすコツ❶】まず書名でグーグル検索し、解説している記事や書評を読む




【名著を読みこなすコツ❷】アマゾンの商品ページで、レビューを読む




【名著を読みこなすコツ❸】平易な入門本や解説本を購入して読む




【名著を読みこなすコツ❹】NHKの『100分de名著』シリーズがあれば、とくにおすすめ




【名著を読みこなすコツ❺】漫画版や映画版を探す




◆名著は「多様な視点」を学ぶための素材




実用書、ビジネス書、自己啓発書の読み方




◆実用書の読み方




◆ビジネス書の読み方──3つのタイプに分類する




◆自己啓発書の読み方──正解に見えるものは、たいてい「後出しジャンケン」




◆人は誰でも、自分の無限のパワーを信じたいもの




◆「後出しジャンケン」のきれいごとを鵜呑みにしてはいけない




〔コラム〕自己啓発書は「カンフル剤」のようなもの？




本は「いつ」「どこで」読むのか




◆「集中力を長時間、保てない時代」の読書術




【わたしの読書スタイル❶】スキマ時間で1日2時間捻出する




【わたしの読書スタイル❷】とにかく小刻みに読む




〔コラム〕ミニマリストに学ぶ読書のヒント




【わたしの読書スタイル❸】「ミニマリスト読書」を体得しよう







第6章　知識や情報を活用するカギは「2つの保存」を使い分けることだ




──「4つのステップ」で、自分のための「知肉」を育てる




◆情報を「知肉」にできるかは「情報の保存」のやり方次第




「2つの保存」を使い分ける──「頭の中に保存するもの」と「コンピューターへ保存するもの」




◆「頭の中に保存」と「コンピューターへ保存」




◆「コンピューターへ保存」のデメリットは？




◆「乱雑な情報」をつなぎ合わせて「小説（物語）」をつくる




◆「人間の頭」と「コンピューター」が協力し、苦手なところを補い合う




具体的な「2つの保存」のノウハウ──「分類」「フォルダ分け」は不要




◆分類やフォルダ分けが可能なのは、情報が少ないうちだけ




◆検索しやすいように「タグ」や「見出し」をつける、そのコツは？




〔コラム〕ツイッターも「とっかかり」になる




◆『罪と罰』なら、何をどう保存すればいいか




何を「頭に保存」し、何を「コンピューターへ保存」するか──『罪と罰』『100分de名著』を例に解説




◆「メモアプリ」に保存した箇所




◆抜き出した「メモ」から「概念」をつかむ




◆「メモ」から「概念」をつかむ2つの実例




◆メモは「コンピューターへ保存」し、概念は「頭の中に保存」する




◆つかんだ「3つの概念」から、「世界観」をスケッチする




◆「世界観」から、自分のための「知肉」を育てる




◆「ふっと思い出し」から、「さまざまな概念」を相互に結びつけていく




◆「概念」が結びつくと、自分の中で「新たな世界観」「新たな知肉」が生まれる




◆「知肉」を育てる4つのステップを整理すると




知と知を結びつける方法──無意識の領域の「コビトさんたち」




◆知と知を結びつけてくれる「無意識の領域」で働く献身的な「コビトさんたち」




◆「無意識の領域のコビトさんたち」が働いてくれる「エサ」をばらまく







第7章　脳をクリアな状態にする「二刀流」のすすめ




──日常の雑務を徹底的に効率化し、時間を捻出するために、ツールは何を使うか




◆脳の中の雑多なノイズは、できるだけ排除する




脳をクリアな状態にする「二刀流」のすすめ──「情報は乱雑でもかまわない」「頭の中はクリアに」




◆仕事場の机の上に置いてあるもの




◆「神」が舞い降りてくる準備をする




〔コラム〕神社は神が舞い降りる「清浄な空間」




◆脳をクリアな状態にするための2つの提案




脳をクリアな状態にする方法1　雑務を徹底的に効率化する──「スケジュール管理」「タスク管理」「道順」「請求書」




◆ノイズになる雑務は、外部に追い出してしまおう




◆スケジュール管理は「グーグル カレンダー」、タスク管理は「マイクロソフト トゥードゥー」




◆道順は「グーグル マップ」→「グーグル キープ」がいちばん確認しやすい




◆「グーグル キープ」その他のおすすめの使い方は？




◆請求書の発行は、専用アプリ「Misoca（ミソカ）」が最強




脳をクリアな状態にする方法2　「情報系ブラウザ」と「雑務系ブラウザ」を使い分ける




◆用途に応じて、ブラウザを使い分ける──「情報系ブラウザ」と「雑務系ブラウザ」




紙の資料・書類、名刺の保管の仕方




◆紙の資料・書類は、即座にスキャン




〔コラム〕おすすめのスキャナーは？




◆名刺の管理も超簡単




メモや原稿は「Bear（ベア）」を活用する




◆メモや原稿を「Bear（ベア）」を使って書く理由




◆雑務から解放され、人間らしさを取り戻すためにクラウドは存在する







第8章　散漫力を活用し「最適なインターバル」で仕事を回す！　「マルチタスクワーキング」の秘訣




──タスクを組み合わせ、「短い集中」を積み重ねる




集中力とどう付き合うか




◆「散漫力」という「新しい姿勢」




◆「散漫さ」をうまくコントロールできれば、仕事はいくらでもこなせる




◆「舞い降り」は、じつは集中して考えていないときにこそ、やってきてくれる




◆仕事には「舞い降り」と「タスク」の2種類ある




◆考え方を大転換する──集中しなくても「タスク」がはかどればいい




◆「マルチタスクワーキング」のすすめ




◆「やるべきこと」を棚卸しする




◆「重いタスク」「軽いタスク」に分ける実践例




①情報を収集する


②書籍や資料を読む


③企画書や構成案、プレゼン資料などさまざまなドキュメントを作成する


④原稿を書く


⑤請求書作成や支払い、メールチェックなどの雑務


⑥息抜き




◆まず「軽いタスク」からスタートし、次に「重いタスク」に移る




作業がはかどる「インターバル」のとり方




◆「最適なインターバル」をどう設定するか




◆有名な「ポモドーロ・テクニック」という考え方




◆「面倒くさい方法」「複雑な方法」は長続きしない




〔コラム〕厳密で剛性の高いものは壊れやすい──「脆い」の反対語は？




◆「まず3分程度」に設定し、そこから「最大15分」まで延ばしていく




◆インターバルは「いちばん重いタスク」に合わせる




◆「もう少しやりたい」という気持ちが残っていることが大切




◆飢餓感が「舞い降り」をもたらす




〔コラム〕「飽きる直前」にアラームを鳴らす大切さ




作業効率を高めるツール




【作業効率を高めるツール❶】「時間を計測するツール」はこう使う




【作業効率を高めるツール❷】「リマインダーのアプリ」はこう使う




◆複数の電子デバイスを、どう使い分けるか




◆デバイスやブラウザを使い分けると、気持ちの切り替えが容易になる




やる気が出ないときの対処法




◆やる気がまったく出ないときは、どうすればいい？




〔コラム〕「ブートストラップ（長靴の吊り紐）」という考え方




◆「頭を使わないタスク」を「ブートストラップ」にする──とにかく始めれば、脳みそは動き出す




◆「最低限の努力」だけで集中できるインターバルを少しずつ確保する







おわりに




◆「学び」の本質は、さまざまな知識を「統合」していくこと




◆「ワークライフバランス」より大切なこと




◆「ワークライフインテグレーション」のすすめ
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メディアは4種類に分けられる







　まず大前提1として、世の中にたくさんあるメディアを分別しておくところから始めよう。


　わたしが提案するのは、





「表面的だけど広いメディアか、奥深く掘り込んだメディアか」


「ものの見方が偏っているか偏っていないか」







　という2つの区別である。


　この2つの区別で分類すると、2×2＝4でメディアを4種類に分けることができる。


　まず最初の区別からいこう。







「ホリゾンタル（水平）メディア」と「バーティカル（垂直）メディア」という分け方







　新聞、テレビでもインターネットでも、世の中にたくさんあるメディアは、







①ホリゾンタル（水平）メディア


②バーティカル（垂直）メディア









　じつはこの2つに分けることができる。







❶「ホリゾンタル（水平）メディア」




　「ホリゾンタルメディア」は、「網羅的にさまざまな出来事を押さえているけれども、同時に表面的であるメディア」である。


　おおざっぱに世界を知るのには適しているが、世界の本質を学ぶのにはまったく物足りない。通信社の記事、新聞の一面や社会面、テレビのワイドショー、大半のニュース番組、週刊誌などは全部これである。


　情報を収集するのに、SNSだけでなくニュースアプリを使っている人も多い。「ヤフーニュース」や「スマートニュース」「グノシー」などが有名だ。


　これらのニュースアプリも「ホリゾンタルメディア」である。


　網羅的に情報を拾えるのでかなり便利だが、「ニュースソースには新聞や雑誌、テレビなどが多く、やはり表面的な情報が多い」という傾向がある。


　また個人のブログやノートは掲載されることが少ないので、専門家が直接発信する記事はカバーしきれない（ただしヤフーニュースには「個人」というコーナーがあって、専門家が発信する記事も読むことができる）。







❷「バーティカル（垂直）メディア」




　一方の「バーティカルメディア」は、「徹底的に掘り下げて分析するようなメディア」である。


　紙のメディアでも専門的な経済誌などはそうだし、テレビでも『NHKスペシャル』『クローズアップ現代＋』、フジテレビ系の『ザ・ノンフィクション』、BS朝日の『ザ・ドキュメンタリー』などは、徹底的な取材と深い分析が光っている（たまにおかしな内容のものが出てくることもあるが……）。


　インターネットだと、「東洋経済オンライン」「ダイヤモンド・オンライン」などの経済系メディア、「現代ビジネス」「文春オンライン」などの社会系メディア、学術系の「シノドス」など、良質な記事が多いメディアは光っている。


　しかしそれらにも増して、何よりチェックすべきなのは、インターネットでは専門家が書いている個人のブログや、専門家が発信するSNSである。


　これらをチェックする具体的な方法については、あとでじっくり解説するが、ブログやSNSという無料のプラットフォームで専門家の素晴らしい知見が縦横に読めるというのは、本当にいい時代になったものだと実感する。







「中立的か」「偏りがあるか」という分け方







　ただし、「バーティカルメディア」であれば、何でも信頼できるわけではない。たしかに深く掘り下げているけれども、偏りがあることも多いからだ。


　後述するが、そういう「偏りがあるメディア」はなるべく避けたほうがいい。少なくとも「偏りがあること」を知ったうえで注意深く扱うことだ。


　そこに気づかないと、簡単に陰謀論に陥ってしまうことになる。


　つまり、「ホリゾンタルか」「バーティカルか」という分類に加えて、「偏りがあるか」「中立的か」という分類も加える必要がある。


　これでマトリクスを描いてメディアを4つに分類してみると、次のようになる。





ホリゾンタル×中立的 ＝ ニュースアプリ、通信社


ホリゾンタル×偏見的 ＝ 新聞記事、テレビのワイドショー





バーティカル×中立的 ＝ ブログや専門誌などでの専門家の知見


バーティカル×偏見的 ＝ 陰謀論







　このように分類するとわかると思うが、「ホリゾンタルだから薄っぺらくてダメ」ということでは必ずしもないし、同時に「バーティカルだから深くていい」というわけでもない。


　「ホリゾンタル」にも「バーティカル」にも、それぞれ「偏見」という落とし穴が潜んでいることをまずは認識しておこう。
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1本の記事では「断片」しか理解できない







　世界や日本では、いまこの瞬間にもさまざまな出来事が起き、それらがネットや新聞やテレビから流れてくる。


　わたしたちは目にするニュースになんとなく流されてしまうが、本当にそのニュースを理解できているだろうか？


　どんな出来事でも、すぐに全容を理解するのは難しい。それができるのは、その分野の専門家だけである。


　しかし、ニュースを読み解く「流れ」を知っておけば、それに合わせてニュースを読んでいくだけで「全体像」が理解できるようになる。


　ある出来事について、ひとつのニュース記事を読んだだけでは、その出来事を理解することはできない。ある出来事の全体像というのは、完成したジグソーパズルのようなものである。


　といっても、本物のジグソーパズルのように何百もピースがあって完成させるのに何週間、何か月もかかるわけではない。その出来事の内容によるけれども、ピースの数はせいぜい数枚、多くても10枚に満たないぐらいと思えばいい。


　大事なのは、たった1本の記事を読んだだけで「これで全部わかった」と満足しないこと。1本の記事を読んでも「これだけでは、まだ断片でしかない」と自分に言い聞かせることである。







「いくつもの視点」を知ることで、「全体像」が見えてくる







　全体像を知るための流れは、次のようになる。







❶まず「ホリゾンタル×中立的なメディア」で、「ニュースのアウトライン」を得る




　最初に「ホリゾンタル×中立的なメディア」に目を通し、「ニュースのアウトライン」を得るようにする。


　「5W1H」という言葉がある。「誰が」「いつ」「どこで」「何を」「なぜ」「どのように」の6つの疑問をまとめたものだ。


　ホリゾンタルなメディアで、5W1Hはだいたいわかる。この5W1Hが「アウトライン」である。







❷「バーティカル×中立的なメディア」で、「いくつかの視点」を用意する




　しかし「アウトライン」だけでは、そのニュースが起きた背景事情や構図まではわからない。この背景事情や構図は、ただひとつに定まらないことも多い。「いくつかの視点」からそのニュースを見ることによって、だんだんとわかってくる。


　だから「視点」はいくつも用意しなければならない。


　それを教えてくれるのが「バーティカル×中立的なメディア」である。







❸「いくつもの視点」を知ることで、「ニュースの全体像」をつかむ




　「いくつもの視点」を知ることによって、ようやく「ニュースの全体像」が見えてくる。


　1本の記事を読んだだけではひとつの「点」にすぎなかったニュースが、いくつもの視点から見ることで「立体」のように見えてくる。


　それこそが本物の全体像だ。





　「アウトライン → 視点 → 全体像」という流れをつくることを忘れないようにしたい。
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「さまざまな視点」を得ることが、読むことの大きな目的







　大前提3は、何かを読むことの大きな目的のひとつは「たくさんの視点を獲得すること」と肝に銘じることである。





　何かの出来事があったとき、それについてひとつのニュースや記事だけを読んで「知った気になる」というのが、いちばん危うい。


　本当の「知る」というのは、その出来事について「たくさんの視点」を獲得し、「全方位からその出来事を見る」ということなのだ。





　「ただひとつの視点だけが正解だ」などという単純な出来事は、この複雑な社会には存在しない。


　「ひとつの視点」を学んで、なんとなく知った気になっていても、「別の視点」で学び直すと、「おや、そうだったのか！」と新鮮な驚きがあり、さらに深みが増す。


　「視点」を増やせば増やすほど、「新しい視点」を獲得すれば獲得するほど、「知る」は広く深くなっていく。







「正解はないが、さまざまな見方がある」ことを知る







　そもそも現実の社会では、算数の問題を解くような正解は、ほとんど期待できない。


　わたしたちにできるのは「正解はないが、さまざまな見方がある」という原理原則をきっちり押さえておくことである。


　起きている出来事や事態について「こんな見方もある」「こんな考え方もある」という「複数の視点」の存在を確認し、それらを学ぶことで、ようやく全体像が見えるようになってくる。


　ニュースは「大きなゾウ」みたいなものである。大きすぎて、小さな人間には「ゾウのからだ全体」がどうなっているのかはなかなか理解しにくい。


　たまに「一方的な視点」だけで物事を判断し、「俯ふ瞰かんして見ると……」と偉そうなことを言っている人がいるが、その人たちは決して俯瞰できていない。上から目線でゾウの足元を見ているだけだ。


　視界の下のほうに見えるゾウの足は泥だらけで愚鈍に見えるが、実際のゾウはもっと偉大な存在である。ひょっとしたら高台から見ているかもしれないが、それでもゾウの背中だけを見ているにすぎない。


　ゾウを俯瞰して見るためには、「さまざまな視点」でゾウを見て、前足や後ろ足を見て、皮膚の感触を手で触れて確かめ、ゾウのからだ全体を学ぶことが必要になる。


　それでも、まだゾウの全体像は漠然としか認識できていない可能性もある。


　だから、「まだ自分はゾウの全体像を知らない」という謙虚な姿勢を保ちつづけることもとても大切だともいえる。







知に向き合う謙虚さが必要







　インターネットでは時折、自分と異なる意見を持つ人に対して「反知性主義」呼ばわりしている人がいるが、こういう「自分のほうが頭がいい」と思うことが、じつはいちばん「知」から遠いのではないかとわたしは思う。


　そもそも「頭が悪い」「知性がない」という意味合いで「反知性主義」という用語を使うこと自体が思い切り間違っている。


　「反知性主義」というのはリチャード・ホフスタッターというアメリカの学者がつくった言葉で、エリートや知識人が大衆を蔑視しがちなのに対して、世の中の知性（エリート）と権力が結びつくことを監視・批判する思想のことである。


　だから本来の意味により近い訳語をあてるとしたら「反知識人主義」などのほうが的確だろう。決して「おまえはバカだ」の言い換えというような安っぽい意味ではない。





　知に向き合う姿勢には、謙虚さがなければならない。


　知に向き合う謙虚さがあれば、「さまざまな視点」「さまざまな意見や見方」があることも許容できるようになる。自分の考えと異なり、対立する意見もあることに納得できるようになる。


　それらに対して腹を立てたり「反知性主義だ！」と罵声を浴びせたりするのではなく、「そうか、そんな考えもあるのか！」と驚きと喜びをもって向き合えるようになる。


　そういう「知の人」になろうではないか。





　そのために、いかに実際にネット記事や書籍を読み、その集めた良質な知や情報を、どのようにきちんと保管し、活用していくか。


　それぞれの方法について、本書では徹底的に解説していく。
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「さまざまな知識や視点」を獲得すると、「さまざまな概念」が学べる







　大前提4は、最終的な目標は「知肉」を育てるということである。





　大前提3で書いたが、「読むこと」から「さまざまな知識や視点」を獲得すれば、そこから物事を立体的に把握し、認識できるようになる。


　さらにそこから一歩踏み込もう。


　集めた「さまざまな情報や視点」から「さまざまな概念」をつかんでいくのだ。


　詳しくは第6章でたっぷりと説明するが、ここではさわりだけ紹介しておきたい。





　ニュースは「大きなゾウ」みたいなものだと書いたが、ゾウの全体像をどう学ぶかということをさらに考えてみよう。


　ゾウの足や鼻や皮膚をバラバラに見ているだけではわからないけれど、足や鼻や皮膚などゾウのさまざまな部分をたくさん見ることで、だんだんとゾウの全体像が見えてくる。


　ゾウの足や鼻の形状や、皮膚の表面のザラザラなどは、それぞれは「バラバラな情報」でしかない。


　しかしその「バラバラな情報」を自分の頭の中でまとめていくと、ゾウの全体の姿がひとまとまりとなって理解できてくる。


　それがゾウという動物の「概念」だ。


　「概念」というのはちょっと難しい言葉だが、わかりやすくいえば、「さまざまな情報や視点」を順にまとめて、ひとつの物語や全体像にしたものである。







「たくさんの概念」を集めると、「世界観」をスケッチできる







　この「概念」をつかんでいくという作業を日々おこなうと、自分の脳の中に「さまざまな概念」が溜まってくる。


　そうやって「たくさんの概念」が溜まっていくと、今度は「世界観」をスケッチできるようになる。





　「世界観」とはどのようなものだろうか。


　いまのゾウの例で説明すると、ゾウはアフリカのサバンナにすんでおり、サバンナには、たくさんの動物がいる。さらにいろいろな情報を集めていくと、生えている植物や、丘や川や草原、土地の形状もわかってくる。空の青さもわかってくる。


　そうやって「さまざまな知識や視点」を獲得すれば、「ゾウの概念」だけでなく「ライオンの概念」や「シマウマの概念」も理解できるようになる。


　また、ゾウやライオンやシマウマがすんでいる「アフリカのサバンナという草原がどんな場所なのか」という「概念」や、「サバンナのある熱帯がどんな気候なのか」という「概念」も理解できるようになる。


　そうやって「概念」をたくさん組み合わせることで、「サバンナがどんな世界なのか」がだんだんとわかってきて、サバンナを想像で画用紙にスケッチできるようになる。


　このスケッチが、サバンナの「世界観」である。





　ここから先は本編で詳述するが、この「世界観」を学んだら、それをさらに活かしたい。


　自分の仕事に活かしたり、生きる指針にしたり、自分の行動原理にしたり、自分の人生の目標にしたり、いろいろな活用方法があるだろう。


　どんな活用の仕方でもかまわないが、せっかく学んだ「世界観」を自分の心と頭の中に、しっかりと定着させるのである。







「世界観」から、自分のための「知肉」を育てる







　「血肉」という言葉がある。血液と肉という意味で、「自分のからだを形づくっているもの」のことだ。


　血肉と同じように、「世界観」を学んで自分の血肉のようなものにしたい。


　この血肉を、本書では「知肉」と呼ぶことにする。





　「世界観」を学んで、自分の「知肉」として育てていく。


　これこそが、「読むこと」の最終的な目標だとわたしは考えている。





さまざまなものを読む


　　↓


「知識」や「視点」を獲得する


　　↓


そこから「概念」をつかむ


　　↓


「概念」を集めて「世界観」をスケッチする


　　↓


「世界観」から、自分のための「知肉」を育てる（読むことの最終目標）







　この流れをつくるのである。


　詳しいやり方や実例については、第6章でじっくり解説したい。
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仕事中、「余計なもの」をつい見てしまう







　そして本書には、もうひとつ大きな特徴であり、現代人に必須の大前提がある。


　それは「『集中力がない』『集中力が続かない』のが現代人」という前提を認め、そのうえで、「散漫力」をいかに逆活用し、知的生産に結びつけるかということである。


　無理に集中しようとするのではなく、あえて「注意散漫さ」を逆活用できるかどうかが、生産性を高める肝になるということだ。


　注意散漫であっても、その散漫さをうまくコントロールし、いわば「散漫力」を活用すれば、仕事はいくらでもこなせるようになるのだ。





　「どうも集中できない」という悩みはよく聞くが、集中力なんて本当はまったく必要ない。


　わたしは本書で高らかにそう宣言していく。







「スマホをしまえ」には無理がある







　おそらくみなさんは、集中力の問題に苦しんできただろう。


　書店に行けば、「集中力を高めよう」「こうすればあなたの集中力は高まる」というハウツー本があふれかえっている。そういうネットの記事も、頻繁に目にする。


　「目的を明確にすることで、モチベーションを維持せよ」「適度に身体を動かせ」「カフェインを摂取せよ」などは、わりにもっともらしいが、「スマホをしまえ」「無理せず休め」なんていうのもある。


　ただ、スマホをしまってもSNSはパソコンでも見られる。


　それに、インターネットのある環境で仕事をしているなら、余計なものを見てしまう危険は、スマホをしまったところで避けられないだろう。


　それに、「無理せず休む」のはもちろん大事だが、「休んでいいんだ」とホッとしていたら、一日じゅうゴロゴロ休んでしまったということにもなりかねない。







平凡な一般人だって、ものすごく集中できるときはある







　そもそも集中力は、個人差が激しい。


　トップクラスのアスリートの集中力は、常人をはるかに超えているだろう。


　何万人もが固かた唾ずを呑のんで見ているなかで、甲子園球場のマウンドで9回を投げきる高校生投手はすごいと思う。平均時速20キロというとてつもないスピードで40キロもの長さを走り抜く世界トップのマラソン選手は、もはや常人の想像の範囲外だ。





　ただ、平凡な一般人だって、ものすごく集中できるときはある。


　趣味や遊びなど、自分の好きなことをやっているときだ。


　「テレビゲームに夢中になって気がつけば時間を忘れていた」という経験は、誰でもたいてい持っている。


　しかしわたしたちは、趣味や遊びを毎日やっていられるわけではない。そしてもちろん、トップアスリートを目指しているわけでもない。


　たんに毎日やらなければならない（そして時には、あまりやりたくない）仕事を、どう効率的にこなしていけばいいのかを考えているだけだ。







大事な人と一緒にいるときも、食事中も、スマホを見てしまう







　とはいえ、それぐらい「集中力の問題」に必死に取り組まなければならないほど、21世紀に生きるわたしたちは、飽きっぽくなっている。


　スマホという手軽な武器を手にしてから、ますます飽きっぽく、注意散漫になり、集中力が続かなくなった。


　「企画書をつくろう」とパソコンでパワーポイントに向かったのはいいけれど、数分も経たないのに、気づいたらスマホでツイッターを見ている。


　「いや、これじゃいかん」と再びパソコンに向かうと、LINEの通知がやってきて、ついメッセージを見てしまう。友人から面白そうな動画のリンクが送られてきていて、つい目を奪われ、大笑いしてしまう。


　大事な人と一緒にいるときでさえも、わたしたちはついスマホを見てしまう。


　楽しく食事しているはずなのに、ついクセでスマホの画面を見てしまって、家族や恋人に注意された経験のある人は少なくないのではないか。


　この注意散漫さが、どれだけ自分の生産性を落としているか。


　それを計算し出すと、ため息しか出てこない。


　スマホにムダに使っている時間を全人類でトータルすれば、ピラミッドの2つや3つぐらいは瞬時に建てられそうだ。







だからといって、いまさらスマホは手放せない







　しかし、だからといって、いまさらスマホを手放すわけにもいかない。


　大切な連絡がメッセージで来たら、すぐにスマホで返事をしないといけない。


　見知らぬ街ではじめての場所にたどり着くには、もはやスマホの地図アプリは欠かせない。


　知らないことはスマホですぐに調べられるし、もはやスマホはわたしたちの優秀な「第二の脳」ぐらいになってしまっている。欠かせない人生のパートナーなのだ。





　では、いったいどうすればいいのか。


　スマホを手放さずに、それでも注意散漫にならずに集中力を高める方法はあるのだろうか？







集中力をつけるのはあきらめよう







　わたしはさまざまな試行錯誤のうえに、この課題に対する唯一の回答にたどり着いた。それはとてもシンプルである。


　「集中力をつけるのはあきらめよう」


　このひとことに尽きる。





　集中力なんてなくてもかまわない。


　しょせん、集中力なんて幻にすぎない。





　わたしたち人間の心理はままならないものである。


　「集中力をつけなくては」と我慢してパソコンに向かえば向かうほど、「集中力をつけなければいけない」という強迫観念に引きずられて、本来やらなければいけないパソコンでの仕事がおろそかになり、「気がつけば集中力のことばかり考えている」という本末転倒の事態になりかねない。


　眠れない夜と同じである。


　明日は朝早いのだから眠らないといけないのに、午前0時を過ぎても頭が冴えて眠れないときがある。


　「眠らなくては」と思えば思うほど、眠れなくなる。


　「明日の朝はゆっくりだから、いつ寝ても大丈夫」というときには、たいていすぐに眠くなるのに、早起きしなければならないときに限って眠れなくなる。


　こういう経験は誰にでもあるだろう。要は、意識がそっちに向かいすぎてしまうのだ。





　集中力もまったく同じだ。


　「集中しなければ」と意識してしまうから集中できなくなるし、「集中なんかしなくていいから気楽にやろう」と楽しめる趣味だと、集中力に意識がいかないから、逆に気がつくと集中していたりする。


　だから「意識して集中力をつける」なんて幻にすぎないのだ。


　そういう幻にしがみついてヒーリング音楽を聞いたり地中海食を食べたりしている暇があったら、もっと別のことに力を注ごうということだ。







「だらだら」は長続きする







　集中力が持続する時間について、もう少し考えてみたい。





　「自分は集中力がない」と思っている人でも、まさか「わたしの集中力は30秒ぐらいしか続かない」というような人はいないだろう。


　病気を抱えているなどして心身が苦しいというような事情がなければ、どんな人でも数分ぐらいなら集中できるはずだ。





　たとえばユーチューブの動画は、数分の長さのものが非常に多い。そのぐらいの時間であれば、誰でも集中できるからだ。


　テレビのドラマや情報番組は50分ぐらいの長さがあるが、これも自宅のテレビ画面の前でくつろいで、だらだらと「ながら見」するなら、見つづけることができる。逆に、スマホやパソコンで集中してテレビドラマや『NHKスペシャル』のような番組を見ようとすると、けっこう疲れるし、飽きてくる。


　人気ユーチューバーの番組には、けっこう長いものも多いのに、見ていて疲れない。だらだら見ていても楽しいように、巧みにつくられているからだ。


　ヒカキンさんの番組を見ていると、友だちの家に遊びに行って楽しく雑談を聞いているような気分になる。完成度の高い大作映画を観たりするのとは全然違っていて、「この楽しい時間が長く続くといいなあ」というような「浸り感」がある。


　ユーチューバーがテレビゲームをやっている様子を眺める「ゲーム実況」も似たようなもので、前に誰かが「友だちの家に行って、そこの息子がゲームやっているのをみんなでだらだら見ている感じの楽しさ」と的確に表現していた。





　つまりは「だらだら」は長続きする。集中力が必要なく、おまけに楽しいからだ。


　しかし、これは目の前の仕事には当てはまらない。


　ミスを犯してはならないし、アイデアなども生み出さなければならないし、おまけにたいていは楽しくないからだ。


　では、どうすればいいのか。







「持続しない集中力」「散漫力」を利用してしまえばいい







　その答えはシンプルだ。


　「持続しない集中力」を逆に利用してしまうのである。


　「自分は集中力がなく、いつも注意散漫だ」と自己嫌悪になっている人も多いと思うが、自分の「散漫力」を活用してしまえばいいのである。





　日本で人気の高いアドラー心理学でも「自分には集中力がない」と考えるのではなく、「自分には散漫力があるのだ」と見方を変えようと提唱している。


　アドラーがこれを言ったのは、自分の短所を長所に置き換えて自分の価値を認めようということだが、そういう心理面の話だけではない。


　実践的な仕事術として、「散漫力」を活用してしまえばいいのである。





　集中力がない人、アドラー的にいえば抜群の「散漫力」の人でも、わずか数分ぐらいなら集中力を保つことができる。


　だったら、その「散漫力」を活用しない手はない。


　数分の長さしかない集中力を最適化してしまえばいいのである。





　「3時間の集中」を保てる人は素晴らしい才能の持ち主だが、「5分の集中」しか保てない凡人でも、その「5分の集中」を36個積み重ねれば、3時間になる。


　チリも積もれば山となるのだ。


　その秘訣については、第8章でたっぷり解説したい。





　さて、5つの大前提をここまでざっと挙げてきた。もう一度掲げておこう。







【大前提1】世の中にたくさんあるメディアを分別するところから始めよう。


【大前提2】分別したメディアを活用して、「ニュースを読み解く流れ」をつくろう。


【大前提3】読む目的は「たくさんの視点を獲得すること」と肝に銘じよう。


【大前提4】読むことで得た「知識」「視点」を「知肉」にするのが最終目標。


【大前提5】無理に集中しようとするのではなく、あえて「散漫力」を逆活用しよう。









　これらを頭に入れたうえで、いよいよ具体的に「読むスキル」へと踏み込んでいこう。


　まずは「何を」「どう」読めばいいのか、そこから説明を始めたい。
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まずは「落とし穴」「雑味」を排除するところから始める







　5つの大前提をまずは押さえた。


　いよいよ「何を」「どう」読めばいいのかというところへと進んでいきたいのだが、その前に、いったんみなさんに厳しく問いかけたい。





　あなたが読んでいるその情報は、偏っていないだろうか？


　あなたが読んでいるその情報は、薄っぺらくて表面的ではないだろうか？





　かつて新聞と雑誌とテレビ、ラジオしかなかったころは、情報の量も少なかったから、選別にそれほど苦労することはなかった。しかし、いまインターネットで流れているすべての情報を読み切ることは、どんな天才にも不可能だ。


　だから真の情報力を得るには、まずは「読むべきもの」を選別する必要がある。


　当然のことなのだが、そのためには第一段階として、「落とし穴」を見極めて「雑味」を排除するところから始めなければならない。
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「偏りが強いメディア」の3つの例







　かつてのように新聞に情報をコントロールされていたというのはよくない状況だが、一方で「平等」でもあった。誰もが同じような情報を受け取ることができたからだ。


　しかしネットの時代は「不平等」である。


　ウェブのメディアは無数にある。信頼できるメディアもあれば、陰謀論ばかり書いているあやしげなメディアもある。


　個人のブログでも同様だ。信頼できる専門家のブログもあれば、噓ばかり書いているデマゴーグのブログがたくさんの読者を集めていることもある。


　たとえば「偏りが強いメディア」の例を、3つ挙げよう。







偏りが強いメディア❶　「大紀元」（https://www.epochtimes.jp/）




　「大紀元」という右派系のウェブメディアは中国の深い情報などが書かれていて勉強になることも多いが、じつは法輪功という宗教団体が運営している。


　法輪功は中国政府から弾圧されているため、「大紀元」の記事は中国政府に対して強く批判的である。


　このメディアそのものを否定するわけではないが、読むならこういう背景を知ったうえで読んだほうがいい。







偏りが強いメディア❷　「リテラ」（https://lite-ra.com/）




　「リテラ」は「本と雑誌の知を再発見」と知的なサブタイトルがついたウェブメディアだが、かなり極端に左に偏っている。


　記事の見出しを眺めていると、まるで極左の中核派か革マル派の機関紙のようだ。


　このメディアは、1980年代ぐらいに人気のあった雑誌『噂の眞相』の編集部員たちが中心になってつくられた。


　『噂の眞相』は「反権威」を標ひょう榜ぼうして右も左も徹底的にバカにしていた自由な雑誌メディアだったが、なぜか「リテラ」になってからは、左に強く偏った。


　「深く掘り下げているように見えるが、実のところは陰謀論」的な記事もかなり多い。







偏りが強いメディア❸　「スプートニク日本ニュース」（https://jp.sputniknews.com/）




　「スプートニク日本ニュース」は、ロシア政府系の通信社で、日本語のサイトもある。


　政府系というと信用できそうな気もするが、ロシアは中国と並んで「シャープパワー」の本場。「シャープパワー」というのは聞き慣れない用語かもしれないが、相手の国に情報操作などをおこなって影響を与えようとすることだ。


　これはもともと、アメリカのジョセフ・ナイという政治学者がとなえた「ソフトパワー」という言葉から来ている。


　他国に影響を与えるには、軍事力や経済力などの強い力である「ハードパワー」だけでなく、文化や教育といった柔らかい力も必要で、それを「ソフトパワー」と呼んだのだ。実際、第二次世界大戦後のアメリカはハリウッド映画やジャズ、ポップス、ロックなどの音楽、アイビーリーグに代表される高等教育などで世界を魅了した。


　冷戦のころ、軍事力や経済力では当初はアメリカと互角だったソ連は「ソフトパワー」が皆無で、それが原因で衰退してしまった面もある。


　ソ連が崩壊し、アメリカが唯一の超大国になり、1990年代には「ついに平和な時代がやってくるか」と世界の皆が信じていたが、21世紀になってみたら、まったくそんな明るい未来にはならなかった。


　テロが多発し、ロシアが復活し、そして中国が強大になった。ロシアも中国も「ソフトパワー」は乏しいが、他国に情報戦をしかけまくっている。


　トランプが当選した2016年の米大統領選挙では、「ロシアがSNSを駆使してアメリカ国内にプロパガンダを流し、トランプを後押しした」という疑惑がささやかれている。


　中国やロシアが日本でどんな「シャープパワー」を駆使しているのかは、まだあまり明らかになっていない。





　「スプートニク日本ニュース」のような日本での影響力が大きくないニュースサイトなら笑い話ですむかもしれないが、こうした勢力はひょっとしたらすでにいろいろなところに手を伸ばしているかもしれない。


　だから「偏りが強いメディア」に注意するのは、本当に大事なことなのだ。


　そういうメディアを「読むな」とまでは断言しないが、読むならば「背景」を知って、厳重な「取り扱い注意」が必要である。
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　では、こういう「偏りが強いメディア」を、どうすれば見分けられるのか。


　これは案外難しい課題で、絶対的な手段はない。


　ただ、見分けるためのポイントが7つあるとわたしは考えている。







見抜くポイント❶


出来事の構図を単純にしすぎて、しかも断言していないか





　たいていの社会の出来事は複雑で、何が原因だったのかという因果関係もひと筋縄ではいかないものだ。


　だから知に誠実な人だったら、必ず複数の原因を並べて、ここから「この原因は証拠がない」「こっちの原因は科学的ではない」とひとつずつ潰していって、本当の原因を推測していく。


　でも、偏った人は、そんな面倒なことはしない。


　「あなたの知らなかった、たったひとつの理由」みたいな人を釣る単純な結論をダン！と書いて、しかもそれを思い切り断言してしまう。


　そんな明快な答えがすぐに出てくるのなら、人間社会はこんなに面倒なはずがない。







見抜くポイント❷


誰かを「悪者」にしたてて、対立を煽っていないか





　政治的に右寄りの人は「左派はけしからん。懲らしめてやろう」と思い、逆に左寄りの人は「右翼は害悪だ。批判しなきゃ」と怒る。そういう対立をツイッターなどでよく見る。


　あるいは、右寄り左寄りでなくても、


　「高齢者が許せん！　高齢者の悪口を言わなきゃ」


　「最近の若者はけしからん」


　「大企業は社会の害悪だ」


　「若いくせに大企業で研鑽を積まずにベンチャーに行くなんて」


　など、とにかく世間には「誰かの悪口を言いたい」人たちがあふれている。


　そういう人は最初から、悪口を言うために記事を書いている。


　そういう「誰かの悪口を言いたい」人に向けてマーケティング能力を研ぎ澄ませ、わざと誰かを悪者にしたてた記事を書いてウケを狙う人もいる。


　どちらにしろ不毛だ。


　悪口を読めばその瞬間はスッキリするかもしれないが、何の生産性もないし、おまけにそういう記事は、たいてい強く偏っている。







見抜くポイント❸


「要注意ワード」が含まれていないか





　「真実」「正体」「弱腰」「二枚舌」「化けの皮」「しがみつく」


　こういう強いワードを見出しや本文に使っている記事には、注意したほうがいい。


　ビジネス分野だと、「一流と三流」「稼ぐ人」「年収2000万の人」などがそれに当たる。


　そもそも、みなさんが日常生活で使わないような用語を使っていることがおかしい。


　「あいつの正体は」「あいつの化けの皮が剝がれた」みたいなことを職場や学校の知人が言い出したら、たいていの人は「引く」だろう。


　そんな「強い言葉」を使うというのは、よほどの局面である。


　ビジネスシーンでも、いきなり「わたしは一流だ」とか言い出したり、自他の年収を軽々しく口にしたりするような人とは、あまりお付き合いはしたくないと思う。


　なのに、「記事の見出しには、そういう言葉を使って煽ってもいい」と考えているのは、良識から外れていると言わざるを得ない。そういう記事とは距離を置いたほうがいい。


　ストロングなワードをやたらと使いたがるメディアには、漫画『BLEACH』（集英社）の名ゼリフを贈ろうではないか。


　「あまり強い言葉を遣うなよ。弱く見えるぞ」







見抜くポイント❹


匿名の証言やコメントが多すぎないか、ニュースソースが不明ではないか





　実際に起きている出来事を解説するのなら、どこからどういう情報を得たのかをきちんと記述することが大切だ。


　しかし、週刊誌などの一部のあやしい記事だと「ほとんどの証言が匿名」ということもある。


　「捜査関係者によると」「業界に詳しい人物は」「専門家によると」


　匿名じゃないと証言してくれない内部の人というのは確かにいるが、専門家のコメントまで匿名にしているのはあやしすぎる。


　きちんとした専門家なら、きちんと自分の肩書と実名を出すはずだ。


　記者が、頭の中で妄想ででっちあげた「関係者」「専門家」「業界人」で記事を書いていることも多いので、要注意である。







見抜くポイント❺


「明らかな陰謀論」が書かれていないか





　「世界は誰かの陰謀によって動かされている」と信じる人というのは、いまも昔もたくさんいる。


　それこそ20世紀のはじめには「ユダヤ人が世界を征服しようとしている」というおかしな陰謀論が出回って、世界的な映画監督から自動車王まで著名人がたくさん騙され、最終的にはナチスのホロコーストの遠因にまでなった。


　その後も、


　「アポロ宇宙船は月に行ってない。月面着陸シーンはスタジオのセットで撮影された」


　「世界貿易センタービルへの同時多発テロは、アメリカ軍の仕業である。その証拠に映像にミサイルが映っている」


　「御お巣す鷹たか山やまへの日航機の墜落は、米軍が撃ち落とした」


　「東日本大震災は人工地震」


　などと、何か大事件が起きるたびに、あらゆる陰謀論が出回る。


　普通に考えれば荒唐無稽なデマなのは明らかなのだが、たんなる陰謀論でしかない本も、ノンフィクションやビジネス書の体裁をまとってたくさん刊行されている。


　陰謀論をもとにつくられた映画もあって、おまけにヒットしたりするので、ますます信じる人が増えてしまう。


　大事件ではなくもっと小さなレベルでも、たとえばツイッターで自分と異なる思想や意見を持っている人を見つけて「あいつはどこかから金をもらっているに違いない」と書いたり、好きなタレントが何かの番組を降板したことに「これは放送局の見えない圧力だ」などと書いたりするのも、立派な陰謀論である。


　こういう陰謀論には、とにかく近づかないことが大切だ。







見抜くポイント❻


「わたしだけが知っている隠された真実」を根拠にしていないか





　陰謀論かどうかを見抜く方法はただひとつ。


　その「陰謀」の根拠に「公開されている情報」があるかどうかをチェックすることだ。





　いまの時代には、政府や自治体が持っているものも含めて多くの情報は公開されている。


　それなのに「公開されていない秘密の情報」だけを論拠に語る「真相」は、陰謀論の可能性が高い。


　もちろん「公開されていない秘密の情報」は決してゼロではない。過去には、たとえばアメリカ国家安全保障局の職員だったエドワード・スノーデンがアメリカによる世界的な通信傍受を暴露したというような例もある。


　しかし、そういう例はきわめてレアケースである。


　少なくとも自分の嫌いな人がツイートで自分の気に食わない意見を書いたりしていることに、「公開されていない秘密の情報」が関与しているようなことは、現実にはほぼない。





　繰り返し言うが、陰謀論のような記事を見つけたら、その情報源を確認することである。


　「わたしがCIAの元エージェントから聞いたところでは」


　「秘密の米軍情報によると」


　などと書いているのは、ほぼ100パーセントが根拠のない陰謀論である。







見抜くポイント❼


「正しさ」「正解」に過剰に頼っていないか





　「偏りの問題」というのは、政治などの面倒なイデオロギーのジャンルだけではなく、ビジネスや自己啓発などの分野にも当てはまることだ。


　そもそもビジネスにも人の生き方にも、正解など存在しない。


　正解に見えるものは、たいていの場合は「後出しジャンケン」である。


　さらには、因果関係さえはっきりしてないことも多い。





　たとえば、ビジネス系の記事でやたらと見かける「超一流は○○」という見出しの記事。


　「超一流のビジネスマンは、財布にいつも10万円を入れている」


　「超一流のビジネスマンは、グッチのバッグを持っている」


　じゃあ財布に10万円を入れておけば、必ず超一流になれるのだろうか？


　グッチのバッグを無理して買って、いつも持ち歩けば必ず超一流になれるのだろうか？


　バカげている。そんなわけがない。


　10万円や高級バッグによって上昇志向を持てれば、それには何かしらの心理的な効果はあるのかもしれない。しかし常識的には、


　「超一流でお金があるから、財布にはいつも10万円入れていられる」


　「超一流だから、グッチのバッグを買える」


　のである。因果関係が逆なのだ。





　こういうもっともらしい「正しさ」「正解」を言っているように見えて、じつは因果関係が逆だったり、そもそも何の関係もなかったりという記事が、最近のインターネットにはあふれている。


　なぜあふれるほどに増えたのかといえば、理由は明快だ。そういう記事に釣られて、真に受けて読んでしまう人が大勢いるからだ。


　みなさんは、そういう人たちの仲間入りをするのはやめるべきである。
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あらゆる情報がSNSに流れ込んでくる







　落とし穴は、メディアの記事だけにあるのではない。


　みなさんが日ごろ使っているSNSにも、落とし穴はそこらじゅうにある。





　いま、社会で起きたあらゆることは、SNSに流れ込んでいる。


　それだけではない。逆に、SNSの情報も社会に流れ出す。


　一方通行ではなく、相互通行になっている。いや、相互通行どころではなく、「SNSこそがまさに社会そのものである」という時代になってきている。


　たとえば政治。


　政治家は、昔は新聞やテレビの世論調査を通じて民意を知った。テレビの有名司会者に反発されれば、支持率はすぐに下がり、政権の維持も危うくなった。


　民放テレビの報道局長が、


　「何でもいいから、反自民の連立政権を設立させる手助けになるような報道をしよう」


　「日本共産党に意見表明の機会を与えるのはフェアではない」


　などと局内で発言して問題になったのは1990年代のことだが、この発言には「テレビ局のわれらこそが世論を決められるのだ」という傲慢な顔がのぞいていた。


　しかしネット時代の政治家は、新聞やテレビに反発されても、さほど気にしない。


　民意はSNSを通じて政治家に流れ込み、SNSで支持されていれば、新聞やテレビがいかに批判を繰り広げても、支持率に大きな影響を与えないことが多い。


　もはやSNSこそが民意のありかという言い方もできるのだ。







ネットのあやしげな情報が、SNSの人間関係を経由して入ってくる







　しかし、繰り返しになるが、ネットの情報は「偏り」が大きい。


　玉と石が入り混じっており、それを見分けるのは非常に難しい。だからデマも流れてくるし、民意もそういうあやしげなものに影響されてしまうことがある。


　さらに深刻なのは、ネットの情報はあやしげなものも含めて、SNSの人間関係を経由してしまうということだ。





　そもそも、「SNSとは何なのか」ということを、みなさんは問い直してみてほしい。


　最初は人間関係のインフラだったはずだ。


　2007年に始まったツイッターは2年後ぐらいに日本でブームになったが、そのころはみんな「ランチなう」「今日は休日で楽しいな」なんていう平和な投稿ばかりをしていた。


　フォローしたりフォローされたりするのもリアルな友人か、ツイッター上で仲良くなった人たちだった。


　しかしツイッターはいつのまにか、情報が流れる巨大なインフラになってしまった。







「どういう人間関係をつくっているか」で流れてくる情報が決まってしまう







　「人間関係のインフラ」の上に「情報のインフラ」が重なり、人間関係を通じて情報が流れるようになったのだ。


　そうすると、「どういう人間関係をつくっているか」で流れてくる情報が決まってしまうことになる。





　もちろんそれが、趣味や仕事の専門分野の話なら、とくだん問題はない。


　野球が好きな人が野球選手をフォローして野球の情報が流れてくるのは嬉しいし、農家さんが農業の専門家の人をたくさんフォローしていれば、農業の知識がますます増える。いいことだ。


　しかし、わたしたちは、趣味や専門分野だけで生きているわけではない。それら以外にも知らなければならないことはたくさんある。


　世界をきちんと見るためには、さまざまな分野にアンテナを張っておいたほうがいいに決まっている。


　しかし、ここで問題がある。


　21世紀の社会は、情報でさえも「分断」されてしまっているということだ。とくに政治や社会、経済などの判断が難しい分野において。
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SNSで毎日繰り広げられる、無限に続くドッジボールみたいな球のぶつけ合い







　この10年のあいだに使われるようになったメディアの用語に、「オルタナティブ・ファクト」と「ポスト・トゥルース」がある。





　「オルタナティブ・ファクト」というのは「もうひとつの事実」という意味だ。


　これは2017年のアメリカのトランプ大統領就任式で、集まった観衆がかなり少なかったのに、ホワイトハウスの報道官がテレビで「過去最大の人々の数」と称賛した。


　インタビュアーが「なぜそんな噓をつくんですか？」と聞くと、報道官はしれっと「それがもうひとつの事実」と答えた。


　これが世間の失笑を買って広まったのだが、そこから「噓も方便」のように事実を捻ねじ曲げてでも広めるニセニュースのことを「オルタナティブ・ファクト」と呼ぶようになった。


　バカバカしいが、「オルタナティブ・ファクト」は日本のSNSでもそこらじゅうに広まっている。


　「なんでそんな噓を信じるの？」というような話がたくさんシェアされ、無数に「いいね」され、拡散しているのを日常的に目にする。





　「ポスト・トゥルース」は、直訳すると「真実以後」だ。


　『オックスフォード英語辞典』の編集部が2016年の「今年の言葉」に選んだことで有名になった。編集部によると、定義は「世論を形成する際に、客観的な事実よりも、むしろ感情や個人的信条へのアピールのほうがより影響力があるような状況」だそうだ。


　もはや事実かどうかなどどうでもよく、自分の政治信条に沿っていれば何でも信じてしまう。


　そういう人が本当にSNSでも増えている。


　そういう人にいくら反論しても、たいてい黙殺されるか、逆に罵倒されたりする。





　「オルタナティブ・ファクト」も「ポスト・トゥルース」もじつに困ったことだけれども、おそらくこの事態は収まらないだろう。


　ツイッターなどを見ていると、本当にそう感じる。


　日本でも時の政権をひたすら攻撃している人と、ひたすら擁護している人たちの2つに分かれ、毎日毎日毎日毎日、無限に続くドッジボールみたいに球をぶつけ合っている。


　世界はますます分断していって、分断されているどうしでは見えている光景がまったく違うものになってしまう。


　それが21世紀の現実なのだ。本書を読んでいるみなさんは、そういう世界から脱出しなければならない。







[image: ]　現代は「新しい分断」の時代







　古い話で恐縮だが、1990年代にインターネットが普及しはじめたころに「デジタルデバイド」という言葉があった。


　インターネットやパソコンなどを利用している層とそうでない層で、経済的格差が生じてくる可能性が指摘され、これが「デジタルによる分断」であるとして「デジタルデバイド」と呼ばれていた。


　当時はまだスマホがなく、パソコンの操作も難しく、ウェブも使いやすくなかった。


　パソコン本体やネットの利用料金も高価だったし、地域によるネットの回線の普及にもかなり差があった。だからネットを活用するためには、「金銭的な余裕」「利便性の高い都会に住んでいること」「一定程度のスキル」といった、けっこう難易度の高い条件が必要だった。


　この条件の差が格差につながり、経済的格差にも結びつくのではないかというのが当時のデジタルデバイド論である。


　その後、スマホが普及して誰もがネットを使えるようになり、ウェブの使い勝手もよくなったことで、デジタルデバイド論は終了してとっくに忘れ去られた。


　しかし、スマホの普及とほぼ同じタイミングでツイッターやフェイスブックが日本でも広まり、これが「新しい分断」を招いたともいえるのだ。
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信念が増幅されてしまう──「エコーチェンバー」の怖さ







　SNSによる分断を考えるうえで、もうひとつ「エコーチェンバー」というイヤな用語もある。


　「残響室」という意味で、音が壁などで吸収されずに、いつまでも残りつづける特殊な実験室のことだ。


　そこから、同じような信念や考えを持つ人たちが閉鎖的な場所に集まると、お互いに「そうだ！　そのとおりだ！」と言い合いつづけて、ひとつの信念だけがどんどん増幅されてしまうことをたとえている。


　この研究によると、エコーチェンバーに入ってしまった人には何を忠告してもムダなようである。彼らの信念に反するような記事や動画を教えてあげても、彼ら自身がそれまで信じていたポジションにますます強くしがみつくようになるのだという。


　自分が信じていたことを否定されるのは、つらい。


　自分が全否定されるように感じてしまうし、それまでの行動がすべてムダになってしまう不安が頭をもたげてくる。


　だから心の片隅で「ひょっとしたら自分は間違っているのかも……」という疑念が生じても、自分のアイデンティティが崩壊する怖さから、「誤った信念」にしがみついてしまうのだ。







生活のいたるところに潜む「サンクコスト」の呪縛







　この「自分が間違っていたとは認めたくない！」は、まさに経済用語の「サンクコスト（埋没費用）」である。





　たとえば5000億円もかかる巨大利水ダムの建設を始めたが、途中でダムからの工業用水の使い道があまり大きくないことが判明し、建設中止が決まりそうになる。


　すると、それまでに使ってしまった1000億円の建設費はムダになってしまう。


　「それはもったいないので、せっかくだから完成させたほうがいいんじゃないか」という意見が出てくる。


　しかし考えてみれば、1000億円をムダにしないために、さらに残り4000億円を支払わなければならない。


　利水の用途がないのなら、この4000億円は結局はムダになってしまう。


　すでに使ってしまった1000億円は、どちらにしても戻っては来ないのだから、さらに余計なお金を使うのはムダを増やすだけなのだが、人間の心理はどうしても「サンクコスト」にしがみついてしまいがちになるのだ。





　「サンクコスト」の呪縛は、わたしたちの生活のいたるところに潜んでいる。


　もう着なくなってしまった衣類やバッグを「せっかく高いお金を出して買ったのだからもったいない……」とクローゼットに置いておいても、ただ場所をとるだけである。


　すでに使ってしまった購入費は戻ってこないのだから、着ない服は捨てるかネットで売るかなどしたほうがいい。


　しかし、なかなか踏み切れない。





　おかしな信念にしがみついてしまって、陰謀論の数々を読みふけることに何か月も費やし、友人にも呆れられて人間関係にヒビが入ってしまった。


　しかし、いま陰謀論を捨てると、その年月がムダになる。友人を失ってまで信念を貫き通したのに、それがすべてムダになる。


　そう考えてしまうのも「サンクコスト」の呪縛である。







「友人たちからの情報」が偏ってしまう危険性を認識する







　こういう世界に引きずられて呑み込まれてしまうのは、残念ながら愚かなことである。


　陰謀論にハマった人は政治的な左派であれ右派であれ、「自分こそが正しく世界の裏側を知っている」と信じているから、「エコーチェンバー」の外側にいる人の声に耳を傾けることはついぞない。


　逆に「おまえは韓国人だろう」とか「政権からカネをもらっているんだろう」とか、石を投げつけてくるだけだ。


　石の投げ合いは陰謀論どうしで勝手にやってもらえばいいと思うが、不毛なドッジボールにわたしたちが参加する意味は、何もない。


　ドッジボールのコートから外に出て、冷静かつ客観的に、落ち着いてさまざまな情報を見ていきたい。





　しかしそういう情報の見方には、「人間関係にもとづいたSNS」はあまり適していない。


　政権批判の好きな人が友人に多ければ「政権批判の情報」ばかりが流れてくるし、政権擁護ばかりしている友人が多ければ「政権寄りの情報」ばかり押し寄せてくる。


　友人たちが政治的でない人たちだとしても、安心はできない。


　そういうイデオロギーを持つこと自体は否定はしないが、そういう分野の友人が多い人は「友人たちからの情報」が偏ってしまう危険性があることを認識しておかないといけない。





　では、どうすればいいのか。
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「人間関係のためのSNS」と「情報収集のためのSNS」を分ける──「フェイスブック」「インスタグラム」「LINE」の使い方







　「友人たちからの情報」が偏ってしまわないためには「いい人間関係をつくればいい」という見事に美しい回答もあるが、現実的ではない。


　そんなことができる人は、そうは多くないからだ。


　普通の人間関係の中で生きている凡人にも可能な方法は、ないのだろうか。





　答えはシンプルである。


　SNSを使い分けて「人間関係用」と「情報収集用」に分離すればいいのだ。


　「人間関係のためのSNS」と「情報収集のためのSNS」を分けてしまうのである。





　たとえばフェイスブックやインスタグラム、LINEは「人間関係」を持続し、自分の信頼度を高めるためのSNSである。







★フェイスブック──情報収集には適さない




　とくにフェイスブックは実名中心で、会社や取引先、家族、親戚などともダイレクトにつながっている。ここで情報を収集するのはあまり賢くない。


　あなたの会社の取引先の課長が「韓国はけしからん。断交せよ！」とフェイスブックに書き込んでいるのを見ても反応しようがない。


　変に影響されて自分自身が陰謀論にハマらないように気をつけなければならない。


　ちなみに、そのような困った課長に対処する方法はひとつだけある。


　取引先だから「友達」を断ち切るわけにはいかないが、フェイスブックだったら「フォローをやめる」というボタンがあり、「友達」のままでいて、投稿を読まないようにすることもできる。







★インスタグラム──内面など「情」を伝える「人間関係のSNS」




　インスタグラムは、「きれいだなあと感動したこと」「自分の正直な内面」「あこがれているもの」などの「情」を伝えるSNSである。


　フェイスブックのように四の五の書かずに、ただイメージだけでシンプルに伝える。


　「自分の心を誰かに知ってほしい」


　「誰かの心の琴線に触れたい」


　お互いにそういう気持ちを持ち、つながり合う「人間関係のSNS」である。


　だから、ツイッターやフェイスブックのような面倒さはあまりない。







★LINE──最近はデマが流れることも多いのでやっかい




　LINEも「人間関係のSNS」で、「親しい人たちと連絡をとりあう道具」だと割り切ろう。


　最近はLINEで流れるデマが多いことも問題になっていて、けっこうやっかいだ。


　最近会ってなかった実家の叔母や、遠くに住んでいる昔の友人から、荒唐無稽な陰謀論のメッセージが送られてくるなんていう話はよく聞く。


　しかし、そういう人たちは、ただあなたと人間関係があるというだけであり、彼ら彼女らの情報の「信頼性」は何も保証されていない。


　それどころか、わざわざ情報をLINEで送ってくるという押し付けがましい行為をするということは、その人たちが誤った情報に毒されてしまっていることが多い。


　なぜなら、立場を入れ替えて考えてみてほしい。


　もしみなさんが「日本と中国の関係は、尖閣問題をめぐって危険な状態に入っている」という政治記事を読んだとして、日ごろは政治の話などしたこともない親戚や古い友人に「日中関係はヤバそうだ。これは気をつけなきゃ」などと、わざわざメッセージを送るだろうか？


　そんなことをする人がいたら、相当にヤバい人である。


　自分の情報が真実だと信じ「狂信的」になってしまっているから、「これを人々に広めなきゃ」というおかしな信念に取り憑かれてしまって、自分のまわりの人たちにその狂信的な真実を伝えようとしはじめるのである。





　こういう人にはどう対処すればいいかというと、とにかくスルーすることである。


　わざわざ人間関係を壊してまで反論する必要もない。ただスルーして、何事もなかったように振る舞うのだ。


　そもそも「人間関係のSNS」であるLINEから情報が流れてきても、それを読む必要さえない。


　それが前提だと押さえておこう。





　それに対して、「情報収集のSNS」には、ツイッターを使う。


　その有効な使い方については。第3章でじっくり解説したい。
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かつては新聞やテレビの情報を信頼していればよかった







　次に「新聞の落とし穴」についても解説しておきたい。





　インターネットが一般的でなかった20世紀のころは、新聞やテレビの情報を信頼していればよかった。


　いきなりそんなことを言うと、


　「佐々木は何を言っているんだ、新聞やテレビは噓ばかりではないか」


　と反発する人もいるだろうが、少し待ってほしい。


　わたしは「新聞やテレビは信頼できた」とはひとことも言っていない。


　「信頼していればよかった」と書いているだけである。





　当時はインターネットという「もうひとつのマスメディア」が存在せず、新聞やテレビがニュースの情報源を独占していた。だから彼らが誤ったことを書いても、その誤りを知る機会を国民が持つことがあまりなかった。


　なかには気骨のある雑誌もあり、マスメディア批判をおこなっていたが、そういう雑誌はたいてい裏通り扱いで、多くの人の目に触れることはなかった。


　街の目ぬき通りは新聞とテレビに占拠されていたのだ。


　そういう状態では一般人は、新聞やテレビを通じて受け取った情報を、とりあえずは信頼するしかなかったのである。


　それらの情報を疑おうとすると、フリージャーナリストにでもなって自分で実地に取材するしか方法がなかったのだ。







新聞がフラットで公平なのは「分野」だけ







　しかし新聞やテレビはネット時代になって、その偏りや知識の不足が指摘されるようになり、非常に焦っている。だから「ネットの情報は噓が多い。おまけに情報が偏ってしまいがちになる」と事あるごとにキャンペーンを張っている。


　たしかに新聞は30ページほどのコンパクトな容量の中に、政治から社会、経済、文化、スポーツにエンタメまであらゆる分野のニュースが詰め込まれていて、広く知見を高められるように見える。


　しかし、新聞のプロパガンダに騙されてはいけない。


　新聞がフラットで公平なのは「分野」だけである。


　ページをめくっていけば、政治面・経済面・社会面・文化面・スポーツ面とあって、それらはたしかにフラットに公平に提供されている。


　しかしそれぞれのジャンル単体に目を向けると、いまの新聞はとても公平とは言いがたい。







新聞の部数が激減するにつれて、各紙の政治的立ち位置は、逆に左右に明確になった







　たとえば経済で考えてみよう。


　インターネットでは2010年代以降、大胆な金融緩和と財政出動を求める「反緊縮派」と呼ばれる経済学者を中心とした人々と、過大な財政出動は国の財政赤字を増やしてしまう危険があると主張する「緊縮派」のあいだで、熱い議論が戦わされている。


　しかし、たとえば『朝日新聞』などの記事には「反緊縮派」の主張が紹介されることは比較的少ない。また新聞社の専門記者自身の意見も「緊縮派」に寄っていることが多い。


　この背景はいろいろと取り沙汰されているが、新聞社のニュースソースが主に霞が関の官僚であり、「緊縮派」の牙城である財務省の影響を新聞社が大きく受けていることが指摘されている。





　政治に関する記事も、問題が多くある。


　1990年代末、世紀が変わるころまでは、どの新聞社も比較的に不偏不党で、政治には中立的だった。


　しかし21世紀になってインターネットの影響力が強まり、新聞の部数が激減して構造不況になっていくなかで、各紙の政治的立ち位置は、逆に左右に明確になってきてしまった。


　『東京新聞』は以前は都会的でわりに気楽で、中庸的な印象の新聞だったが、いまは左派的な立ち位置を非常に強くしている。


　『産経新聞』は以前から保守系の新聞だったが、最近はますます右派の色が濃くなり、『東京新聞』やその記者を紙面で公然と非難したりしている。







「背景を読み解く力」が必要







　新聞が全体にこういう構図になってきてしまっているので、ある新聞が何かの問題や事柄を取り上げて記事にしていても、以前のように真に受けるわけにはいかなくなってしまった。


　「この記事には、何かの政治的意図があるのではないか」


　「この記事は意図的に、全体の一部だけを切り取ってきているのではないか」


　と、まず疑ってかかってから読まないといけない。


　これは面倒だし、そもそも「公正で中立な報道機関」という前提をすでになくしてしまっている。


　もちろん新聞には、いまでも重要なスクープや分析が掲載されている。


　しかし、それらの背景を読み解く能力なしでは読んではならないものになってしまったのだ。
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社会部時代に記者として実感したこと







　同時に、新聞の記事は、薄っぺらくて表面的なものが多い。とくに一般紙がそうだ。


　噓だと思うのなら、自分自身が詳しい専門分野について、『朝日新聞』『読売新聞』『毎日新聞』『東京新聞』などの一般紙がどんな記事を書いているのかを読んでみてほしい。


　そういう経験をすでにしている人も多いのではないかと思うが、


　「えーっ、こんなに表面的で誤解の多い記事ばかり書いているの？」


　と驚愕するのは間違いない。





　わたしは全国紙の社会部で働いていた元新聞記者なので、新聞記者の知識がどのようなものかはよく知っている。


　科学部や経済部、運動部などには、もちろん専門知識の豊富な記者はきちんと存在する。


　しかし、事件・事故から人情ものの物語まで、何でも請け負う社会部は別だ。





　社会部記者に求められる能力は専門知識ではなく、反射神経の素早さと他者に抜きん出てスクープをつかまえられる狩猟本能である。


　新聞朝刊の〆切は午前1時ごろなので、大事件が起きたら〆切ギリギリでも記事を一面に掲載しなければならない。いまはウェブの比重が大きくなっているので、紙の〆切時間を過ぎていても対応する必要がある。


　そういうときに必要になってくるのが、猛烈な反射神経だ。





　たとえば夜の10時ごろに旅客機墜落の一報が、国土交通省から流れてきたとする。


　乗員・乗客が何百人も乗っている旅客機が墜ちれば、大変なニュースである。だから何よりもすぐに記事をつくり、紙面やウェブメディアに流し込まなければならない。


　新聞社によっては航空専門の記者を置いているところもあるが、その記者が第一報の段階で会社にいるとは限らない。


　遠くの自宅ですでに就寝していて、その日のうちには対応できない場合もある。


　そうなると、当直番の記者が記事をつくらなければならない。


　航空機のことなんかこれっぽっちも知らなくても、とりあえず当面の記事を書かなければならない。


　そこで国土交通省からのプレスリリースをもとに過去の記事を漁ったり、ネットで検索したりして、見た目はそれなりの記事を即席でつくりあげることになる。


　専門家から見れば「なんだこれは」という内容になってしまうことが多くなるのも当然だ。







根強く残る「座学で学ぶより、足で覚えろ」という精神論







　専門的な知識を持つ記者が記事を書けばいいのだが、新聞社のシステム上、必ずしもそうはならない。


　たとえば東日本大震災における福島第一原発事故の報道がいい例だ。


　あれだけの大事故となると社会部や政治部、科学部などが総出で取り組むことになる。


　官房長官記者会見など政府の発表を中心としたメイン記事は「政治部」が書く。科学的な詳しい解説記事は「科学部」が書く。


　しかし、現地の動きや人々の受け止め方、事故が与えたさまざまなインパクトなど、社会とのかかわりについての大半は「社会部」が担当する。


　しかし社会部記者には、物理学や放射線の専門的な知識がない人がほとんどだ。





　それに社会部には「座学で学ぶより、足で覚えろ」というような精神論が昔からあり、事前に書籍などで勉強する暇があったら、まず自分の足で取材に行け、取材先に教えてもらって学べばいいのだ──と教えられる。


　しかし事前に偏りのない学習をしておかないと、取材に行った先がデマゴーグ的な人だったりした場合、すっかりエセ科学に洗脳されてしまいかねない。


　実際、こういうケースは全国紙でも地方紙でも、新聞業界のそこらじゅうに広まっている。


　新聞に掲載されたあやしいエセ科学記事の話題はしょっちゅうSNSで専門家に批判されているが、それにはこういう背景があるのだ。
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新聞にも「使いよう」がある







　とはいっても、新聞にも「使いよう」はある。


　新聞は、世の中で起きるたいていの出来事を網羅しているからだ。


　とくに自分があまり詳しくない分野について、新聞をうまく活用しよう。


　自分が詳しい分野だったら、ウェブの専門メディアやブログなどで日々チェックできるから、新聞に頼らなくても情報は入ってくる。


　しかし、自分が詳しくない分野の情報は、こぼれ落ちてしまいがちになる。





　インターネットが普及しはじめたころ、「ネットはタコツボ化しやすい」とよく言われていた。


　新聞を開けば興味のないニュースも目に入ってくるが、ネットだと自分の興味のある情報しか読みにいかない。まるでタコツボにハマったタコのように、ネットユーザーは狭いところしか見なくなると皮肉ったのだ。


　このタコツボ論は半分正しくて、半分間違っている。


　たしかに興味のない情報を読みにいかなくなる問題はある。


　しかしだからといって、新聞の記事だけを読んでいるとどうなるか。


　新聞記事はたいてい表面的で、専門家が読んだら「えええ？」と首をかしげたくなるようなものが多い。だから薄っぺらく、時に間違えた知識が頭に入ってしまうことになる。







世の中を知る「入り口」に、新聞は使える







　となると、タコツボ化を避けるためには、表面的な新聞の情報と、もっと濃くて深いウェブの情報の両方を「いいとこどり」すればいいということになる。


　世の中を知る「入り口」に、新聞は使える。


　新聞の見出しを斜め読みして、ざっとチェックしておけば、興味がなくてこぼれ落ちてしまう情報も目に入ってくる。


　ただ、はっきり断言してしまうが、この用途で新聞を使う場合には、定期購読して自宅に配達してもらう必要はないし、駅で紙の新聞を買う必要もない。新聞社のウェブサイトを見るだけで十分だ。


　そして世の中でいま起きていることがざっとわかったら、それぞれの出来事についてさらに深く掘り込んでいくためには、「別の情報」を探そう。





　もっとも、ここで書いた新聞の使い方は、あくまでも「一般紙」についての話である。


　「専門紙」についてはこの限りではない。


　わたし自身についていえば、一般紙にはまったくお金を払っていないが、有料の『日本経済新聞』と『ウォール・ストリート・ジャーナル』はウェブで定期購読している。


　経済という非常に幅広く、さらに深い知識も同時に必要とされる分野の知見を得るためには、この二紙はとても価値が高いのだ。


　質が高い有料メディアの使い方については、次章で詳しく説明しよう。
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「プッシュ情報」と「プル情報」という分け方







　ここまでは、「前準備」としてのメディアのふるい分け方を学んだ。メディア全体がどのような構図になっているかは、認識いただけたのではないかと思う。


　さて、ここからが本番である。


　まず、ネットは「何を」見ればいいのかというところから踏み込んでいこう。





　「プッシュ」と「プル」というメディアの用語がある。


　直訳すれば「プッシュ＝押す」で「プル＝引っ張る」だが、メディア用語としては、プッシュは「何もしなくても受動的にいるだけで、勝手にこちらに押し寄せてくる情報」ということだ。


　たとえば、つけっぱなしのテレビやラジオから発せられる映像や音がそうだし、毎日配達される新聞に載っている記事もそうだ。インターネットでいえば、漫然とフェイスブックやツイッターを見ているとタイムラインに流れてくる記事リンクも「プッシュ」である。


　一方、「プル」は「自分が能動的に集めていく情報」のことで、「わざわざ自分が見にいかなければ、手に入らない情報」のことである。


　かつては書店に買いに行く雑誌や書籍がそうだった。


　インターネットでいえば、お気に入りの特定のウェブサイトでしか見られない情報をとりにいくような行為が「プル」である。







「プッシュ情報」に頼ると、やっかいな2つの問題が起きる







　テレビや新聞だけでも十分にたくさんの「プッシュ情報」があふれていたが、ネット時代になって「プッシュ情報」はさらに爆発的に増えて洪水のようになった。


　SNSを見ていれば大量に記事や動画が紹介されているし、もうそれだけで情報量はパンパンで、それ以上の情報を集めるのは、ほとんど無理なように思える。


　しかしこの情報洪水時代だからこそ、わたしは「プルの価値」を全面的に推したい。


　なぜなら「プッシュ情報」に頼ってしまうと、やっかいな2つの問題が起きるからだ。







①「プッシュ情報」は多すぎて、洪水のように自分が押し流されてしまう


②良質な情報が、洪水の中で見失われてしまう









　これらを避けるためには、能動的に「プル情報」をとりにいったほうがいい。







いかにして「良質なプル情報」をとりにいくか







　これはSNSでの情報も同じである。


　漫然と自分のタイムラインを眺めて「プッシュ情報」を受け取るだけなのは、テレビを日がな一日見ていてだんだん頭が空白になっていく状態とほとんど同じである。


　昔、テレビが普及しはじめたころに大宅壮一という著名な評論家が、


　「テレビは紙芝居以下の白痴番組がずらりと並んでいる。こんなのを毎日見ていると一億総白痴になる」


　と指摘し、「一億総白痴化」が言われたことがあった。


　しかし、インターネットでは「一億総白痴」にはならない。なぜならテレビと違って、ネットの情報は選べるからだ。


　「プッシュ情報」もあるが、自分で選び取ることのできる「良質なプル情報」もある。


　だから情報のとり方によって、「総白痴化」する人と、そうならない人がいる。もはや全員が同じではないのがネット時代の文化である。





　そこでここからは、いかにして「良質なプル情報」をとりにいくかを徹底的に解説していきたい。







①さまざまな良質なウェブメディアやブログから、いい記事だけを拾い上げる方法


②質が高い有料メディアを活用する方法


③SNSでの「良質なプル情報」のとり方









　「③SNSでの『良質なプル情報』のとり方」については、次章でたっぷり説明するので、本章では「①いい記事だけを拾い上げる方法」と「②質が高い有料メディアを活用する方法」について解説していく。
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それでも「RSSリーダー」をすすめる理由







　いい記事を見つける方法として、いまの時流とはかなり違ったネット記事の「見つけ方」を、ここではみなさんに提案したい。


　それは、「RSS」というしくみを併用することだ。





　「RSS（リッチ・サイト・サマリー）」は「アール・エス・エス」と発音し、ウェブサイトの記事の見出しや要約のデータフォーマットのことである。


　多くのウェブサイトはこの「RSS」のデータを外部に配信していて、「RSSリーダー」という専用のアプリを使うと、各サイトが配信している「RSS」を集めることができる。


　わかりやすく言い換えれば、「RSSリーダー」を使うことで、ニュースサイトやブログなどの新着の記事の見出しをまとめて閲覧することができるようになるのだ。





　「RSS」は非常に便利でわたしは好きなのだが、残念ながらウェブの世界では「RSSはもうオワコン」などと言われている。もう終わってしまった、廃れた技術であると。


　実際、グーグルやドワンゴが提供していた人気の「RSSリーダー」は、2010年代なかばに終了してしまっている。


　理由はいろいろあるけれども、いちばん大きいのは、インターネットの情報が爆発的に増えてしまったからだと思う。


　「RSSリーダー」は指定したウェブサイトの新着記事の見出しをすべて拾ってきてくれる便利なアプリだが、サイトの数が爆発的に増えると、「RSSリーダー」に登録するだけでも大変だし、流れてくる見出しの数もものすごく多くなる。





　わたしも2010年代なかばには登録サイト数が千数百にも達してしまい、1日に流れてくる見出しの数が2000や3000にもなって、情報の海にほとんど溺れかけたことがあった。


　これだけの量の情報をさばこうとすると、1日何時間もかかってしまい、ほかの仕事ができなくなってしまう。


　わたしは情報やメディアの分野を手がけているジャーナリストなのでそれでも処理しまくっていたが、普通の人にはそんな暇があるわけがない。


　その後わたしは登録サイト数をかなり絞り込み、いまは400ぐらいで落ち着いている。


　それでも1日に1000ぐらいの見出しは流れてくる。


　これを処理するために、駅で電車を待っているときやタクシーに乗っているとき、ミーティングの待ち時間、エレベーターやエスカレーターに乗っているときなど、ありとあらゆるスキマ時間を活用して見出しをチェックしている。







わたしが「RSSリーダー」を使いつづける理由







　そんな苦労をしてまで、なぜ「オワコン」と言われている「RSSリーダー」を使いつづけているかといえば、それは「RSSリーダー」の情報収集がフラットで公平で、偏りがないからだ。





　もちろん、どんなニュースサイトやブログを選ぶかによって偏りは生じる。しかしその偏りは、自明である。


　自明であるというのはどういうことかというと、「自分でそのニュースサイトを選んだのだから、そのサイトに偏りがあることは自分が認識できている」ということだ。


　偏りがあっても、自分が偏りを認識しているのであれば問題は大きくはない。


　深刻になるのは、自分では偏りを認識していないのに、気がつけば自然と偏ってしまうということである。


　先ほどのSNSの「落とし穴」のところでも書いたが、ツイッターやフェイスブックの友人やフォロー先から流れてくる情報がこれに当たる。


　たんに自分のリアルな友人やメディアの人気者をフォローしているだけなのに、そこに情報の偏りがあるとは普通は誰も思わない。すると知らず知らずのうちに偏ってしまうのだ。





　一方、「RSSリーダー」の情報収集には、友人関係やその他諸々の要素など入ってこない。


　ただひたすら「このニュースサイトからの情報は、わたしのためになるのか？」という選択眼だけが基準である。


　だから注意深く、ニュースサイトに偏りが生じないよう選択していれば、入ってくる情報が知らず知らずのうちに偏ってしまうということは避けられる。







「RSSリーダー」の使い方







　さて、RSSを読み取るには「RSSリーダー」と呼ばれるアプリを使う。


　このジャンルのアプリは、いまでも多く出ている。


　その中でも代表的なのは「フィードリー（Feedly）」と「イノリーダー（Inoreader）」で、この2つが2大巨頭といえる。





　両方を使ってみると、速度やデザインなどでは「フィードリー」が勝っている。


　ただ「フィードリー」は本格的に使いこなそうとすると、有料プランに入ったほうがいい。またメニューなどはすべて英語だ。


　それに対して「イノリーダー」は、デザインは若干ダサいけれども完全無料で、メニューも日本語にできる。


　どちらを使うかは好みでしかないが、設定しているニュースサイトやブログについてはどちらも「OPML」という形式のデータで出力できるので、アプリからアプリへと行ったり来たりするのは簡単だ。


　だから両方をしばらく使い比べてみて、自分の好みで最終決定するのがいいだろう。







二刀流のすすめ──「フィードリー」を使いこなす







　本書では、「フィードリー」を例にして説明していく。


　「フィードリー」はブラウザから使えるだけでなく、パソコンとスマホのアプリも各種用意されている。
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　どれを使うかはみなさんの好み次第だが、わたしとしてはぜひ「二刀流」をすすめたい。パソコンとスマホの両方で「フィードリー」を使うのである。





　なぜ二刀流がいいのか。


　「フィードリー」には読みたいニュースサイトやブログを登録したり、それらのサイトをカテゴリー分けしたりと、細かい設定作業がけっこう多い。


　これらの細かい設定作業は、パソコン版のほうが圧倒的にラクだ。スマホからでもできなくはないが、スマホ版はカテゴリー編集ができないなど小さな制約がいくつかある。
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　だから設定作業は、パソコンを開いてブラウザ版かアプリ版を起動しておこなう。


　一方で、見出しをチェックする作業は、机の前に座ってパソコンを前にじっくりやるよりも、電車のホームで立っているときや会議の前など、ちょっとしたスキマ時間を使ってスマホでおこなうほうがずっと効率がいい。


　記事を読むのも、やっぱりスマホの縦長画面のほうが見やすい。
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　したがってパソコンで登録や設定をし、スマホで記事をチェックするという「二刀流」がベストなのである。





　ここまで書いてきたように、「どのサイトを見るのか」を自分であらかじめ選択しておくことが、「偏りのない視点」を獲得するためには大事なポイントなのである。
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カテゴリーをどう分類するか







　「RSSリーダー」を活用するときに、もうひとつ大事なポイントを伝えておこう。


　それは、登録するサイトをカテゴリーに分けていくということである。





　「フィードリー」などのRSSリーダーには、カテゴリーに分類できる機能がたいてい備わっている。


　なぜカテゴリーに分けるのか。理由は2つある。







❶頭がクリアになる




　第一に、見出しをチェックしていく際に、「自分がいま何のカテゴリーをチェックしているのか」ということが、つねに頭に入っているほうがいい。そのほうが、頭をクリアにできるからだ。


　もしカテゴリー分けしなかったら、どうなるだろう。


　どんどん見出しをチェックしていくときに、「政治」「経済」「社会」「暮らし」「映画」など、さまざまな情報が混在してしまう。


　しかし、人間の頭は「左脳・右脳」なんていう区別もあるように、「硬い話題」と「柔らかい話題」、「ロジカルな話題」と「感情的な話題」などを同時に処理できるようにはできていない。


　「自分はいま、政治や経済の硬いニュースの見出しを追っかけているんだな」


　「いまは暮らしとか生活の話を読んでいるのだな」


　と自覚できたほうが、頭に入りやすいのである。







❷時間がないときに素早くチェックできる




　第二に、時間がないときにも素早く見出しをチェックするためには、カテゴリー分けしておいたほうが効率がいい。


　カテゴリーをさらにレベル1～3に分け、









レベル1　必ずすべてチェックするカテゴリー


レベル2　忙しいときは飛ばすこともあるカテゴリー


レベル3　不要不急のエンタメ系なので、暇なときに読むカテゴリー









　と優劣をつけておくのである（これについてはカテゴリー分類のノウハウ❸で後述する）。







カテゴリー分類には、3つの大事なノウハウがある







　カテゴリー分けについて、さらに具体的な方法に入っていこう。


　まずカテゴリーは、どう分類すればいいのだろうか。


　これは人それぞれで考え方次第だが、わたしは次の図表のように分けている。
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　このカテゴリーの分類については、3つの大事なノウハウがある。







①記事選択の予備段階になる「キュレーションサイト」を活用する


②カテゴリーに合わせて、「フィードリー」の表示を変える


③「必ず読むカテゴリー」と「忙しいときは読まなくてもいいカテゴリー」に分ける









　順に説明していこう。





カテゴリー分類のノウハウ❶


記事選択の予備段階になる「キュレーションサイト」を活用する





　自分が好みだと思ったブログやニュースサイトならどんどんカテゴリー分けして放り込んでいけばいいのだが、ひとつ重要なノウハウを開示しておこう。


　それは「キュレーションサイト」を活用するということだ。


　「キュレーション」というのは、わたしが2011年に出した書籍『キュレーションの時代』（ちくま新書）で、日本社会に導入した用語である。


　インターネット時代には情報が無限にあふれるようになり、玉石混こん淆こうから情報を取捨選択する能力が非常に重要になる。しかし専門分野が細かく分かれている現代に、そのような能力をすべての人が持つのは非常に困難だ。


　そこで、それぞれの分野で、情報をピックアップしてSNSでシェアする人たちがあらわれ、そのような人づたいに情報は流れるようになるだろうと予測した本だ。


　情報をそのように仕分けして共有する営みは、まるで美術館の企画展を考えるキュレーター（学芸員）のようでもあることから、情報を仕分けし共有する行為を「キュレーション」と呼んだのだった。


　2020年代の情報社会はまさしく、同書で予言したとおりになった。


　情報を収集し仕分けするという作業には、今後は生きている人間だけでなく、深層学習などを駆使したAI（人工知能）も参入してくるようになるだろう。





　こうしたキュレーションサービスを実際に提供しているサイトもいくつかある。それらのキュレーションサイトを利用して、情報を「フィードリー」に集めるというのが、非常に大切なノウハウだ。





　たとえば最初の「ニュース」というカテゴリーをつくるのは、じつはけっこう難しい。


　普通に考えれば「朝日新聞デジタル」や「読売新聞オンライン」「共同通信社」「NHKオンライン」などの報道系のニュースサイトをここに放り込んでおくことになりそうだが、実際にやってみればわかるが、新聞社のサイトは記事量がハンパないぐらいに多い。


　見出しをチェックしようとしても、まったく追いかけきれないのである。


　では、どうすればいいのか。







「2NN 2ちゃんねるニュース速報＋ナビ」を活用する







　これを解決する方法として、ひとつの妙案がある。


　「2NN 2ちゃんねるニュース速報＋ナビ」（https://www.2nn.jp/）というキュレーションサイトを活用するのだ。


　このサイトは何かというと、匿名掲示板「5ちゃんねる」（昔の名前は「2ちゃんねる」）の「ニュース速報」という掲示板を自動解析し、人気の高いニュースや最新のニュースをリアルタイムで拾い上げてきてくれるものだ。


　つまり、「5ちゃんねる」ユーザーがピックアップしてくれたさまざまなニュースの見出しを集めたサイトなのである。





　たくさんの報道系ニュースサイトの見出しをすべてチェックして網羅するのはほとんど不可能なので、「5ちゃんねるユーザー」の選択眼をうまく利用させていただこうというわけだ。


　「2NN」でピックアップされたニュース見出しから、「[image: ][image: ]続きを読む」をクリックすると「5ちゃんねる」の元ページに飛ぶ。しかし匿名掲示板の荒れたコメントを読むことは情報収集の目的ではないので、そこはクリックしない。


　「[image: ][image: ]続きを読む」の下に、「ヤフーニュース」「毎日新聞」など元のニュース記事のソースが表示されている。


　これをクリックすると、元記事に直接飛ぶことができるから、こちらを読むのである。





　また「はてなブックマーク」という、重要だと思った記事をブックマークし共有できるサイトがある。ここを登録しておくと、多くの「はてなブックマーク」ユーザーがピックアップした記事を読むことができる。







[image: ]　英語記事の読み方







　ちなみに、この手法はカテゴリー「英語」にも活用できる。


　「テックミーム」（http://techmeme.com/）というニュースサイトは、テクノロジー系の英語記事をピックアップしてくれるキュレーションサイトである。


　英語記事はテクノロジー分野に限っただけでも膨大な量があり、とても追いきれない。


　しかし「テックミーム」を「フィードリー」に放り込んでおけば、テクノロジー関連の重要な話題はたいていピックアップしてくれる。


　「テックミーム」の姉妹サイトとして、メディア分野の記事を集めてくれる「メディアゲイザー」（http://mediagazer.com/）というのもある。


　より一般的な英語のキュレーションとしては「ディグ」（http://digg.com/）もいい。









カテゴリー分類のノウハウ❷


カテゴリーに合わせて「フィードリー」の表示を変える





　2つめの重要なノウハウは、カテゴリーの記事の量に合わせて「見せ方」を変えるということである。





　たとえばわたしのカテゴリー分けでいえば、「本」や「映画」は1日に5～6本ぐらいの記事しか流れてこないが、「ニュース」には2NN経由であっても1日に軽く100本を超える記事が入ってくる。





　「フィードリー」には「ビューを変更する」という機能がある。


　カテゴリーを選択して見出し一覧が表示されたら、パソコン版で右上に並んでいるアイコンのうち左から4番目のアイコンをクリックしてみよう。


　「タイトルオンリー」「マガジン」「カード」「アーティクル」と4つのビューが表示される。


　「タイトルオンリー」が見出しのみのシンプルなビュー。


[image: ]


　「マガジン」「カード」「アーティクル」は記事内の画像も表示され、順に画面に出てくる情報が多くなる。
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[image: ]





　記事量が多い「ニュース」カテゴリーで「アーティクル」や「カード」にすると、画面のスクロールが大変せわしなくなって面倒だ。


　だから「ニュース」は「タイトルオンリー」がいい。


　一方で個人ブログや政治・経済・社会など、じっくり記事を選びたいカテゴリーでは「マガジン」や「カード」などに見せ方を変えるのだ。





　なお、ビューの変更はパソコン版とスマホ版など、アプリごとに変更できる。


　機器どうしで同期はされないので、それぞれ設定する必要がある。


　スマホ版だと、カテゴリーを選択したあとに右上の3点アイコンをタップするとカスタマイズ画面があらわれ、そこから「タイトルオンリー」「マガジン」「カード」を選べるようになっている。







カテゴリー分類のノウハウ❸


「必ず読むカテゴリー」と「忙しいときは読まなくてもいいカテゴリー」を分ける





　3つめのノウハウは、「必ず読むカテゴリー」と「忙しいときは読まなくてもいいカテゴリー」を分けることである。


　先ほども少し述べたように、わたしの場合、「必読かどうか」の度合いによって、次の図表のように、3つのカテゴリーに分けている。


[image: ]


　レベル1はつねにチェックし、あとは空いている時間に応じてレベル2まで行くか、レベル3まで全部読むかを決める。


　その日の忙しさによって、情報収集のレベルを随時変更することができるのだ。


　「情報の海」に溺れないようにするには、こうした臨機応変も大切なのである。
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有料メディアの使い方







　ここまで、わたしが愛用している「フィードリー」を例に、「RSSリーダー」を駆使して良質な情報を得る方法について説明してきた。


　次に、「いい記事（良質なプル情報）」を選ぶ2つめの奥義として、紙媒体も含めた「有料メディアの使い方」について取り上げよう。





　有料メディアに求められるハードルは、一段高い。わざわざお金を払うのだから、当然のことである。


　ウェブメディアは広告で収益を立ててきたが、スマホでもパソコンでもチープな広告がブラウザ画面を埋め尽くすようになって、広告をクリックする人は減った。


　おまけにウェブメディアは安価にスタートできるから、新規参入がたくさんあり、「メディアは無数にあるけど、儲からない」状況になってしまっている。


　開拓され尽くして血で血を洗う競争市場という、いわゆる「レッドオーシャン」になってしまっているのだ。


　そこで新聞社でも出版社でも、自社のウェブメディアを有料化するところが増えてきている。月額課金して読者を囲い込むことで、なんとか黒字にしようと必死になっているのだ。







「有料メディア＝記事の質がいい」は間違い。厳選する必要がある







　有料化でメディアの記事の質が上がるのならそれはそれでいいことなのだが、あるメディアの質が有料化でいきなりよくなるなんてことはない。


　有料化で内部の記者の能力が急に向上することはないし、外部執筆者への原稿料が急上昇（そんなことがあれば書き手のわたしは嬉しいが）などという事態は聞いたことがない。


　「有料メディア」は経営の安定に寄与し、経営陣や編集長がホッとするだけのことであって、短期的には記事の質には寄与しないのだ。


　だからわれわれ読者の側も、「有料だから質がいい」などという甘言にのせられず、わざわざお金を出して読むメディアを厳選しないといけない。





　そもそも新聞は有料で、しかも記事の1本売りをしてくれていないから、さまざまな新聞記事を全部読もうと思ったら、毎月数万円も支払わなければならなくなる。


　新聞ウォッチを仕事にしているか、会社から購読料を経費として出してもらえる人でもない限り、そんな高額を毎月支払うのは無理だ。


　そもそも新聞記事で「お金を出しても読みたい」と思えるのは1日の紙面の中でもごくわずかだ。紙面を埋めている大半の記事は、役所や警察、企業などの発表やプレスリリースを書き直しているだけである。


　そんなメディアに毎月何千円も出すのは、まったく賢い買い物とはいえない。





　ではどのようなメディアになら、お金を出してもいいのだろうか？
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　わたしが有料メディアを選ぶ際に重視する3つのポイントを提示しよう。







有料メディアを選ぶポイント❶


「専門家の知識」があるメディアか





　ネット時代になって最も素晴らしかったことのひとつは、SNSで専門家の発信を読めるようになったことだというのは、これまでさんざん書いてきたことだ。





　SNSがなかったころは、そうではなかった。


　たとえば、どこかの地域で、台風や集中豪雨の被害が起きたとする。


　テレビや新聞は現場からのリポートをさかんに報じ、被災者の切々とした訴えを書くけれども、「この被害がなぜ起きてしまったのか」「近年の水害の状況はどうなっているのか」といった根源的な説明は、ほとんどなされない。


　テレビだと、専門家と名乗るコメンテーターがあらわれて解説してくれる場合もあるが、テレビのディレクターが選んでくる専門家は「本物の専門家」とは限らず、たんなる門外漢だったり、情報がやたらと古い名誉教授クラスの人だったりすることも多いので、注意が必要だ。


　「本物の専門家」は忙しかったり、あるいはテレビに出て自分の理論の一部だけを切り取られて報じられるのを嫌がったりするので、案外とテレビ出演に消極的なことが多いのである。


　それに対して、SNSやブログでは「正真正銘の専門家」が記事を書いてくれている。





　しかし、テレビ局のディレクターと同じように非専門家であるわれわれには、そのブログを書いている専門家が「本物の専門家」かどうかを確認するのはじつはけっこう難しい。


　それを確かめるのには、次章で解説するように、SNSで「専門家の群れ」をウォッチする必要がある。


　とはいえ、これはかなり大ごとで精査に時間がかかるので、新型コロナのような継続的な事態ではない、単発的なテーマで情報を集める際には難しい。


　そこで、「メディアの専門性」という視点が浮上してくる。







「メディアの専門性」という視点







　たとえば「外交・安全保障」という分野で考えてみよう。





　わたしはこの分野の専門家ではないので、誰が正真正銘の専門家なのかを知る能力は高くない。


　だが、「日本人で信頼できる外交・安全保障の専門家の名前を挙げよ」と言われれば、数人ぐらいは自信を持ってリストアップできる。


　ただしそれらの人はしょっちゅう情報発信しているわけではないので、その人たちだけに頼っていると、さまざまな外交のニュースについての知見を学ぶのには情報不足になりかねない。


　おまけにこの分野にはあやしい「自称」研究者やジャーナリストも多いので、それらの人の書く記事がどこまで信しん憑ぴょう性せいがあるのかはよくわからない。





　そこで、外交・安全保障の分野で信頼できるメディアを押さえておきたい。


　わたしがたどり着いたのは、アメリカの外交問題評議会という団体が1922年に創刊した伝統ある雑誌『フォーリン・アフェアーズ』である。なんと日本語版の『フォーリン・アフェアーズ・リポート』も出ている。


　月刊で1号あたり2000円あまり、年間契約で2万4000円とけっこうな値段なのだが、世界中で起きているさまざまな事象を丁寧に分析しており、専門家のあいだでも評価の安定しているメディアだ。


　もちろん視点はアメリカ中心であるというバイアスはあるが、そのバイアス込みでも非常な信頼感がある。







有料メディアを選ぶポイント❷


「日本のメディアにはない視点」があるか





　わたしはもともと、テクノロジーとメディアを専門分野にして仕事をしてきた。


　なので、これらの分野については、かなり横断的に幅広く情報収集している。


　しかし日本語のメディアだと、どうしても偏りが出てきてしまう。テクノロジーもメディアも、日本国内で専門に研究している学者やジャーナリストはそれほど多くないからだ。


　そういうときに役立つのは、やはり海外のメディアだ。


　日本のメディアや専門家にはない「斬新な視点」や「別の価値観」を提示してくれて、ハッとさせられることも多い。





　ところが、問題がひとつある。


　英語の文章を読むのにはどうしても時間がかかってしまうということだ。


　わたしは英語を話すのはあまり得意ではないが、英語の記事はかなり読み慣れているほうだと思う。それでも日本語の記事を読むのと比べれば、3倍から4倍ぐらいの時間がかかってしまう。


　最近は「DeepL」などAIの深層学習を使った高性能な機械翻訳サービスも出てきているが、それでも読む効率はあまりよくない。





　そこで役立つのが、日本語版が出ている英語メディアだ。


　わたしが購読しているメディアでいえば、ひとつは『MITテクノロジーレビュー』。


　マサチューセッツ工科大学発で19世紀終わりに創刊された伝統あるテクノロジー系雑誌で、いまは世界の多言語に翻訳されるウェブメディアとしても定評を得ている。





　また「クオーツ（Quartz）」というテクノロジー系メディアも見逃せない。


　これは2012年にニューヨークで創刊されたウェブメディアで、いったんニューズピックスを運営している日本企業ユーザベースに買収されたが、いまは独立系メディアになっている。


　「クオーツ」は独自の視点による記事が多く、テック系の英語メディアの中でもピカイチの存在だ。


　ウェブメディアそのものは日本語化されていないが、月額料金を払うと毎日2回のメールマガジンが配信され、「日本にはない視点」にあふれた記事を読むことができる。


　また日本で有料会員になっていると、英語版の「クオーツ」も全文読めるのも大きなメリットだ。英語版の「クオーツ」もとても質の高いメディアなので、わたしは「フィードリー」に登録して、興味のある記事だけを「DeepL」の翻訳で読んでいる。







有料メディアを選ぶポイント❸


「深い取材や分析」があるか





　先ほども書いたように、専門家の発信がインターネットで簡単に読めるようになったメリットは途方もなく大きい。


　専門家は「一般人の勝手な思い込みとはまったく異なる視点」を持っており、そうした「多様な視点」に触れるだけでもメリットがある。





　「では、新聞社やテレビ局、週刊誌のようなその分野の専門家ではないけれど、プロの組織ジャーナリストが書いた記事には価値がないのか？」


　という問いかけも出てくると思うが、本来はきちんと「価値がある」ものなのだ。


　なぜなら組織ジャーナリズムは取材にかける予算をふんだんに持っており、ひとつの事件やテーマについて時間をかけて深く掘って追いかけていくことも可能だからだ。


　こうした取材は原稿料の安いウェブメディアにはできないことだし、大学の研究者などの専門家も、ひとりの個人として普通はそこまでコストをかけられない。





　もちろん日本の新聞やテレビ、雑誌でも、そうした長期取材が実を結んだいい記事や番組はある。しかし数は少ない。


　実のところ、こうした深く長い取材の成果が読める記事は、海外の新聞や雑誌のほうが圧倒的に多い。


　しかしそれらを網羅するのは非常に大変である。そもそも英語だけでなく、フランス語やドイツ語、さらにはロシア語、中国語、イタリア語など、世界各国の言葉を読めないと拾えないからだ。


　そこで非常な価値を持っているのが、講談社が発信している「クーリエ・ジャポン」というウェブメディア。


　ここは『ワシントン・ポスト』や『フィガロ』など各国の高級紙の記事を翻訳し、横断的に読ませてくれる。記事の選択もよく、深く良質な記事がぎっしりと詰まっている。それで月額1000円ほどだ。





　以上、有料メディアの活用術について説明してきた。


　これだけ無料の情報があふれているインターネットの時代に、わざわざお金を払って読むのである。それだけの高い価値がなければ、お金を払う意味はない。


　わたしがここで紹介してきた有料メディアは、どれも高い価値があると断言できる。


　これらの有料メディアの記事を読んでいれば、無料のネットの世界にはない付加価値を感じることができるはずだ。
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「情報ツール」としてツイッターをすすめる理由







　ここまで、ウェブや新聞、有料メディアなどの記事をどう選べばいいのかについて解説してきた。


　わたしたちのもとにやってくる情報の流れということでは、もうひとつ重要な「川」がある。


　それはSNSだ。





　SNSはデマや風評があふれ、詐欺師のような者もたくさんうごめいていて、信頼できないことが多い。しかしわたしは、それでもSNSは重要な情報源だと考えている。


　それだけでも「ほんまかいな！」とツッコミを入れられそうだが、それだけではない。


　わたしがSNSの中でも情報源として最も熱烈におすすめしたいのは、なんとツイッターである。


　なぜなら2020年代のツイッターはもはや「人間関係のSNS」ではなく、完全に「情報収集のツール」として確立しているからである。





　「はあ？　ツイッター？　佐々木、何を言ってんの」と思った読者もいるだろう。


　たしかにツイッターには、ネガティブな印象が強い。


　いわく、まともな議論が成り立たない。いわく、しょっちゅう誰かが炎上し、誰かが炎上させている。いわく、罵ば詈り雑ぞう言ごんばかりだ。


　これらはすべて正しい。これらのネガティブな面は「人間関係のSNS」としてとらえると致命的である。


　しかし「情報収集のツール」と割り切ると、どうか。


　議論など成り立たなくても、炎上があっても、罵詈雑言があっても、そんなのは情報を集めるのには関係ない。そういう戦闘的なものは無視して、「いい情報」だけを拾い集めればいいのである。


　昔の戦争映画を見ていると、兵士たちが銃をとって血みどろの争いを繰り広げているかたわらで、村人が農作業にいそしんでいたり、薬やっ莢きょうを拾い集めていたり、燃料になる戦争の燃えカスを探していたりする。あれでいいのだ。


　わたしたちは「村人」になって、終わりなき戦いを続ける兵士たちを横目で見つつ、「いい情報」をツイッターから拾っていけばいいのである。







ツイッターを「情報ツール」として使う実践例──新型コロナの情報を追う







　では、どのようにツイッターを「情報ツール」として使いこなせばいいのか。


　例題として、2020年以降の新型コロナによるパンデミックを考えてみよう。





　世界中で感染が拡大するまで、感染症の知識を持っている人など専門家を除けばほとんど皆無だった。パンデミックが起きるのは何しろ、第一次世界大戦中のスペイン風邪から100年ぶりのことである。


　新型コロナは当初、中国の武漢で爆発的に広がった。


　そのころは日本ではまだ対岸の火事で、それほどの危機感はなかった。





　わたしはどの情報を信じていいのかがわからず、とりあえずは国際的な通信社として信頼されている「AFP」や「ロイター」、またイギリスの「BBC」などの記事を追っていた。


　そのうちに、日本の医学界からも考察や分析をする人があらわれてきた。


　その時点では、とりあえずは、その人たちを信頼するしかなかった。





　わたしはそのころ、医療の専門家という肩書を持っていたある人物──仮に「Aさん」としよう──このAさんが書くブログ記事やインタビュー記事などを参考にしていた。積極的に情報発信している専門家がほかにあまりいなかったということもある。


　加えてAさんの記事のURLをツイッターなどで検索しても、批判的なコメントはそれほど多くなかったということもある。





　ところがAさんは時間が経つにつれて、医療や感染症の専門家から「デマばかり言っている」と猛烈に批判されるようになった。


　なぜそんなことが起きたのだろうか。







「前はまともだったが、ワイドショーに出まくるようになって過激になった」







　医療関係者の発信を横断的に読んでいて気づいたのは、


　「Aさんは以前はまともだったが、ワイドショーに出まくるようになって、言うことが過激になった」


　と指摘している人がかなり多いということだった。





　これは非常によく見る光景だ。


　テレビのスタジオというのは人を狂わせる魔力を持っている。


　スタジオに出演して司会者からコメントを求められることを繰り返しているうちに、だんだんと番組のプロデューサーやディレクター、司会者が求めているコメントがどんなものなのかを空気として察知できるようになる。


　その空気に反してでも言いたいことを言える人は少なく、しかもそういう「反空気の人」はいつしかレギュラーの座から外されたり、番組に呼ばれなくなったりして、姿を消していってしまう。


　結果として、番組側が喜ぶコメントを言える人だけが残っていくということが起きる。





　プロデューサーやディレクター、司会者は、視聴者にウケそうなコメントを求めたがる。


　しかし彼らは医療や科学などの専門家ではないから、時に科学的思考に反するようなコメントも平気で求めてくる。


　人気コメンテーターに上りつめようとしてしまうと、専門家でもこの空気の圧力に抗しきれず、いやそれどころか、視聴者への人気をさらに高めたいがために、積極的にあやしげな反科学的コメントへと足を踏み入れてしまう人たちもいる。


　ここでルビコン川を渡り「魔界」に足を踏み入れてしまうと、あとはもう一直線だ。


　テレビではウケるが、専門家から総スカンを食う「専門家風」人気コメンテーターが一丁上がりでできあがるのである。







ツイッターで「魔界」に堕ち、「悪名人」になってしまう人たち







　「魔界」は、テレビのスタジオだけにあるのではない。


　ツイッターにも「魔界」は口を開けている。





　ツイッターを始めた当初はまっとうで専門的な知見を発信していた人がいたとする。


　しかし、専門的な知見は部外者からは地味に見えるので、あまり読まれない。


　ところが試しに、ちょっと過激なことを口走ってみると、いきなりリツイートや「いいね」が増えたりする。


　これが「魔界」の入り口だ。





　リツイート数が気になり、増やしたくなってしまうと、だんだんとツイートの内容は過激になっていく。


　いい気になって過激な発言を繰り返していると、リツイートが増えるだけでなく、フォロワーも増えていく。気をよくして、ますます過激なことを言うようになる。


　気がつけば、たしかにフォロワー数は多くネットで知られるようになったが、良識的な人たちからは眉をひそめられ、そういう人たちからはフォローを外されてしまっている。


　しかし、本人はそんなことには気づかない。


　自分は「ネット有名人」になったと舞い上がり、社会から認知されていると勘違いしてしまう。





　その人はネットの「有名人」かもしれないが、その「有名」の意味は信頼ではない。


　どちらかといえば、その人は「悪名人」と呼ばれるべきだろう。







「まっとうな専門家」と「魔界の専門家」をどう見分けるか







　テレビでもネットでも、こういう「魔界」はいたるところに口を開けている。


　もともと定評のあった専門家だからといって、いつまでもどこまでも信頼できるわけではない。


　わたしは長い期間にわたってメディアやインターネットの世界で仕事をしているが、そうやって「魔界」に足を踏み入れたまま押し流されて、どこかに行ってしまった人をたくさん見てきた。


　短期的にはそれでも有名になれるから本人はいいのかもしれないが、長期的にみて得をすることはない。いつかは化けの皮が剝がれ、失墜するときが必ずやってくるのだ。





　では、こういう「魔界に堕ちる人たち」を見抜き、専門家を正しく評価するには、どうすればいいのだろうか？


　個人の専門家の評価だけでは、正しさは判断できない。


　「まっとうな専門家」が「魔界の専門家」から批判されていることもよくあるからだ。「魔界の専門家」を信じてしまっている人たちは、「まっとうな専門家」を悪の手先だと思い込んでしまう。


　そういう光景は、インターネットの世界でもよく見かける。


　ツイッターもテレビも、そのままでは何も信じられないのだ。





　しかし、じつは判断は可能である。
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　自分の専門知識がない分野の記事が出たとき、その記事の妥当性を評価するための基準がある。







①その記事について、ツイッターでどうコメントされているか


②それらのコメントは、専門的見地からのものかどうか


③それらのコメント投稿者のプロフィールはどうか


④それらのコメント投稿者は乱暴な言葉づかいをしていないか


⑤これらの基準をクリアした専門家はフォローし、リストに入れる









　わたしはこの5つの段階を踏む「ツイッター追跡メソッド」を考案し、つねに実践している。







段階❶


その記事について、ツイッターでどうコメントされているか





　まず、ある記事をネットで見つけたら、その記事のURLをツイッターの検索画面にコピペして検索する。すると、その記事について、ツイッターでさまざまな人がコメントしているのを一覧で読むことができる。


　ここで気をつけなければならないのは、どんなにまともな記事であっても、批判したり罵倒したりする人は必ず一定数はいるということだ。


　だから「批判されている」「反論されていた」というだけでは、その記事の妥当性を判断する材料にはならない。







段階❷


それらのコメントは、専門的見地からのものかどうか





　そこで2番目におこなうのは、さまざまなツイッターコメントの中から、


　「専門用語を使っているか」


　「専門的な見地からコメントを書いているように思われるか」


　という視点でコメントをピックアップすることである。





　門外漢の批判は、専門用語を使っていないことが多い。


　たとえば、新型コロナのような感染症について、ワクチン接種を医師がすすめる記事があったとしよう。


　この記事にツイッターで「ワクチンの副作用が心配だ」と書いているようなコメントは門外漢である。


　ワクチン接種が原因で起きる症状は「副反応」だ。「副作用」はワクチンではなく、医薬品で起きる症状のことである。さらに、ワクチンとの因果関係はわからないけれども接種後に起きたなんらかの症状には「有害事象」という専門用語がある。


　でも、こういう専門用語は、読んでいる側のわたしたちだって最初は知らない。


　それをどうすれば知り得るのだろうか？





　そのためにはグーグル検索するのである。


　たとえば「ワクチン」で検索すれば、厚生労働省や日本感染症学会や医師会などのウェブサイトが検索結果に出てくる。そういうしっかりとした権威のあるウェブをざっと読んで、アウトラインを知っておくのだ。


　すべてを丁寧に読む必要はない。厚生労働省など省庁のウェブサイトをちょっと眺めておくだけでも、十分な事前知識は得られる。







[image: ]　省庁のウェブサイトを読むときのポイント







　ここで、省庁のウェブサイトを読むときのポイントを、こっそりわたしが伝授しよう。


　それは、専門用語を拾いながら読み進めることである。





　たとえば「ワクチン」でグーグル検索すると、厚生労働省の「新型コロナワクチンについて」という一般人向けのウェブサイトが出てくる。


　これをさらりと読むと、専門用語が目に引っかかってくる。


　「有効性」「副反応」「国内治験」「アナフィラキシーの発生頻度」「重症化リスク」


　耳慣れない用語が多いが、専門家はこういう用語を使いたがる。


　だから逆に、こういう専門用語をちゃんと使っている人は、専門的な見地からコメントしているということがわかるのだ。









　しっかりとした権威のあるウェブを見て、専門用語の意味をざっと知っておき、コメントに使われているかどうかで、その人が門外漢か専門家か、ある程度はわかる。





　もちろん、なかには専門用語を駆使して一般人を煙に巻き、その実、専門家でも何でもない詐欺師みたいな人もいる。


　そういう詐欺師を見極めるのには、別の方法が必要だ。


　そこで段階③に進む。







段階❸


それらのコメント投稿者のプロフィールはどうか





　次の段階として「それらのコメント投稿者のプロフィール」を開いてみる。


　新型コロナ記事についてのコメントなら、「感染症専門医」とプロフィールにあれば、信頼性は最も高い。


　「医師」であるかどうかも重要なポイントだが、医師だからといって感染症に詳しいとは限らない。


　この複雑な社会ではどの分野も専門性がきわめて高く、同じような資格・肩書の持ち主でも、少しでも専門外だと皆目わからないということがよくあるからだ。これはノーベル賞受賞の科学者だろうが日本学術会議会員であろうが関係なく、あらゆる人に当てはまる。


　逆にツイッターのプロフィールに「医師ですが、感染症専門医ではありません」とわざわざ謙虚に書いている人のほうが、ずっと信頼できる場合も多いように感じる。


　自分の専門分野に自信を持っている人ほど、ほかの専門分野へのリスペクトも大きい傾向があるからだ。


　軽々しくほかの専門分野に口を出すことはなく、だからこそ「コメントするときは、かなり慎重に言葉を選ぶ」という姿勢を、そういう人はきちんと保っている。







段階❹


それらのコメント投稿者は乱暴な言葉づかいをしていないか





　次に、コメント投稿者のプロフィールだけでなく、その人の日ごろのツイートも少し拝見しておく。


　どのぐらいの専門性がありそうかをうかがうとともに、「語り口調が冷静で客観的か」ということもチェックする。


　乱暴な言葉づかいで日常的にツイートする人や、強い断定口調が多い人は、あまり信頼できない。


　人は知的になればなるほど、専門家になればなるほど、「断言はしなくなる」。


　逆に、中途半端な知識を持っている人ほど、すぐに断言したがるものだからだ。







[image: ]　なぜ中途半端な知識の人ほど、すぐに断言するのか？







　これにはちゃんと専門用語があり、「ダニング＝クルーガー効果」という。


　これはアメリカのコーネル大学のデイヴィッド・ダニングとその弟子ジャスティン・クルーガーという2人の研究者が、「なぜ能力の低い人間は、自分自身を素晴らしいと思い込むのか」という研究をおこなって、突き止めたのだ。


　学びはじめのころには、「自分はほかの人より専門的な知識がある」という優越感に浸りやすくなり、自信が高まる。


　しかしさらに学びが深まると、「自分の中途半端な知識がいかに貧しいものだったのか」がまざまざとわかるようになり、断言したり言い切ったりできなくなって、発言が慎重になる。自信もなくなってくる。この段階を越えると、ようやく本当の専門性が身について、自信も回復してくる。


　そうやって本当の知識を持っている人は、


　「いまわかっていることだけではすべては説明できない」


　「じつは世界はもっともっと奥が深い」


　ということをよくわかっている。


　「人類の知識には限界がある」という事実にも気づくようになるのだ。だから彼らは決して断言したり、強い口調で話したりしない。


　だから何事にも過剰に断言している人、強い口調を使っている人は、たいてい知的な人ではない。









段階❺


これらの基準をクリアした専門家はフォローし、リストに入れる





　そうやってコメント投稿者をピックアップし、それらのコメントから記事の妥当性を判断する。専門家や専門家に近い人が評価しているのであれば、その記事は妥当といえるだろう。


　この「ツイッター追跡メソッド」のいいところは、コメントされた記事の妥当さを判断できるだけでなく、ツイッターの中から、その専門分野についての専門家など、フォローすべき良質なアカウントを探し出すことができる「副効用」があるということだ。


　そこで「⑤これらの基準をクリアした専門家はフォローし、リストに入れる」という段階にいたるのである。





　前述したように、パンデミックの中でAさんの記事について判断するため、わたしは「ツイッター追跡メソッド」を駆使して、たくさんの医療系アカウントの投稿を読んだ。


　ここから信頼できそうなアカウントのリストがだんだんとできあがってきて、わたしはそのプライベートなリストに「COVID‐19」という名前をつけた。


　最終的にこのリストに入っている医療系の人は数十人にもおよび、毎日彼らのツイートを追いかけていくのは大変だったが、「信頼の評価がしやすくなった」という点においては絶大な効果があった。
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「信頼がどう変遷していくか」もウォッチできる







　「COVID‐19リスト」を追いかけていると、「ある人の信頼がどう変遷していくのか」もウォッチすることができる。





　先ほどのAさんは当初は信頼されていたが、あるときにふと別の専門家から、


　「あれ、A先生がちょっと不思議なこと言っている」


　「どうしたんでしょうね」


　と言われるようになった。


　しばらくすると、さらに、


　「A先生は最近ちょっと過激だから」


　「A先生の言うこと真に受けちゃダメよ」


　などと言われるようになり、気がつけば、


　「A先生は前はまともだったのにねえ……」


　「A先生がまたおかしなことを言っている」


　と言われるまでになった。





　これらはひとりの専門家が指摘しているのではなく、多くの専門家に共有される認識になっているということを、門外漢のわたしも把握できた。


　これは、ひとりの専門家を信じ切るのではなく、たくさんの専門家のアカウントをフォローして、「専門家の群れ」の中でどう評価されているのかを見ていたからこそ、「確からしい」と判断できたのである。







人は変わる。専門家も変化する







　別のパターンもあった。





　ツイッターやユーチューブでかなり過激な発言を繰り返している高名な専門家Bさんがいた。


　わたしは当初、この人をまったく信頼していなかった。過激すぎて、到底まともな専門家とは思えなかったからだ。


　しかし「COVID‐19リスト」を見ていると、Bさんを擁護する意見がけっこう目立つことに気づいた。


　「B先生は本邦最高の権威なのは間違いないが、コミュニケーションは苦手なんだよな」


　「B先生はもう少し言い方を変えないと、信頼を落とすばかりだよ」


　「言っていることは正しいんだけどね」





　「専門家の群れ」をウォッチしていなければ、Bさんをわたしが信頼することはなかっただろう。


　彼らが総体として、どのように同じ分野の人たちを評価しているのかということを、横断的に知ることによって、ある専門家の信頼度はきれいに浮かび上がってくるのだ。





　ところでBさんの評価はこれで終わりではなく、パンデミックが進行していくなかで、だんだんと評価が落ちていった。


　専門家であることは間違いないのだが、どうにも言動が過激すぎ、時に言葉が突っ走ってしまって専門家の枠を踏み越えた発言をするようになり、それが理由で「専門家の群れ」から批判されるようになっていったのだ。





　ここまでウォッチしていると、会ったこともないひとりの個人の半生を追いかけているような気持ちになってくるが、こうやって人の評価を「ある特定の瞬間」だけでなく「時間軸」を追いかけていくようにウォッチできることの意味は大きい。


　どんな素晴らしい専門家であっても、おかしくなる人はおかしくなるし、逆におかしかった人が急に目覚めてまともなことを言うようになることもあるからだ。





　まことに人間というのはさまざまな顔を持ち、善悪をにわかには判断できない。


　そんな人間観さえ得ることができるのだから、ツイッターは面白い。







信頼できるリストは、自分で徐々につくっていくしかない







　いま解説したように、専門家個人ではなく「専門家の群れ」を大事にしようというのが、わたしの提案だ。





　とはいえ、群れがどこにあり、どのような人たちが参加しているのかを瞬時に知ることはできない。


　誰かがつくった群れのリストがあっても、信用してはならない。そのリストを作成した人の信頼度が不明だからだ。


　そうではなく、わたしのように自分でツイッターでリストをつくるのがいい。


　しかも、いきなりリストを完成させようとするのではなく、徐々に登録するアカウントの数を増やしていくのがおすすめだ。





　ここまで書いてきたように、ある記事にどう評価を与えていくのかというところからスタートし、その後はだんだんと輪を広げてリストを増やしていく。


　信頼できるいい専門家はたいていの場合、同じように信頼できる専門家とつながっている。


　だから信頼できる専門家のリツイートで、別の信頼できる専門家の存在を知り、そのアカウントを登録し、と順に進めていくのだ。







さまざまな分野で「信頼できるツイッターリスト」を持つ「情報王」になる







　そうやって自分なりにつくっていったリストが「魔界の専門家」ばかりのリストになってしまったらどうすればいいか。


　そういう可能性もゼロとは言わないが、わたしはその危険はかなり低いと考えている。





　日本で信頼されているいい専門家の層は、どの分野であっても非常に分厚く、数が多い。


　一方で「魔界に堕ちた専門家」の数というのは、それほど多くない。どちらかといえばそういう人たちは、「専門家の群れ」の中では孤立していることが多い。


　実際、「魔界の専門家」のツイートを見てみると、ほかの専門家をリツイートしたりやりとりしていたりすることは少ない。


　彼らは同業者よりも、なぜかタレントや政治家や社会運動家のような派手な立ち回りの人たちが好きで、そういう人たちと、やたらとやりとりしているのだ。





　この方法で、さまざまな分野で「信頼できるツイッターリスト」をつくっていければ、自分が詳しくない専門分野でもかなり信頼できる情報源をつくることができるようになるのだ。


　新型コロナのように、いま世間で関心が持たれている分野だけではなく、自然科学から人文科学、社会、経済、政治にいたるまで、さまざまな分野で「信頼できるツイッターのリスト」をつくっておくことができるようになれば、百人力どころか「万人力」「億人力」である。


　そこまでいたれば、みなさんは「情報王」の名にふさわしいパワーの持ち主になっているであろう。
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ピックアップした記事をどう読み、どう整理・保存するか







　ここまで、「RSS」「有料メディア」「SNS」という3つの方法で良質な情報をピックアップする方法を徹底解説してきた。


　では、これらのピックアップした記事は、どう読み、どう整理・保存すればいいのだろうか。





　まず最初に押さえておきたいのは、SNSでも「RSS」でも、記事の見出しをチェックした際に、その先の本文まで、いっきに読んでしまわないことである。


　そのあいだにワンクッション入れたほうがいい。


　つまり記事の見出しを読むのと、本文をじっくり読むのとは、別の時間におこなうのである。


　理由は簡単で、「使う頭」が別だからだ。







「見出しをチェックする＝瞬発力勝負」「本文を読む＝持続力勝負」









①記事の見出しを読む ＝ 瞬発力勝負


②記事の本文を読む　 ＝ 持続力勝負









　この2つは、まったく違う性質のものである。





　「瞬発力勝負」はいつでもどこでもできる性質のものなので、たとえば駅で電車を待っている時間だったり、会社の会議が始まる前の時間だったり、トイレに座っているときだったり、スキマ時間をうまく使うのがいい。





　一方で、記事の本文を読む「持続力勝負」は、そういうわけにはいかない。


　スマホで読むにしろパソコンで読むにしろ、じっくりと画面に向き合うのがいい。


　時間もたっぷりとっておきたい。3000文字から5000文字ぐらいの長い記事を読もうとすると、読むのに慣れている人でも10分から15分ぐらいはかかる。


　だから「瞬発力勝負」の見出しチェックとは、別のタイミングをあてたほうがいいのだ。





　では、どのようにして「瞬発力勝負」と「持続力勝負」を分ければいいのだろうか？







「あとで読む」アプリでは「ポケット」が最強







　これには秘訣がある。


　「あとで読む」アプリを使うのである。





　「あとで読む」というジャンルのアプリがある。


　「ポケット（Pocket）」や「インスタペーパー（Instapaper）」などが有名だ。


　先ほど紹介した「フィードリー」にも、「あとで読む」機能がある。


　パソコン版では、いま目にしている記事の画面で「Read Later」ボタンをクリックすると、画面左側に表示されている「Read Later」の中に全部放り込まれるしくみになっている。





　しかしわたしは、「ポケット」を使うことを全力で推したい。


　なぜ「ポケット」がいいのかというと、読み終えた記事を保存したり、タグづけしてあとから検索できたりする機能があるからだ。


　これは情報収集にはとても重要である。





　日々の情報は、どんどん流れて消え去っていく。


　「ニュース」とはまさに「新しい」の複数形「新しいことの数々」なのだから、古いものは後ろに置いていかれて当然なのだが、しかし時には後ろを振り返らなければならない場合がある。


　それは悔悟とか郷愁とかそんな情緒的な話ではなくて、古いニュースがあとになって役に立つことがしばしばあるからだ。







「今日読んだ経済メディアの記事が、半年後や数年先に突然役に立つ」こともある







　歴史はつねに繰り返す。


　帝国の興亡や国際秩序のような壮大なスケールでも歴史は繰り返すし、産業の台頭や衰退、どこかの企業の成長と衰退のような歴史も、やっぱり同じようなことが何度となく繰り返される。


　もっと小さな歴史でも、「あの会社の新規事業はなぜ失敗したのか？」という原因をさぐるのには、「同じような失敗に陥っていた別の会社の昨年の事例を見ればいい」ということはいくらでもある。


　温故知新、「古きをたずねて新しきを知る」という言い古されたことばがあるが、古い情報には、新しいことへの示唆がふんだんに溜ため込まれているのだ。





　さまざまなものを読み、情報を集めるというのは、ただそれ自体が目的ではない。


　それが持っている「概念」を、自分の中に蓄積していくことである。





　「概念」とは何か。


　序章でも述べたように、「『さまざまな情報』がひとつの物語や順序によってまとめられ、ひとつの『世界』のようになっているもの」とイメージしていただくといいだろう。


　小学校の国語の授業を思い出してほしい。


　教科書の文章を読んで、「作者はこの文章で何を書こうとしたのですか」と答えさせるという課題がよくあったと思うが、わかりやすくいえば、この「何を書こうとしたのか」が、要するに「概念」である。


　元の記事にあるエピソード、さまざまな解説などから、「何を書こうとしたのか」をつかみ、自分のなかに蓄積していくのである。





　読んだ記事の内容を一言一句覚えておくことなど、普通の人間にはできない。わたしにもできない。


　しかし、「こんな意味のことが書いてあったな」という「概念」なら、頭の片隅に置いておくことは誰にでもできる。


　頭の片隅に置いておける自信がなければ、「メモアプリ」にメモしておいてもいいだろう。


　「概念リスト」という項目をつくって、そこに「さまざまな情報」から得た「概念」を少しずつ溜めていくのだ（この具体例については、第6章で詳しく解説する）。





　情報を集めるというのは、ただ情報を収集することではない。


　その情報が持っている意味や価値観を、自分の中に蓄積していくことである。





　ひとつひとつの情報が持っている意味は小さく、たわいないかもしれないけれど、チリも積もれば山となる。


　「今日読んだ経済メディアの記事が、半年後や数年先に突然役に立つ」ということが必ず起きる。これはわたしが自分の経験から自信をもって言えることだ。


　読んだ記事の内容を一言一句覚えておくことはできなくても、「こんな意味のことが書いてあったなあ」という、うっすらとした印象を頭の片隅に置いておくことは誰にでもできる。







「ポケット」に入れた記事は、すべてアーカイブになる







　ひとつ例を挙げてみよう。





　わたしは、しばらく前に「文系の想像力」という話に興味を持った。


　きっかけになったのは、レギュラー出演しているテレビ番組で「これからのビジネスには哲学が重要だ」という特集が組まれたことだった。


　昔のように、誰もが買ってくれる家電製品を発売しさえすれば売れる時代は終わり、マーケティングリサーチをしても、消費者の潜在的な欲望を探し出すことは難しい。


　そうではなく、アップル創業者のスティーブ・ジョブズのように「自分の世界観」を持ち、その世界観そのものを商品化したiPhoneのような製品を開発することが求められている。


　そこで必要なのは哲学的思考なのだろう。





　番組でそんなことをコメントしながら、「そういえば前に、フランス軍がSF作家の想像力を利用するみたいな記事があったなあ」と以前に読んだ記事を思い出した。


　そして芋づる式に「そういえばSF作家を雇って企業のコンサルティングを提供するみたいな記事も読んだよな」という漠然とした「記憶」も甦よみがえってくる。





　そういうときに、「ポケット」のアーカイブ機能が意味を持ってくるのである。


　「ポケット」では、一度読んで画面のアーカイブのアイコンをクリックした記事はすべてアーカイブに保存されているので、見出しのキーワードなどで検索して、昔の記事を探し出すことができるのだ。





　このときは結果として、次の2つの記事を探し出すことができた。


　2019年に「GIGAZINE（ギガジン）」という日本のテック系メディアに掲載された「フランス陸軍がSF作家を雇ったことが判明、『未来の脅威に備えるために』」という記事。


　もうひとつは、同じ年に「WIRED（ワイアード）」の日本語版にあった「Sci-Fiで描かれた〝未来〟が、 わたしたちの〝現在〟を変える」という記事。


　後者は、アメリカの「サイフューチャー」という会社が百人ぐらいものSF作家と契約し、依頼してきた企業のためにオーダーメイドの物語を書いているという面白い話である。







「永久保存だ」と判断した記事は、さらに「メモアプリ」にも保存する







　ただし、「ポケット」のアーカイブ機能は実際にはURLを保存しているだけなので、元サイトが記事を削除してしまえば読めなくなる。


　なので、大事な記事は「ノーション（Notion）」や「マイクロソフト ワンノート（Microsoft OneNote）」「エバーノート（Evernote）」「グーグル キープ（Google Keep）」などの「メモアプリ」に保存しておく。


　気になる記事本文をブラウザで開いて、コピペしてまるごと「メモアプリ」に転写してしまうのだ。


　コピペしてあるから、記事が元サイトからなくなっても大丈夫だ。





　しかしこの方法は、けっこう面倒くさい。毎日チェックするあらゆる記事を、すべてコピペしてメモに保存するというのは、現実的ではない。


　だからわたしは、よほど重要な内容で「これは永久保存だ」と判断した記事だけを「ノーション」に投げ込み、そうでないものは「ポケット」でアーカイブするだけにしている。


　そのほうがスピーディーで手間がかからないからだ。





　「ポケット」には、もうひとつのメリットがある。


　いったん「ポケット」に保存すれば、ゴチャゴチャした汚く読みにくいウェブサイトの記事でも、「ポケット」内のシンプルなブラウザで文字だけを読めるように整えてくれるのだ。


　文字が異様に小さいサイトなども、「ポケット」経由で読むのがおすすめである（ただし改ページがある記事だと、2ページ目以降はシンプルなブラウザには表示してくれないが）。
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朝8時に、10本前後、記事をツイッターに投稿する理由







　さて、このように「ポケット」に保存した記事は、ガンガン読んでいく。


　ガンガン読んで、そこから価値のある記事を選んで、ツイッターで紹介する。わたしはそれを日々の「基本動作」にしている。





　「ポケット」に保存した記事は、10～15分ぐらいのある程度の時間がとれるタイミングを使って、読み進んでいけばいい。


　わたしは「ポケット」に保存した30～40ぐらいの記事を毎日読んでいる。


　そしてこの中から、「面白い」「重要だ」「斬新な観点だ」と感じた記事、あるいは「これは皆にすすめたら楽しく読んでくれるかも」と感じたものを10本前後、朝8時にツイッターに投稿するのを日課にしている。


　午前8時という時間を決めて投稿しているのは、その時間だと通勤中の人が多く、読んでくれる率が高まるのではないかと考えたからである。









予約投稿できるアプリ「バッファ」を使う







　また投稿の際には、「バッファ（Buffer）」というアプリを使っている。


　これはツイッターやフェイスブックに予約投稿できるアプリで、あらかじめ投稿時間を設定しておけば、その時間どおりに、あらかじめ決めておいたテキストやリンクを投稿してくれるというものだ。


　スマホのアプリでも使えるが、パソコンの「クローム」や「ファイアフォックス」など各種ブラウザ向けに拡張機能も用意されている。この拡張機能をインストールしておくと、記事を紹介するツイートを予約するのが非常に簡単である。





　投稿時間はその都度設定することもできるが、あらかじめ設定画面でスケジュールを組んでおけば、そのスケジュールどおりに順繰りに投稿してくれる。


　わたしは午前8時から2～3分おきにツイッターとフェイスブックに同時投稿されるようにスケジュールを組んでいる。
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選んだ記事をSNSに投稿する目的❶


純然たるシェアの精神





　自分が選んだ記事をこのようにSNSに投稿しているのには個人的に3つの意味がある。





　ひとつめは、純然たる奉仕精神である。


　自分が選んで面白いと感じた記事を、自分以外の誰かにも楽しんでほしい。そういうボランティア的な思いだ。





　ボランティアなので、見返りは何もない。


　わたしのツイッターを読むのは完全無料なので、わたしをフォローしてくれている80万人近い人は毎朝、無料で良質な記事を読める。


　「本当にありがたいです」


　「毎朝ありがとうございます」


　といったお礼のリプライをよくいただく。ただそれが気持ちよく、嬉しいのだ。





　加えていえば、人々に対して惜しみなく好意を向けるというおこないは、どこかでわたし自身にもいい結果をもたらしてくれるだろうという信念もある。


　『GIVE & TAKE　「与える人」こそ成功する時代』（三笠書房）という本がある。
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　アメリカのペンシルベニア大学ウォートン校という有名なビジネススクールで、史上最年少で終身教授になったアダム・グラントという人が書いたビジネス書だ。


　この本では、人間を、


　「ギバー」（人に惜しみなく与える人）


　「テイカー」（まっさきに自分の利益を優先する人）


　「マッチャー」（損得のバランスをつねに考える人）


　という3種類に分けている。


　昔は、部下の手柄を奪う上司がたくさんいて、そういう人が結局は出世することも多かった。だから「テイカー」がうまくいくと思われていた。


　しかしネットが普及して、人の評判がすぐに広まる現代には「ギバー」のほうがうまくいくというのが、グラントの主張だ。





　「ギバー」のいい評判は広まりやすい一方で、「テイカー」は「あの人は人から奪う人だ」という悪評も広まりやすい。


　「ギバー」になると、多少は裏切られることもあるだろう。


　しかし「あの人は騙されたんだ」という評判は、騙された人に対する「あんなに与える人なのに、ひどい目に遭うなんて」という同情とともに、騙した者に対する「ひどい人だ」というマイナス評価にもなる。


　だから結果的には、「ギバー」が得をするように働く。


　つまり「ギバー」になることは、新たな生存戦略のひとつでもあるのだ。





　わたしは、もう10年以上もツイッターでさまざまな記事や動画を紹介しているから、いろいろな人がフォローしてくれている。


　フォロワーには「会いませんか」「佐々木さんにこういう人を紹介したいのですが」と言ってきてくれる人も多く、それが思わぬ出会いや、さらには仕事につながった経験も少なくなかった。


　ボランティアには短期的な見返りはない。


　でも長い目で見れば、とてもいい人間関係と、どこかで見返りがやってくることを期待できる希望があるのだ。







選んだ記事をSNSに投稿する目的❷


情報を集める「精神的な強制力」が生じる





　2つめは、「毎朝、いくつかの記事を、わたしをSNSでフォローしている人たちに紹介、シェアする」と約束していると、情報を集める「精神的な強制力」が生じるということである。





　情報収集というのはたんなるインプットであり、そのままでは仕事にはならない。


　わたしのような文筆業の仕事だと、原稿を書くこと、つまりアウトプットしてはじめて仕事になり、収入が得られる。


　原稿だけでなく、トークイベントへの登壇やメディアへの出演など、どれもアウトプットである。インプットしているだけでは、お金にはならない。





　しかしこれを当たり前だと思ってしまうと、大変な「落とし穴」が待ち受けている。


　それは「インプットをきちんと続けなければ、いずれアウトプットの源泉は絶えてしまう」ということだ。





　実際、文化人や作家でも、そういう残念な人はよく見かける。


　テレビなどに出演してちやほやされ、何をしゃべってもありがたがられ、お金がジャンジャン儲かる経験をしているうちに、インプットがおろそかになってしまうのだ。


　それでもタレントとして人気は続くかもしれないが、表現者としてはもはやオワコンである。


　同じことを繰り返し話すことしかできなくなり、著書はタレント本のようにライターに書かせたものばかりになり、自分の昔の名著の内容をただなぞったような劣化コピー本をたくさん出して荒稼ぎしようとするようになる。


　そうなってしまうのは、その人の情報量が枯れ果ててしまっているからだ。





　そうならないためには、「知の泉」につねに新鮮で清涼な水を流し込んでやらなければならない。


　山脈に雨が降り、深い森林に豊かに溜め込まれ、それが地下水となって流れ出して泉や田畑を潤してくれるように、情報というのはわたしたちを枯れ果てさせないように潤してくれる大事な存在なのである。


　「いくつかの記事を紹介する」ということを毎日の約束にしておくと、情報をつねに集めつづけ、新鮮なものに触れるということが、強制力をともなった日課になる。


　意図しなくても、つねに自分の中に新鮮な情報をそそぎ込みつづけることができるのだ。







選んだ記事をSNSに投稿する目的❸


過去に読んだ記事を見つけやすくなる





　3つめとして、ツイッターで記事を紹介しておくことで、過去に読んだ記事を見つけやすくなるということがある。





　これには「ツイログ（Twilog）」というウェブのサービスを使う。


　「ツイログ」は、自分のツイッターのアカウントを登録しておくと、日々のツイートを自動的に記録してくれる無料のサービスである。


　検索機能があり、キーワードで自分の過去ツイートを瞬時に探し出すことができる。


　過去の記録の検索は、先に紹介した「ポケット」や「エバーノート」などの「メモアプリ」でもできる。


　では、なぜ「ツイログ」をわざわざ使っているかというと、自分がツイッターで記事を紹介した際、一緒に投稿したコメントも保存してくれるからだ。





　過去に読んだ記事を探そうとする際に、記事の見出しを思い出せないということがある。


　「メモアプリ」なら本文中の単語でも検索できるが、それも思い出せないときがある。しかし人間は、自分が書いた感想などのコメントは、覚えていることが多い。


　「そうだ、あのときあの記事は、まるで戦国時代の話のようだなと思って、『織田信長が読んだら笑うかも』ってコメントしたんじゃなかったっけ」


　そんな程度のつまらない記憶の引っかかりで、昔に読んだ記事も引っぱり出せるものなのである。







[image: ]　人間の記憶には「意味記憶」と「エピソード記憶」がある







　人間の記憶には「意味記憶」と「エピソード記憶」がある。


　「意味記憶」というのは、「織田信長は1582年、本能寺の変で明智光秀の軍勢に襲われて自刃した」という教科書に載っているような平板な情報を覚えておくことだ。


　それに対して「エピソード記憶」は、自分ごとに寄せて何かを覚えておくことである。


　「本能寺の変というと、高校の日本史の先生が『本能寺の変はイチゴパンツ！』と教えて、『怖い風貌して何をカワイイこと言っているんだよ！』ってみんなで笑ったのを思い出すよな。そうそう、イチゴパンツだから1582年。それにしても愛すべき先生だったな」


　これが「エピソード記憶」である。


　どちらが記憶に残りやすいかは、一目瞭然であろう。









　「ツイログ」は、過去に自分が読んだ記事を「エピソード記憶」として保存してくれる意味を持つ。どんなに曖昧な記憶でも、「ツイログ」を使うと案外、簡単に古い記憶から自分の過去を掘り出すことができるのだ。





　このようにして情報は、「ポケット」や「メモアプリ」「ツイログ」などの「外部のストレージサービス」に保存される。


　それらはタグやキーワード、曖昧な記憶のとっかかりなどを使って検索され、過去から掘り出すことができるようになるのだ。







SNSでマウンティングしたがる人たち







　最後に、SNSを使う際の心がけを書いておこう。


　それは決してマウンティングしないということだ。





　マウンティングというのはもともと、サルや犬などが仲間の背中におおいかぶさり、後ろからまたがることを言う。つまり、相手の優位に立とうとする行為のことだ。


　人間なのにマウンティングしたがる人は、社会にはたくさんいる。SNSにもいっぱいいる。


　誰かが何か投稿すると、


　「いまさら何を言っているんだ」


　「そんなの前から知っていた」


　「それもいいけど、オレの持っているこの情報のほうがすごい」


　と相手をけなしたり、自分の自慢話をするのは、全部マウンティングである。





　年齢を重ねれば重ねるほど、マウンティングをする人は増えていく。なぜなら「年をとっているほうが、若い者よりも偉い」と心の中で思っているからである。


　「若造が何を言っておるか！」という気持ちが潜んでいるから、ついマウンティングしたくなるのである。


　それでも実世間なら、わざわざ強いことを言うのはけっこう勇気がいるので、目立ったマウンティングをする人はそうはいない。


　しかしSNSだと、発言するハードルはものすごく低い。


　パソコンやスマホのキーボードをちゃちゃっと触って送信や投稿のボタンを押すだけで、ほんの数十秒でマウンティングできてしまう。





　でもみなさん、考えてもみてほしい。


　日ごろから付き合いのある上司や取引先からでさえマウンティングされると鬱うっ陶とうしいのに、見知らぬどこの誰かわからぬ人物からSNSでマウンティングされて、喜ぶ人がいるだろうか？


　「貴重な情報をありがとうございました」とマウンティングに感謝する人がいるだろうか？


　そういう人も皆無ではないと思うが、ほとんどの人はSNSのマウンティングには「チッ、うざいな」と思うだけである。


　マウンティングする人とされる人のあいだに、良好な関係ができることなどほとんどありえない。


　だからSNSでマウンティングはしないほうがいい。


　つねに善意と感謝の心を持ち、フラットな目線で投稿し、リプライするのがいちばんだ。


　そうすれば善い人たちのフォロワーが増えるだろうし、みなさんが見るSNS空間も心地よいものになっていくだろう。
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書籍を読むべき理由







　これまで本書では、ウェブメディアやブログなどの記事をどう集め、読むのかということを徹底解説してきた。


　「それなのになぜ書籍か？」といぶかしがる人もいるかもしれない。





　情報には、2つの軸がある。ウェブなどのメディアと、もうひとつは書籍である。


　この2つの軸は、どちらが欠けてもいけない。この複雑な世界を生き抜いていくためには、両方とも必要だ。


　書籍の意味とは何だろうか。


　ひとことでわかりやすく言ってしまえば、情報が集約され網羅されていることだ。


　言い換えれば、そのテーマについての全体像をつかみやすいということである。


　ウェブの記事だけでは「多様な視点」を十分に得ることはなかなか難しい。







5000文字を超えるウェブ記事は読まれにくい







　これはもっぱら、原稿の長さの問題でもある。


　ウェブ記事は短ければ1000文字ぐらいで、長くとも3000文字ぐらいに収まる。


　自分のオリジナルなブログなら、どんなに長文を書いても編集者に削られることはないが、さすがに5000文字を超えるような分量の記事は、なかなか読んでもらえない。





　しかし、何かのテーマについて過去の経緯までも書き込もうとすると、どうしても長くなる。


　ウェブメディアに載せる日中関係の解説記事で、歴史をさかのぼって儒教の話やモンゴル帝国の話を書いていたら、あっという間に5000文字ぐらいは突破してしまう。


　だから、書籍という長大な情報の持つ意味が大きくなってくる。





　中国の儒教の歴史や日本での儒教の受容のされ方、モンゴルなどの遊牧民が世界史にどういう影響を与えたのかという悠久の歴史を説明しようとすると、やはり10万文字以上はある1冊の本の分量が必要になる。







優れた書籍は、1冊で「多様な視点」を与えてくれる







　ウェブメディアの分量ではひとつひとつの記事は要素として小さく、そこから「多様な視点」を得て、世界観をスケッチできるようにするのは、けっこう難易度が高い。


　それに対して、書籍は「物事についての全体像を知る」うえで最も良質なガイド役になってくれる可能性が高い。





　序章でも述べたように、知肉を育てていくには、現時点での「多様な視点」から、テーマをさまざまに照射することで、全体像のイメージを持つことだった。そのためにはさまざまなメディアを横断的に探索し、「多様な視点」を集めなければならない。





　しかし優れた書籍は、1冊の本の中でその作業をすべて完了してくれている。


　なぜなら優れた書籍は、1冊の本の中だけで、「アウトライン → 視点 → 全体像」という流れを全部用意してくれているからだ。


　ある物事についての「アウトライン」を解説し、その物事についての「さまざまな視点」も紹介し、最終的にはそれらの視点をまとめたうえで「物事の全体像」をきっぱりと見せてくれる。


　それを1冊の本の中だけでやってくれているのである。


　だから、わたしたちは1冊の本を読んだだけで、あるテーマについての現時点での全体のイメージをどーんと見ることができるのだ。







勉強の本も娯楽の本も、すべて「自分にとって楽しみな本」に統合してしまう







　もうひとつ本を読む目的について言及しておきたい。





　みなさんは「どんな目的」のために、本を読むだろうか？


　勉強？　それとも教養？　あるいは娯楽だろうか？





　しかしわたしは、読書の目的を分ける必要などまったく「ない」と考えている。


　本を読むのはどこまでいっても「自分のため」であり、自分の頭脳にさまざまな教養や豊かな情感や考える力を蓄積していくためである。


　それは小難しい哲学書や歴史書や高尚な文学だけのものではない。


　ミステリーを読んでも、漫画を読んでも、それが「いい本」であれば、あらゆる「いい本」は自分のための蓄積になってくれる。


　本は、決して「暇つぶし」などではない。


　「学び」であるのと同時に「娯楽」でもあり、自分の人生に蓄積していくものなのである。





　「この本は勉強の本」「この本は仕事のための本」と決めてしまうと、急に読むのがつらくなり面倒になってしまったという経験は、みなさんもあるだろう。


　娯楽や暇つぶしのための本ならいくらでも読めるけど、「勉強しなければ」と思うと急にイヤな気分になってしまう。子どものころの夏休みの、読書感想文の宿題を思い出してトラウマになっている人もいるかもしれない。





　でも、本を読むという行為は、強制ではない。


　もちろん、強制的に本を読まなければならないケースも、時にはあるだろう。仕事で覚えなければいけないスキルのための実用書とか、プロのライターがメディアに書評を書く場合などがそうだ。


　しかし、そういう強制の読書でない場合には、自分の中に「強制」を課す必要はない。もっと自由に本を読めばいいのだ。


　「おわりに」で述べるように、「ワークライフバランス」よりも「ワークライフインテグレーション」のほうが充実するのと同じである。


　読書を「勉強の本」「娯楽の本」と分けてバランスを考えるのではなく、勉強の本も娯楽の本も、すべて「自分にとって楽しみな本」にインテグレーション（統合）してしまうのだ。


　そういう考え方に持っていけば、読書はぐんと楽しくなる。
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　本を読む意味や目的のだいたいの輪郭が、いまの説明でおわかりいただけただろうか。


　ここからは、実践的な本の選び方と読み方を、さらに具体的に掘っていきたい。





　まず考えたいのは、本を選ぶ場合に「紙で買うか、電子で買うか」という問題だ。


　最初に言っておくが、わたしは電子書籍を熱烈におすすめしたい。なぜならメリットがたくさんあるからだ。


　それらのメリットを9つ提示しよう。







電子書籍のメリット❶


手軽にどこにいても買える





　最近は宅配のスピードが速くなっているので、アマゾンで頼んだ紙の本も大都市ならたいてい翌日には届く。


　しかしそれでも、「買ったその瞬間から読める」という電子書籍のスピードにはかなわない。


　わたしは「ちょっと調べておきたい」「時間の余裕もそれほどない」「はっきりいってかなり急いで調べたい」という場合には、電子書籍だけに絞ってアマゾンで探すようにしている。


　アマゾンのトップページの上のほうにある検索窓で、左側のプルダウンメニューを「本」か「Kindleストア」に切り替えることで検索の対象を変えられる。


　「本」にすれば紙の本もキンドル本も引っかかってくるし、「Kindleストア」にすればキンドル本だけを検索対象にしてくれる。


　旅行や出張など移動しているときに、仕事で本を読む必要に迫られることもある。


　そこまで急ぎではなくても、旅先で「いまのこの感傷的な気分に合う本を読みたいなあ」という気持ちになるときもある。


　出版不況で地方の書店はどこも寂れてしまい、昔は県庁所在地レベルの都市ならどこにでもあった老舗の格調の高い書店もほとんどなくなってしまった。しかし電子書籍なら、電波さえ届くところにいれば、どこからでも気軽に本を買える。







電子書籍のメリット❷


試し読みできる





　本屋さんの店頭なら、紙の本でも「立ち読み」して試し読みや拾い読みができる。


　しかし本屋さんの数は、昔と比べればずいぶん減ってしまった。


　それでも大都市ならまだなんとかなるが、地方の書店の衰退は悲惨なばかりである。いきおい本を買おうとすると、アマゾンなどのネット通販を使うことになる。しかしネット通販では、紙の本は試し読みできない。


　一方、キンドルなどの電子書籍なら、試し読みできる機能がついている。


　どこまで試し読みできるかはその本を出している出版社の意向によるが、購入する前に本の冒頭から数十ページぐらいを読めるようにしている本は多い。


　試し読み機能を使って、その本が自分の求めているものかどうかを、「雰囲気」で感じ取ることができる。結末まで読めるわけではないが、書き手の持っている「におい」のようなものを感じることができる。


　この「におい」というのは文章の書きグセや、論理の組み立て方の個性のようなものだ。


　たとえば文体は「である調」なのか「ですます調」なのか、くだけた口語体なのか。作者は「AはBである。そしてBはCである」というように論理的に積み上げられた文章を書く人なのか、それとも「AはBっぽいと思ったけど、Cかもしれない。でもそれにも違和感がある」というようなふわっとした文章を書く人なのか。「自分はこうである」「わたしはこう思った」と自分を前に出す人なのか、それとも第三者的に客観を心がける人なのか。


　そういう作者の個性と、自分の好みがマッチしているかどうかを、試し読みで確認するのである。


　どんなに名著であっても、相性が悪ければ内容は頭に入ってこないし、そういう本に時間をかけるのはムダである。


　また翻訳本の場合だと、訳文がこなれているかどうかを試し読みで確認することが大切だ。最近はかなり少なくなったが、訳文が硬くてひどくて内容が頭に入らないという本はいまでもたまに目にする。


　訳文を読んで、書かれていることがすっと頭に入ってくるかどうかを確認したい。







電子書籍のメリット❸


あるテーマの全体像をさっと得られる





　ウェブメディアなどの記事は専門的すぎたり、逆に初心者向けすぎたり、断片的な話で全体がよくわからなかったり、ということが多い。とくに詳しくないテーマについて調べようと思うと、記事だけではどうしても全体像をつかみにくい。


　そういうときに、さっと手軽に買える電子書籍を何冊か購入すると、あっという間に全体像をつかめることが多い。


　ウェブ記事と違って無料ではないので、予算をいくらかかける必要があるが、キンドルなら月額980円の定額読み放題サービス「Kindle Unlimited（キンドル アンリミテッド）」を併用すれば、ある程度はコストを抑えられる（ただしすべての本が定額読み放題になるわけではない）。





　わたしはあるとき、道路や橋などのインフラが老朽化していることについて調べようと思い、「インフラ　老朽化」でKindleストアを検索して購入することにした。


　30冊ぐらいの本が引っかかってくる。


　『荒廃する日本　これでいいのかジャパン・インフラ』


　『インフラの老朽化と財政危機　日の出ずる国より、日の没する国への没落』


　『インフラ事故　笹子だけではない老朽化の災禍』


　などといった、多くはインフラ老朽化を嘆く内容だ。


　この手の本は何冊読んでもたいてい内容は同じなので、評価の高い本、なるべく最近出版された本に絞って1～2冊を選んで購入した。


　検索結果をさらに見ていくと、「テクノロジーでなんとかしよう」という変わった視点の本もあった。『2025年の巨大市場　インフラ老朽化が全産業のチャンスに変わる』（浅野祐一・木村駿、日経BP）がそうだ。


[image: ]


　『日経コンストラクション』という土木の専門誌の記者が執筆しており、書籍のページで紹介文や目次を見ると、「勃興する維持管理市場」「主役に躍り出る『新参企業』」「宅配事業者が道を守る」「インフラの『終活』に挑む」といった刺激的な文章が並んでいる。


　その時点では読者のレビューはわずか3つしかなかったが、「本書は的確、具体的な例をもとに老朽化現状とそれによるリスク、そして対応技術の必要性、可能性を示唆している」「時代を象徴した本です」などいずれも高評価だ。これもさっそく購入した。


　この本を読んだことで、「インフラの老朽化」というテーマについてさらに視点が広がり、ぐっと理解を深めることができた。







電子書籍のメリット❹


文章を検索できる





　電子書籍は、文章を検索できる。紙の本ではこれはできなかった。


　「シェイクスピアの文学の中には『愛』という言葉がどれだけ登場するだろう？」というようなテーマは、それを調べるだけで昔はひとつの研究として成り立ったと思うが、いまだったらキンドルの検索機能で一瞬にして調べられてしまう。これによってわたしたちの「知」の扱い方はかなり進歩しているのは間違いない。


　本を読む前にキーワードで必要な項目を検索することができる。


　加えて、読了後に検索できるのも重要だ。


　読み終えたあと、あるいはずっと時間が経ってから、「そういえばあの本にこんなことが書いてあったっけ」と思い出すときがある。


　これを紙の本でページをめくって調べるのはかなり大変だが、電子書籍ならキーワードで検索すれば、すぐに調べられる。







電子書籍のメリット❺


文章をコピペできる





　紙の本だと、気に入った文章があってもコピペできない。いちいち書き起こさないといけない。しかし電子書籍だとコピペができる。


　キンドルの場合、そのままではコピペできないようになっているが、じつは裏ワザがある。それについてコラム「キンドルでコピペする裏ワザは？」で詳しく紹介する。







電子書籍のメリット❻


リンクを張れる





　電子書籍は、ほかの書籍やウェブページにリンクを張れる。だからリンクのURLが表示されていたら、マウスのクリックやスマホのタップだけでたどることができる。


　これは情報の体系化にはとても便利だ。紙の本では、巻末の参考文献リストなどから手探りでたどらなければならなかった。


　リンクで相互につながる書籍というのは、つまりはインターネットのようなものだ。


　インターネットでは、記事や動画などがSNSで縦横無尽に接続され、それらがひとつの大きな世界をつくっている。それを実感できるだろう。







電子書籍のメリット❼


大きな文字で読める





　これは40代にさしかかって老眼になってきた人たちには大きなメリットである。高齢者であればなおさらだ。


　「お年寄りは電子機器に弱い」なんていうイメージを持っている人もあいかわらず多いが、わたしは高齢者こそ、電子書籍を読むべきだと考えている。


　キンドルリーダーやタブレットで文字の大きさを最大にすれば、12字×5行ぐらいの超ビッグサイズで表示され、かなり老眼の人でもラクに読めるだろう。







電子書籍のメリット❽


分厚い本でも読み進めるハードルが低い





　分厚い紙の本は、抑圧的である。


　まず重い。寝転んで読んでいると、手が痛くなってくる。読んでいて寝落ちしてしまうと、顔の上にどさりと落ちてくる。下手をすると怪我をしかねない。


　加えて、読み進んでも、読み進んでも、いっこうにページが進んでない感じがしてしまう。「まだこんなにたくさんあるのか……」と残りページの分量にめげてしまう。


　電子書籍であれば、そのような問題はすべて解消する。


　薄くても分厚くても、電子書籍リーダーの重さは変わらない。


　もちろん読み進めるのに時間がかかるのは紙の本と同じだが、物理的なページの厚さが存在しないから「残りページの分量にめげてしまう」という感情は育ちにくいのだ。


　現在どこまで読み進めたのかというパーセンテージなどの数値も、表示するかしないかは設定で変えられる。







[image: ]　「ずっと読みつづけていたい」と思える良書は？







　世界の良書の中には、「このままずっと読みつづけていたい」と思わせてくれる本がある。


　たとえば村上春樹さんの小説は、あの語り口調に麻薬的な気持ちよさがあり、長いあいだ読んでいても苦にならない。


　わたし個人の経験だと、松家仁之さんの『火山のふもとで』（新潮社）という小説がものすごく好きで、三度も通読してしまったほどだ。
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　1980年代、東京と長野・軽井沢に2つの拠点を持つ建築事務所の人々を描いた本で、ストーリーそのものよりも、軽井沢の山荘の雰囲気や建築士たちの緻密な仕事ぶりの描き方が本当に細やかで美しく、ずっと読みつづけていたくなるのである。


　紙の本だと400ページ近くもある長編なのだが、読んでいるあいだは気持ちよく小説の空間に浸ってしまう。


　電子書籍リーダーでページ表示をオフにしてしまえば、自分が本のどの辺りまで進行しているのかわからないですむ。そうしてひたすら読みつづけているあいだは幸福な気持ちになれる。


　こういう読み方ができるのも、電子書籍の大きな利点のひとつだ。









電子書籍のメリット❾


本棚が不要で、場所をとらず、端末をなくしても大丈夫





　読書という沼にハマると、本はいつのまにか増えていく。人が寝静まっている夜中にこっそり繁殖しているのではないかと思うほどだ。


　増えれば本棚は埋まり、仕方なく隙間に本を差し込み、空いている場所に積み上げ、と部屋の空きスペースをどんどん減らしていく。


　あまりに増えすぎると引っ越しのときには猛烈に大変だし、そもそもこれだけ災害が多発する時代には危険でさえある。


　実際、東日本大震災と同じ年には長野県松本市を襲った震度5強の地震で、当時44歳の男性が自宅の大量の本の下敷きになって死亡する事故が起きている。


　台風などの水害で紙の本が泥水に浸かってしまうと、もはや修復不可能どころではなく、水を吸って重くなった本を処分するのに多大な労力が必要になる。


　電子書籍であれば、本棚が埋まり尽くすこともなければ、地震で本の下敷きになる心配もない。水害で大量の重いゴミが出ることもない。


　すべての本のデータはクラウド上に置かれていて、仮にタブレットや電子書籍リーダーをどこかに置き忘れたり壊したりしても、新しい端末を手に入れればすぐに手元に購入した本のデータを復旧できる。







「電子書籍は読みにくい」は慣れの問題







　電子書籍にはこれだけのたくさんのメリットがある。


　わたしが、電子書籍を熱烈におすすめする理由がわかっていただけただろうか。





　「電子書籍は読みにくい」という人もなかにはいるようだが、これは完全に慣れの問題だろう。


　電子書籍を読むには、2つの方法がある。


　iPadのような液晶画面のタブレットで読む方法と、「電子ペーパー」という白黒画面の技術を使った専用リーダーで読む方法だ。


　後者の電子ペーパーは目に優しいので、液晶を長い時間見たときのように目がチカチカしないし、電池の持ちも抜群にいい。


　アマゾンの「キンドル ペーパーホワイト」という普及版の製品だと、電源を切った状態のままなら1か月以上、1日1時間バックライトなしで読んで、3週間はもつ。





　結論としては、電子書籍が出ているのなら電子書籍を買うべきで、わざわざ紙の本を買う必要はないと断言していいだろう。


　おまけにたいていの場合、電子書籍のほうが、紙の本より値段が安い。


　電子書籍はただのデジタルデータでしかないのでモノを所有している実感は持てないが、そもそも本を読む目的は自分の「知」を高めるためで、所蔵した本を並べて悦に入るためではない。
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紙で買う本は？







　では紙の本を買うのは、どういうときだろうか。


　わたしが紙の本を選ぶのは、まず第一には「紙の本でしか売っていない本」を買うときである。


　当たり前のことだが、そういう身も蓋もない結論だ。





　いまは講談社や文藝春秋、新潮社、東洋経済新報社など大手の出版社であれば、新刊はたいてい電子化されている。紙と電子を同時発売することも増えている。


　しかし中小の出版社だと、電子化の予算が出せずに紙の本だけ刊行しているケースもいまだに多い。


　また古い本は、当然ながら電子化されていないものが多い。それも、紙の本で買う。





　自分にとって重要な大きなテーマを扱っていて、「その本を読まなければ先に進めなさそう」と感じる場合は、わたしは紙の本でも躊ちゅう躇ちょなく買うことにしている。


　悩むのは、市場に出回っている数が少ない貴重な本である場合だ。古本でも、価格が数千円から1万円以上と、とんでもない高値になってしまっているときがある。


　それでも本当に必要なら、勢いで購入する。


　ネットで購入すると紙の本は試読できないから、


　「あっ、しまった……。こんな本に6000円も出すんじゃなかった……」


　と思うこともたまにあるが、ある程度は仕方ない。


　本は、自分のための投資である。


　多少の失敗を覚悟しても、思い切って金と時間を投じてみることは必要だ。







紙の本の保管法







　多くの読書家が頭を悩ませている「紙の本をどう保管するのか」についても、わたしが実践している方法を紹介しておきたい。





　先ほども述べたように、紙の本は放っておくと、どんどん増えていく。


　自宅が本の山に埋め尽くされていくのを無上の喜びと感じる「本の虫」もいるだろうが、前にも書いたように、引っ越しのときにすごく面倒だし、災害時は重い本は危険でもある。


　とはいえ、電子化されておらず、紙の本でしか読めない本もある。


　後述するように、「本棚の文脈」のあるいい書店で手にとって、買ってくることもある。


　だから、どんどん増えていってしまうのは避けられない。





　では、どう保管すればいいのか？







「上限の冊数」をまず決め、そこを絶対に死守する







　正直に打ち明けると、わたしも以前は、ただ増えるままに任せていた。


　どんどん増えていき、最後は6畳ほどの部屋をまるまる書庫にあて、迷路のように書棚を何重にも並べて、本をぎっしりと詰め込んでいた。


　これは当時住んでいたのが、広い家だったからこそできた話だ。


　2010年代なかばごろからは東京での定住生活をやめ、東京と長野、福井の3か所に家を借りて、3拠点生活を試みるようになった。


　これを機に、東京の家を広いテラスハウスからこぢんまりとしたマンションに借り換え、「本だけの部屋」なんてものを用意する余裕はなくなった。





　それでどうしたかというと、わたしの仕事部屋にしている8畳ほどの部屋に入るサイズで、本棚を5つ用意した。


　ひとつの本棚に入る冊数が400冊程度だろうか。


　なので、トータルの容量は2000冊ぐらい。


　この2000冊を「絶対防衛圏」と決め、この数以上に本を増やさないことにしたのだ。







「上限の冊数」を超えた分は「本の棚卸し」をする







　しかし本は買えば増える。出版社や著者から献本をいただくことも多く、それらは電子ではなく紙の本なので、その分も増える。


　そこでどうするかというと、毎月の月末に、「本の棚卸し」をするのである。


　たとえば1か月で15冊の紙の本を買ったとする。


　当然、この本は「2000冊の絶対防衛圏」からはみ出してしまう。


　そこで新たに買った本、すでに本棚にある本をじっくりと眺めて、「処分してもいい本」を泣く泣く決めるのである。


　そして処分する15冊を選び出したら、きっぱりと心を決めてそれらの本を段ボール箱に収め、古本を買い取りしてくれる「ブックオフ」にさっさと送ってしまう。


　「あとから必要になるんじゃないかなあ」


　「ひょっとしたらもう一度読むかも」


　とか、そういう未練のあることは考えない。きっぱりと処分するのである。







未読の本は増やしすぎないことが大切







　未読の本は増やしすぎないことが大切である。





　未読の紙の本を積み上げておいて悦に入る「積ん読」という言葉があるが、そんなものはたんなる自己満足でしかないとわたしは思う。本は読まなければ意味がないし、だいいちお金のムダ遣いである。


　そして読んでない本が大量に目の前にあると、読む気が失せてくる。


　だから未読の本はせいぜい10冊ぐらいに抑えておいて、表紙が見渡せるぐらいにしておくのがいい。





　紙の本しかなかったころは、「品切れ」「絶版」という恐怖があった。


　いま目の前にあるその本を買っておかないと、いつ品切れや絶版になって手に入らなくなるかわからない。その恐怖から、とりあえず購入してしまい、それで未読の本がどんどん積み上がっていくということになってしまった。


　しかし、電子書籍では「品切れ」の心配がほとんどない。


　絶版になることはゼロではないが、倉庫に売れていない本を積んでおくわけではないので、電子書籍を販売していても出版社にはそんなに負担がかからないから、めったに絶版にはならない。


　だから、「うーん、これいつかは読みたいが、いまは未読の本がまだたくさんあるしなあ」と思ったときは、焦って買わず、アマゾンのストアの「あとで買う」か「ほしいものリスト」に入れておくのがいいだろう。


　そして未読の本の空きスペースができたら、あわてずそこで買うのである。
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　ちなみに電子書籍を、どう保管しているかも述べておこう。


　自分が電子で購入した本はクラウドで管理されているので、「容量」という概念がそもそも存在しない。


　ただ基本的な考え方として留意しておきたいのは、「電子書籍を買う」というときに「買う」という言葉を使っていても、実際には購入ではなく「読書の権利を得ている」ということにすぎない。紙の本のように実体があるものではないのだ。


　だから、電子書籍を売っているストアが倒産したり、サービスを止めてしまったりすると、読書権は消滅してしまう。手元の端末はクラウドに同期されているので、クラウドの読書権が消滅すると、端末の中の本も消滅してしまう。


　びっくりするような話だが、過去にはそういうことが実際に起きて騒ぎになったことが何度かある。





　「では、どうすればいいのか？」という話だが、対策としてできるのは、倒産したりサービスを中止したりしそうにない大手の電子書籍ストアを利用することだ。


　つまり、アマゾンのキンドルを使うのである。


　キンドルは世界中で利用されており、ものすごくたくさんの利用者がいる。そして運営しているアマゾンは超巨大企業で、経営者のジェフ・ベゾスはビル・ゲイツといつも「世界一の金持ち」の座を競っている人だ。キンドルがなくなって本が読めなくなってしまうことは、決してないとは言えないが、可能性としてはほとんどゼロに近いだろう。





　また、キンドルのクラウドには、購入した本をすべて溜ためておけるが、キンドルリーダーやタブレットには容量の制限がある。


　何万冊も本を買ったとしたら、全部をキンドルリーダーに入れておくのは無理だ。だからクラウドから必要な本だけをリーダーやタブレットにダウンロードしておく。


　わたしは、未読の本だけをダウンロードし、読み終えたらすぐさま「端末から削除」している。


　そうすると端末の電子書籍アプリには、つねに未読の本だけが「積ん読」みたいになって表示されているので、何を読めばいいかがすぐにわかる。
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リアル書店には「価値」がある







　紙の本には電子書籍にはない大きな価値があると述べた。


　いや、正確には、紙の本そのものの価値というよりも「書店の価値」である。


　書店を歩いて、並んでいる紙の本を眺めていくことには、じつに大きな価値があるのだ。





　わたしは本の情報を、たいていはインターネットから得ている。日ごろ読んでいるブログやツイッター、フェイスブックなどが主な情報源だ。


　しかし刊行される本の点数はものすごく多い。日本国内だけで年間7万点以上ある。


　ネットの情報だけでは、カバーしきれない。


　もちろん新刊の本のすべてをチェックすることは到底できないが（だって平均すると1日に200点ぐらいの新刊が出ているのだ！）、いい本を見落とさないように視野を広げておきたい。


　そこで書店をまわるのである。







「本を発見しやすい書店」がある







　わたしが好きな本屋さんは、「本を発見しやすい書店」だ。





　「普通の書店」をイメージしてみてほしい。


　新刊のベストセラーが目立つ場所に置かれて、あとはさまざまな本がジャンル別・著者名順に並んでいる。


　しかしこういう「普通の書店」だと、いい本は見つけにくい。


　ベストセラーはどの本屋さんでも同じようなものだし、ジャンル別・著者名順では、どこにいい本が隠れているのかわからないからだ。


　そう、いい本は隠れていることが多いのである。





　ベストセラーにも、もちろんいい本はある。


　しかし本には、読者とのあいだの「向き・不向き」「相性」がある。


　自分と相性が悪ければ、いくらベストセラーで有名な本であっても、頭には入ってこない。逆にベストセラーになっておらず、あまり知られていない本であっても、自分と相性がよければ、「すごい！　この本、素晴らしい！」と感動の読書体験を得られることがある。


　わたし個人の人生経験でいうと、そっちのほうがいい読書体験を得られることのほうが多い。


　ベストセラーは誰もが楽しめる最大公約数の本だから、「突き刺さり」が薄まってしまっている印象がある。


　みんなが見ているテレビのゴールデンタイムの情報バラエティ番組よりも、深夜に放送されている知る人ぞ知るマニアックな番組のほうが、ディープで面白く突き刺さるのと同じ原理である。







書店さんの「目利き」で、書棚のパワーはまったく変わる







　面白い深夜番組を見つけるのが大変なのと同じで、本屋さんの書棚にひっそり隠れているいい本を見つけるのも、けっこう難しい。


　そこで大事になってくるのは、書店員さんの「目利き」だ。





　これは大きな書店でも小さな個人経営の書店でも、どちらでもかまわない。


　その本屋さんで働いている書店員さんが、どういう目利きの能力を持っているかによって、書棚のパワーはまったく変わってくる。


　そういう本屋さんに行くと、ベストセラーでも新刊でもないけれど、どこかの誰かに突き刺さりそうな本が書棚に並んでいて、相性のいい人たちを待ってくれている。





　「セレンディピティ」という言葉がある。


　求めているものとは違うけれど幸運を得てしまう「偶然力」みたいな意味の言葉だ。


　もともとは『セレンディピティ物語　幸せを招よぶ三人の王子』（藤原書店）という童話からきている。
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　古代のスリランカにあったというセレンディップ王国で、三人の王子が竜を鎮める巻物を探し、インドからペルシャへと旅する。しかし最後まで巻物は見つからない。その代わりに王子たちはさまざまな別の幸運に出会い、幸せな結末を迎えたのだった。


　求めていたものとはまったく異なる発見や幸運が、偶然に転がり込んでくる、それがセレンディピティだ。





　本屋さんに足を運ぶという行為は、まさにこのセレンディップ王国の王子たちが旅に出るのと同じなのである。







自分だけの「セレンディピティにあふれた本屋さん」を見つけよう







　だからみなさんにわたしがおすすめしたいのは、自分にマッチした「セレンディピティにあふれた本屋さん」を見つけることである。





　先ほども書いたように、本と読者のあいだには「相性」がある。


　だから、どういう本を選んでいるかによって、本屋さんと読者のあいだにも「相性」が出てくる。しかし、世の中の人全員と相性がいい「セレンディピティにあふれた本屋さん」なんてものは存在しない。


　自分だけの「セレンディピティにあふれた本屋さん」を見つけるのだ。
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　わたし個人でいえば、わたしは東京に住んでいるので東京の本屋さんの例になってしまうが、大手書店だったら渋谷の「青山ブックセンター本店」、池袋の「ジュンク堂書店池袋本店」。神田神保町の「三省堂書店神保町本店」も忘れてはいけない。


　小さな書店はさらに魅力的なお店が多い。


　西荻窪の「旅の本屋のまど」は、旅行についてのさまざまな本が置いてあり、見ていて飽きない。


　『暮しの手帖』編集長だった松浦弥太郎氏が手がけている中目黒の「COW ＢＯＯＫＳ（カウブックス）」や、ビールも飲める下北沢の「本屋B＆B」、神楽坂の「かもめブックス」、奥渋谷の「SPBS（SHIBUYA PUBLISHING & BOOKSELLERS）」……。挙げていくときりがない。











いい本屋さんには「本棚の文脈」がある







　わたし個人の好みは置いておくとして、では「いい本屋さん」「セレンディピティにあふれた本屋さん」というのは、何が普通の本屋さんと違うのだろうか？


　それは「本棚の文脈」である。


　この「本棚の文脈」は、わたしが大好きな千駄木の「往来堂書店」が打ち出して有名になった言葉だ。





　「本棚の文脈」について知るために、たとえば「猫の飼い方」という実用書があったとしよう。


　みなさんは、この本のとなりに、どんな本を置けばいいと考えられるだろうか？





　実用書を並べる棚だったら、「猫の飼い方」のとなりには「犬の飼い方」や「熱帯魚の飼い方」が並んでいるのが普通だろう。


　しかし、猫を飼おうと思って、勉強しようと「猫の飼い方」の本を買いに来た人が、「犬の飼い方」や「熱帯魚の飼い方」に興味を持つだろうか？　猫と犬と熱帯魚を同時に飼いはじめようと決心した人というのは、わたしにはあまり想像できない。


　猫を飼おうと思っている人は、基本的には猫好きである。


　だったら、犬や熱帯魚の本ではなく、「猫つながり」で別のタイプの猫の本を並べるほうがいい。


　だからといって、別の出版社から出ている「誰でも飼える猫」「猫飼い方入門」などの類書を並べるのも、芸がない。


　入門書を何冊も買うのはムダだし、それだったら書店員さんの目利きで「猫の飼い方を学ぶのなら、この1冊！」とポップをつけてベストなチョイスの本を並べてほしい。


　だから、答えは別のところにある。


　「猫の飼い方」のとなりに置くべきは、たとえば猫が出てくるエッセイや小説だ。


　『ノラや』（中公文庫）や『海辺のカフカ』（新潮文庫）など猫文学の名作はたくさんある。『猫が見ていた』（文春文庫）という猫小説のアンソロジーもある。
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　猫の世界に浸っていられるような「猫気分」の本を選んで、「猫の飼い方」の横に並べていくのだ。





　これが「本棚の文脈」である。


　いい本屋さんというのは、このような「本棚の文脈」を大事にしている店のことなのだ。


　オリジナルな面白い「文脈」を目利きの書店員さんが持っていると、思いもよらない本の存在を知ることができる。


　それが豊かなセレンディピティへとつながるのである。
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　とはいえ、書店だけに「いい本を見つける場所」を頼るのは得策ではない。


　本屋さんは昔と比べるとだいぶ少なくなってしまい、いまではインターネットから流れてくる情報で、よさそうな本を見つけ、オンラインで買うことも多くなった。


　本の情報はネットのあらゆるところから流れてくる。


　ウェブメディア、個人のブログ、ツイッターやフェイスブック。挙げ出すときりがないが、わたしが実践しているポイントをいくつか紹介しておこう。







いい本をネットで見つける方法❶


出版社のサイト





　まず、文藝春秋や講談社、東洋経済新報社などの大手の出版社は、「文春オンライン」や「現代ビジネス」「東洋経済オンライン」といった大きなウェブメディアを持っていて、そこで自社の新刊本の紹介をしていることが多い。


　たんなる広告ではない。いまのようにネットの広告が氾濫していると、たんなる宣伝文句を書いただけの広告では、誰も見向きもしてくれない。


　だから出版社の側は、あれこれ手を尽くす。


　著者にインタビューした記事を掲載して、その本の面白いポイントなどを語ってもらう。著者ではなく別の有名人や専門家にインタビューして、その本の魅力を語らせる。その本が出た背景事情などを解説した記事を出す。


　けっこう手が込んでいて面白い記事が多く、わたしはこういう出版社メディアの本の紹介記事を読んで、つい購入してしまうことが多い。







いい本をネットで見つける方法❷


読書専門サイト





　読書専門サイトも、大事な情報源だ。


　小説などフィクションは扱わず、ビジネス書やサイエンス、歴史などのノンフィクションだけを扱っているウェブメディア「HONZ（ホンズ）」。


　人文系の硬い本を中心に紹介しているが、語り口が抜群に面白くてつい引き込まれてしまう個人ブログの「わたしが知らないスゴ本は、きっとあなたが読んでいる」。


　ベストセラー『独学大全』（ダイヤモンド社）で話題になった、哲学的な掘り下げが刺激的な個人ブログ「読書猿」などもある。
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いい本をネットで見つける方法❸


熱量の高い一般サイト





　しかし、いい本の情報は、決してこのような大手出版社のウェブメディアや専門サイトだけにあるのではない。


　それどころか、「SNSにいる普通っぽい人」「私的で日常的なことばかり書いているブログ」に、あっと驚くような素晴らしい本が紹介されていることのほうが、むしろ多い。


　なぜなら、SNSを使っていたりブログを書いたりしている「普通の人」のほうが、専門メディアよりも数がずっと多いからだ。


　ひとりひとりの読書力や情報収集力は、専門家や有名ブロガーには勝てないかもしれないが、たくさんの人が集まれば、自然と叡えい智ちも集まってくるのだ。





　とはいえ、「そういう普通の人が紹介している本なんて、面白いかどうか判断しようがないじゃないか！」と思う人も多いだろう。


　絶対確実ではないが、判断する方法はひとつある。


　それは、書いている人の「熱量」を信じることだ。





　熱量たっぷりに本を紹介している人の文章は、人を惹きつける。その人がその本を心底愛していることがわかる。だったらきっと良書に違いないと信じる。


　もちろん、人によって好みのジャンルはあるし、文体とか表現とかで好みは分かれるから、その本を自分が読んで同じように感銘を受けるかどうかはわからない。でも少なくとも、試してみる価値はあるはずだ。





　実際、わたしはこのようにして「熱量の高い本の紹介」のツイッターやフェイスブック投稿を読んで、たくさん本を買っている。


　人によって紹介しているジャンルはまちまちだ。ビジネス書もあれば哲学書もあり、小説からライトノベル、そしてもちろん漫画も多い。


　漫画にいたっては膨大な数の作品が毎月送り出されているから、その分野に詳しくない人には手を出しにくい。


　わたしも漫画は全然詳しくないが、熱量たっぷりに「この漫画はすごい！」とツイッターで書いている人を信頼してその漫画を買ってみたら、「ビンゴ！　素晴らしかった」という経験をたくさん持っている。





　このとき大事なポイントは、電子書籍ならサンプルが試せるということだ。


　本によって異なるが、最初の数ページ～数十ページを実際に読める。


　まずサンプルを読んでみて、


　「文体や表現、描き方などが自分の好みかどうか」


　「本当に気持ちよく読み進められそうかどうか」


　をまず確認しておけば、さらに購入まで進んでも「あてが外れた」となる可能性はかなり低い。


　それはわたしが実体験から断言できる。
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　ここからは、さらに具体的に、みなさんが「自分にとっていま読むべき本をどう選べばいいか」について掘り下げていこう。





いま読むべき本の選び方❶


その本と自分との相性を知る





　名著と呼ばれる本は世の中にたくさんあるが、そうした本はすべての人にとっての名著であるわけではない。


　どんなに素晴らしい才能の持ち主であっても、人には他人との相性や付き合いやすさなどがあるのと同じように、本も人間と同じように人格を持っていて、付き合いづらい本や相性の合わない本がある。


　たとえばわたしの個人的な例でいうと、昭和の大作家・三島由紀夫の思想に非常に興味を持っていて、過去に何度となく作品に挑んだ。


　しかし彼の小説を実際に読みはじめると、とたんにつまずいてしまう。


　三島ファンには申し訳ないが、特有の技巧をこらした文章表現がどうにも鼻についてしまい、気持ちよく読み進めることができないのだ。これはほとんど生理的なものである。







いま読むべき本の選び方❷


自分の読書スキルが足りているかを知る





　「いまの自分に合わない」という点では、自分の読書スキルが足りていないということも多い。


　わかりやすい例だと、高校時代に数学に苦労してあまり勉強しなかった人が、いきなり数学の最先端の本に取りかかっても、おそらく1ミリも理解できないだろう。


　これはコンピューターの人工知能（AI）の本にも当てはまる。


　最近のAIは機械学習や深層学習という方式が採用されており、これらの本質は数学なので、技術的な入門書には数式がたくさん並んでいる。


　中学レベル程度の数学だが、苦手な人が読み通すのはけっこう大変だろう。


　現代思想などの本にもこれが当てはまる。「脱臼」とか「脱構築」とか「生権力」とか特有の用語づかいがあり、慣れていないと何を意味しているのかさっぱりわからない。


　相性やスキルの合わない本を無理して読み通しても、さっぱり頭に入らないし、ただ時間がかかるだけでムダである。





　人生は短く、読まれるべく待っている本はたくさんある。


　ソリの合わない人と付き合ってもムダな時間になるのと同じで、ドライに取捨選択していくことも大事だ。


　人間と違って、本には恨まれる心配がないから安心である。







いま読むべき本の選び方❸


まずは冒頭30ページを読んでみる





　本と自分との相性やスキルは、どの段階で判断すればいいのだろうか。





　本のタイトルや要約だけでは、判断しづらいこともある。


　わたしの経験でも、読んでみて、はじめて「あっ、これは無理だ」とわかることもある。


　逆にとっつきにくそうなタイトルで敬遠していた本が、読んでみたら案外にスルスルと最後まで読めたということも一度や二度ではない。


　そこでわたしが誰にでもおすすめできるのは、まず冒頭の30ページを読んでみることだ。





　電子書籍のキンドルであれば、購入までいたらなくても本の最初の10ページぐらいをサンプルとして無料で読める機能も用意されている。


　このサンプル機能を活用して、その本が自分に向いているか、自分のスキルで読める本なのかを確認するという方法もいい。


　この方法のいいところは、本を買った代金が虚むなしくならないことである。





　相性やスキルの違いが読書のハードルになるのは、その本が持っている世界観や物語ではない。文体や言い回し、口調、用語などが問題なのである。


　たとえば、英語で書かれた原著は素晴らしい内容で、自分にも向いているはずなのに、翻訳が下手だったり文体が硬すぎたりして読めなくなってしまっているケースも多い。


　とくに昭和のころに訳されたような古い翻訳は要注意である。


　後述するが、わたしが高校生のころにドストエフスキーの『罪と罰』に挑んで失敗したのも、いま思えば翻訳の問題も、その一因だったのかもしれない。







いま読むべき本の選び方❹


「向いていない」「無理だ」と思ったら、いったん潔くあきらめる





　本を手にとり、30ページ読んで、「これは自分には向いていない」「無理だ」と思ったら、潔くあきらめよう。


　導入部分が長い長編小説などは別として、それより先を読んだら急にすっと頭に入ってくるようになった……などというケースは現実にはほとんどないからだ。


　相性が悪かったり、読むためのスキルが自分に備わっていない本を、無理して読むのはやめよう。時間のムダである。


　それはわたしの経験から断言できる。







いま読むべき本の選び方❺


「いま読んで楽しい本」を読む。楽しいから「知肉」になる





　あらゆる本は楽しむためにある。


　だから、難しい本を読むのが大変なら、簡単な本を読めばいい。


　ドイツ哲学に触れたいのなら、いきなり名著に挑戦するのではなく、入門書を読めばいい。漫画版の入門書だってあるかもしれない。


　そもそも哲学書を読む必要さえないかもしれない。





　たとえば最近の日本の漫画は、素晴らしく奥深い世界観を持っている作品が多い。


　2020年に日本中をブームの渦に巻き込んだ『鬼滅の刃』（集英社）は、人間的に生きることが許されず、鬼となってしまった者たちの哀しみを描いた。


　12年近い年月をかけて長期連載を完結させた『進撃の巨人』（講談社）は、ドストエフスキーの文学を読むような思想に満ちている。


　これらの作品は21世紀的な新しい世界観を描いていて、とても学びが多い。


　ここで極端な意見を言ってしまおうと思うが、年配の委員たちに選考されるため古くさい価値観の小説が多い芥川賞受賞作の純文学よりも、現代の人気漫画を読むほうがずっと大きな人生哲学を手に入れられるのではないか、とさえわたしは考えている。





　読書は楽しまなければ意味がない。


　楽しい読書でなければ、本の中身が頭に入ってこないからだ。


　楽しめるからこそ、自分の血肉になる。いや、本は知が詰まったものだから「知肉」と書いたほうが的確かもしれない。


　難しい本、面白く感じない本、退屈な本を必死で読み進めて、内容を頭に入れようとしても、時間をムダにするだけである。





　もっとも、そうした「自分に合わない」本についても、じつはうまい活用法がある。


　その使い道と見分け方については、本章「名著・難解な本を読むコツ」で解説する。
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本の読み方❶


付箋やハイライト機能を使い、気になる文章をチェックする





　前項で書いたように、まず30ページぐらい読んで、「これはいける！　面白く読めそうだ」と感じる本に出会ったら、いよいよ本腰を入れて読みはじめる。


　いい本を読むということは、自分の「知肉」にしていくということだ。


　つねに「この本はどのように自分の知肉になるだろうか」ということを意識しながら読んでいく。





　とはいえ、慣れないと、そこまで考えながら読むのは難しいだろう。


　そこで最初にとっかかりとしてやるべき作業は、気になる文章などをチェックしていくことである。


　紙の本ならポストイットなどの付箋を貼っていく。電子書籍なら、ハイライトなどの機能を使う。





　わたしは机の上には小ぶりなポストイットを常備している。


　また仕事で移動する際はつねに持ち運んでいるポーチ（この中には名刺入れやクレジットカードなどのカード一式、モバイルバッテリー、ケーブル類、そしてコンパクトな防災グッズなど一式が入っているのだ）にもポストイットを用意しており、電車の中で立ったまま紙の本を読んでいるようなときでも、気になるところがあれば、すかさず付箋を貼る。





　とにかく本というのは夢中になればなるほど、以前に読んだページのことはどんどん忘れていってしまう。


　「家に帰ってから付箋を貼ろう」などと思っていても、そのころにはもうだいぶ先を読み進めていて、どのページに何が書いてあったかなんてたいてい忘れている。


　だから忘れないうちに、気になるところが視界に入っているうちに、すかさず付箋を貼るのだ。


　電子書籍の場合には、リーダーやタブレットの画面を指でなぞるだけでハイライトできるので、ポストイットを取り出す面倒さがまったくない。







本の読み方❷


1冊の本の中で、抽象的で難しそうな部分こそ、丁寧に熟読する





　付箋を貼るときにひとつ注意しておきたいのは、エピソードや会話など読みやすく面白い部分に引きずられすぎないようにすることである。


　エピソードや会話は面白いが、それらは理念や哲学を読者に伝えるための材料として提供されているだけであって、本質ではない。


　本質の部分は、実際にはもっと抽象的な文章で説明されている。


　しかし抽象的な文章は読みにくいから、ついそういうところは読み飛ばしてしまい、わかりやすいエピソードや会話だけを拾い読みしてしまう人は案外多い。これでは理解は深まらない。


　だから次の鉄則を掲げておく。


　「1冊の本の中で、抽象的で難しそうな部分こそ、丁寧に熟読せよ」







本の読み方❸


「メモアプリ」に、重要部分をコピペして整理する





　ハイライトしたり付箋を貼った場所は、それで満足して終わらせないことが大切だ。





　唐突だが、学生のころを思い出してほしい。学校の期末試験前の勉強で、教科書に蛍光マーカーを引いただけで満足し、それで勉強した気になってしまった経験を持っている人はけっこう多いのではないか。


　そしてその若いころの記憶とともに思い出してほしいのは、蛍光マーカーを引いただけではまったく頭に残らないし、実にはならなかったということだ。


　蛍光マーカーを引いた場所を記憶に焼き付け、自分の中に「知肉」として蓄積させるためには、さらに一段階必要なのである。


　そこで「メモアプリ」などに、蛍光マーカー部分をコピペして整理するのである。





　紙の本なら付箋を貼った場所を開き、そのノンブルとともに「メモアプリ」に順に入力する。


　入力は面倒なので、一字一句正確に書き写す必要はない。意味がわかる程度にざっとまとめるだけでいい。


　その際、自分の短い感想を加えておくと、より効果的だろう。





　電子書籍は著作権保護のため、パソコンのアプリで読んでいる場合でも文章のコピペはできないことが多い。


　キンドルもそうで、パソコンやスマホのアプリでも、キンドルリーダーでも、コピペしてメモ帳などに貼り付けることはできない。ただハイライトできるだけだ。


　しかし、電子書籍のメリット❺でも触れたように、じつはここにはちょっとした裏ワザがある。
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　ハイライト機能を使って、コピペしたい場所をハイライトしておく。


　そしてキンドルには、自分でハイライトした場所や書いたメモなどをウェブブラウザで読める「隠れ機能」がある。


　じつは「Kindle メモとハイライト」（https://read.amazon.co.jp/notebook）というサイトがあり、ここには自分が過去にハイライトした文章が、書籍別にずらりと並んでいる。


　そしてこのサイトからだと、なんと普通にコピペできてしまうのだ！


　この「裏ワザ」を使って、「メモアプリ」にコピペするのである。









本の読み方❹


「メモアプリ」への保存をしつつ、同時に本も読み進める





　ここで気をつけなければならないのは、いい本ほど大量に付箋を貼ったりハイライトしたくなり、しかし付箋の量が多すぎるとあとでまとめてコピペするのが逆に面倒になってしまうというジレンマである。


　それほどいい本でなければ付箋の量は少ないから、読後にまとめるのもラクだ。


　しかし、いい本になればなるほど、メモにまとめておくのが大事なのだから、これは本当にジレンマだ。





　そこでわたしが実践しているのは、付箋やハイライトの内容を「メモアプリ」に保存しつつ、同時に本も読み進めるというスタイルである。


　15分ほど読み進めて、ちょっと飽きてきたり疲れてきたりしたら、いったんページをめくるのをやめ、付箋を貼った文章をパソコンやスマホで「メモアプリ」に入力するのだ。


　「自分には本を読む集中力がない」と嘆くことはない。


　これは第8章で詳しく解説するが、たいていの人には集中力なんてそもそも備わっていないのである。


　気にせず、読んでは休み、休んでは読み、と気楽に繰り返せばいい。







本の読み方❺


「その文章の何に感銘を受けたか」短い覚え書きも一緒に書く





　「メモアプリ」に保存する際に大事なのは、自分がその文章の何に感銘を受け、なぜ「保存の必要がある」と感じたのかを短い覚え書きでいいから添えておくことだ。


　そのときは鮮烈に感じたことでも、「メモアプリ」に保存して数週間もすると、すっかり忘れてしまうことが多いからだ。


　だから、「自分の考えたこと」を、短くてもいいから付け加えておこう。


　さらに、もっと簡単でシンプルで面倒のない「奥の手」も紹介しよう。それはスマホの録音アプリを利用する方法である。本に付箋を貼ったりハイライトしたら、その場でスマホの録音アプリを起動して本のタイトルとページ数をまずしゃべり、「何に感銘を受けたのか」を音声で残しておくのである。


　iPhoneの「ボイスメモ」という標準アプリなら、パソコンとも自動的に録音内容が同期されているので、本を読み終えてからまとめて録音をチェックし、「メモアプリ」に書き起こしておくといい。





　このとき大事なのは、自分が何にピンときたかを、より具体的に記録しておくことである。


　「この解説は、前に読んだ『○○』という本にも出てきた」


　「これって△△○のニュースにもつながるのでは？」


　「この××という考え方は、言い換えると□□ということ？」


　このように具体的に記しておく。


　「面白い」「感動した！」というような内容のないふわっとした感想だけでは、あとから見返しても「何に面白いと感じたのか」がわからなくなってしまう。







本の読み方❻


参考文献リストや引用を参考に「広げていく読書」も可能





　1冊の本を読んだら、そこから「芋づる式」に関係している本を次々に読んでいくことも大切である。


　スパイダーマンが手を伸ばし、手首からシュワッと発射したクモの糸が、きれいに弧を描いて広がっていく。そういうイメージで読書を広げていくのだ。


　いい本は、参考文献リストや引用などもしっかりとつくられていることが多い。


　そういう引用されている本を読んでいくのがいい。


　実際に巻末の参考文献リストを眺めて、面白そうな本を手にとってみよう。


　キンドルの無料サンプル機能を使って、それらの本をちょっと覗のぞき見してみるなど、お金をかけなくても「広げていく読書」は可能だ。


　読み進めてみて面白くなかったら、また元の本に戻り、別のアンテナを立てていく。そうやって芋づる式に、そのテーマについて自分がカバーできる領域を広げていく。


　そうすれば、そのテーマについて自分の中に「ふくらみのある知」を持つことができ、立体的なイメージを描けるようになる。


　そうなれば細部もよく見えるようになり、俯ふ瞰かんできる位置も高くなっていくのだ。





[image: ]







名著・難解な本を、相性やスキル不足のために手放すのはもったいない







　名著や難解な本は、とっつきにくく読みにくいものが多い。本にもよるが、文章が難しく、ページ数も多く、内容も抽象的だったりする。


　とはいえ、その本が「あなたの人生に不要な本である」と言い切れるということではない。


　文体や用語づかいで相性が悪くても、じつはその本が持っている世界観は素晴らしく、いまこそ読むべきであるという本も存在する。


　そういう本を、相性やスキル不足のために手放してしまうのもちょっともったいない。


　名著・難解な本を読むコツについても紹介しておきたい。





　ここから、ドストエフスキーの有名な小説『罪と罰』（光文社古典新訳文庫）を題材にしながら解説していくが、その本を単体として読むだけでなく、その本をとりまく記事やレビュー、入門書などを読んでいくことによって、外堀を埋めていくのがコツである。
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　こうした「外堀情報」は、名著であればあるほど大量に存在するので、活用しやすい。


　具体的には、次のような段階を踏むといいだろう。







①まず書名でグーグル検索し、解説している記事や書評を読む


②アマゾンの商品ページで、レビューを読む


③平易な入門本や解説本を購入して読む


④NHKの『100分de名著』シリーズがあれば、とくにおすすめ


⑤漫画版や映画版を探す









　これによって、その本の全体像を理解できるだけでなく、その本が持っている現代的な意味や歴史の中における立ち位置など、さまざまな背景知識を得ることができるのだ。







『罪と罰』を例に、読みこなすコツを解説すると







　わたしは『罪と罰』を10代のころにはじめて読んだが、やたらと長いうえにロシア文学特有の人名の複雑さなどもあり、読むのにひどく難渋したことしか覚えていない。内容もさっぱり忘れてしまったし、そもそも読み終えたかどうかさえ記憶になかった。


　それから長い年月が経った2008年、光文社古典新訳文庫からこの本の新しい翻訳が出た。訳したのはロシア文学者としてドストエフスキーの研究で名高い亀山郁夫さんである。


　光文社古典新訳文庫はそれまでにも何冊か読了し、「新しい翻訳だとこんなに古典も読みやすいのか」と感動していたので、『罪と罰』全3巻にも思わず手を出した。


　そしていっきに読み終え、「なんて素晴らしい小説なのだ！　こんな傑作だったとは！」と、いまごろになって天に向かって吠えた。


　誰もが認める傑作であり、それを亀山さんの平易でわかりやすい翻訳で読めたことには感動しかなかった。







名著を読みこなすコツ❶


まず書名でグーグル検索し、解説している記事や書評を読む





　では、これから『罪と罰』に挑戦する人は、どう読みはじめればいいか。


　まずおすすめは、読みはじめる前に、グーグルで情報を検索し、「概要」を押さえることである。





　ウィキペディアにはドストエフスキーも『罪と罰』もどちらの項目も掲載されている。


　まずウィキペディアの『罪と罰』の項目を読み、ドストエフスキーがなぜこの小説を書いたのかという背景事情を学ぶ。


　『罪と罰』は、貧しい大学生ラスコーリニコフが、金貸しで強欲なおばあさんを殺害する物語である。


　なぜラスコーリニコフが凶行にいたったのかといえば、それが世のためになる善行と信じたからだ。


　殺人は法的にも倫理的にも許されないが、彼は「選ばれた人間が社会のためにおこなうことであれば、社会や道徳を踏み外す権利を持っている」というゆがんだエリート意識のようなものを持っていた。


　ところが、おばあさんを殺しにいったラスコーリニコフは、強欲とは関係のない彼女の妹まで一緒に殺害してしまう。


　これに彼は苦悩し、さらに自己犠牲的な娼婦ソーニャが登場して、彼女の生き方に心打たれ、最後には自首してシベリアの監獄へと送られるのである。


　ウィキペディアには、この本のコンセプトが短く書かれている。


　「惨さん憺たんたる生活を送る娼婦ソーニャの、家族のために尽くす徹底された自己犠牲の生き方に心をうたれ、最後には自首する。人間回復への強烈な願望を訴えたヒューマニズムが描かれた小説である」


　こういう背景知識が、グーグル検索したり、ウィキペディアを読んだりすることでわかる。







名著を読みこなすコツ❷


アマゾンの商品ページで、レビューを読む





　グーグル検索だけでなく、書籍の場合にはアマゾンの商品ページに掲載されているカスタマーレビューも参考になる。


　いま紹介したウィキペディアの中には、項目によっては専門の研究者が執筆しているのか、なかなか難解なものもある。


　だから、アマゾンレビューを見ておくのはおすすめである。





　たしかにレビューの中には、「荒らし」や「ステマ」もあるので注意が必要である。著者をただ、けなしたい人が「荒らし」目的でレビューを書いていたり、お金をもらってヨイショのレビューを書いているステマもある。


　よって、アマゾンのレビューを読むときは、「トップレビュー」と表示されているものがいい。「ベスト50レビュアー」「ベスト100レビュアー」と表示される優れたレビュアーのレビューを読むのもいい。


　また、本を購入せず読みもしないで「荒らし」のレビューを書く人を避けるため、レビューに「Amazonで購入」と表示されているかどうかも見たほうがいいだろう。







名著を読みこなすコツ❸


平易な入門本や解説本を購入して読む





　さらに、入門書も探してみよう。


　アマゾンで検索してみると、いろいろな入門書が見つかる。


　本の説明や読者レビューを見ながら、なるべくわかりやすく書かれていそうなものを探してみよう。


　入門書は「名著への入り口」としてさっと読みこなせるものがいいので、キンドル版に絞って検索するのもいい。名著に悩んでいるときに、電子書籍ならすぐに手にとれるからだ。


　『罪と罰』についてもアマゾンで検索してみると、いろいろな入門書が見つかるが、同じくドストエフスキーの研究者として知られ『罪と罰』の翻訳も手がけているロシア文学者・江川卓さんの『謎とき『罪と罰』』（新潮選書）という本があった。
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　この本には、ドストエフスキーが作品の中にしかけたさまざまなジョークや語呂合わせなどが紹介されていて面白い。


　こうやって入門書を購入し、知識を深める。







名著を読みこなすコツ❹


NHKの『100分de名著』シリーズがあれば、とくにおすすめ





　入門書の中でも、とびきりの良シリーズがあるので紹介しておきたい。


　それはNHKのテレビ番組『100分de名著』だ。


　テレビ番組だが、「NHKオンデマンド」でも配信されているほか、書籍にもなっている。書籍版はわりに薄くてコンパクトで、とてもとっつきやすい。


　分厚い名著を前に「こんな厚い本を読むのか……」とひるんだ人も、『100分de名著』の本なら気軽に手にとれるだろう。





　名著に挑むときには、まず最初に『100分de名著』で取り上げられているかどうかをチェックし、取り上げられていれば、それをチェックするのがベストな方法だ。





　『罪と罰』も『100分de名著』で取り上げられている。


[image: ]


　解説しているのは、翻訳者の亀山郁夫さんである。


　書籍版も出ているが、残念なことにもう絶版になっている。古本はアマゾンで手に入るが、1500円以上のけっこうな高値がついている。


　しかしありがたいことに、テレビ番組版がいまでも「NHKオンデマンド」で観られる。全4回あり、1回が110円。全部観ても440円とお得だ。


　しかもテレビ番組ではタレントの伊集院光さんが出演していて、伊集院さんのコメントや感想が面白いうえに大変鋭く、頭に入ってきやすい。


　書籍版でも放送版でも、好みに応じて利用するのがいいだろう。





名著を読みこなすコツ❺


漫画版や映画版を探す





　誰もが知っているような名著だと、漫画版が出ていたり、映画化されていることもある。


　漫画好きな人なら、漫画のほうがストーリーがすっと頭に入ってきやすい。


　登場人物も映画や漫画のほうが登場人物が見分けやすく、キャラクターが立っているので、頭を整理しやすいというメリットがある。





　映画や漫画になっているのは、小説だけとは限らない。


　たとえばトマ・ピケティというフランスの経済学者が書いた『21世紀の資本』（みすず書房）という学術書は世界で300万部以上も売れて「今世紀最大のベストセラー」とまで呼ばれている名著だが、日本語訳は700ページ以上もある超のつく分厚さで、内容もかなり難しい。この本を読み通せる人はそんなにいないだろう。
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　しかし『21世紀の資本』は映画化されている。


　ピケティ本人が登場して解説していたり、古い映画の映像を使ったりと、わかりやすい内容で2時間足らずにまとめられている。アマゾン・プライム・ビデオなどでも配信されており、これを観るだけでも『21世紀の資本』の内容はだいたいは理解できる。





　『罪と罰』も何度となく映画化されているが、わたしのおすすめは漫画版だ。


　こちらもいくつか出ているが、まず最初に読むといいのは、岩下博美さんの『罪と罰（まんが学術文庫）』（講談社）だ。
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　原作に忠実な内容で、しかも1冊で完結しているので手軽に『罪と罰』の世界を理解することができる。


　岩下さんは『罪と罰』以外にも、同じドストエフスキーの『カラマーゾフの兄弟』や、さらにはマルクスの『資本論』まで漫画化していて、こちらもおすすめできる。
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　ほかにも、落合尚之さんの『罪と罰 A Falsified Romance』（双葉社）は、ドストエフスキーの原作を下敷きに、舞台を現代の日本にしている。ストーリーは原作からかなり改変されているが、ドストエフスキーの哲学を新しいかたちで見事に描いていて、大変な傑作である。
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　この漫画を読んだだけだと、『罪と罰』そのものを理解することにはならないが、先ほど紹介した岩下博美さんの漫画とあわせて読むと、理解がさらに深まってぐいっとドストエフスキーの世界観に近づいた感覚が実感できるだろう。


　この『罪と罰 A Falsified Romance』はテレビドラマにもなっていて、DVDが発売されている。







名著は「多様な視点」を学ぶための素材







　わたしたちにとっての目標は、たんに「名著を読む」ということではない。


　「わたしは『罪と罰』を最後まで読み通した」という事実があったとしても、それはたんなる記録的なものへのあこがれでしかなく、しょせんは自己満足である。





　わたしたちの大事な目標は、『罪と罰』を素材にして、世界を学ぶことである。


　『罪と罰』を読んで、ドストエフスキーという「偉大な文豪の視点」をわがものにすることで、文豪が世界をどう認識していたのかを学ぶことができる。


　それによってわたしたちは、世界のアウトラインを「文豪の世界観」を通して見ることができるというわけだ。





　名著はそのための素材なのである。


　名著は素晴らしいが、わたしたちの「知肉」にならないのであれば、それはたんなる文字の集まりにすぎない。文字の集まりにすべて目を通して読破しても、それはたんなる「読んだ」という記録にすぎない。


　だから、自分にとって「知肉」となる本は、世に知られている名著であるとは限らない。


　忘れ去られた絶版の本であろうが、初版部数の少ない自費出版の無名本であろうが、入門書であろうが、ガイドブックであろうが、それらが「知肉」となってわたしたちが世界のアウトラインを学ぶ手助けになるのであれば、それで十分なのだ。
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実用書の読み方







　実用書も大切な「知」のひとつなので、そのわたしなりの読み方も紹介しておこう。





　実用書の多くは、強く大きな世界観を持っているわけではない。


　なので、「最初から終わりまできちんと読んで、その世界観を理解する」という作業は必要ない。


　実用書を読むときは、「本のあちこちにちりばめられている『知の断片』を吸収する」という姿勢を持ちたい。





　まず「まえがき」や「はじめに」「プロローグ」などを読んで、「その本がどんな『知』を伝えようとしているのか」をつかむ。


　それがわかれば、あとは目次を眺め、自分に必要なところだけを拾い読みしていく。





　全体をざっと斜め読みして、どんなことが書かれているのかを「メモアプリ」に箇条書きに記録しておくこともおすすめだ。


　あとになってから、さまざまなノウハウが必要になってくる場面もあるからだ。


　「そういえば、このノウハウって、前に読んだ何かの本に書いてあった気がする」といううっすらとした記憶があれば、必要なときに「メモアプリ」を適当なワードで検索して、その本のメモを拾い上げることができる。





　実用書で大事なのは、このようにして自分の「知の保管庫」として利用するということである。


　すぐに必要になるわけではないが、ひょっとしたらこの先どこかで必要になる知識。


　自分の「知肉」になってくれるほどの世界観はないが、知の断片がちりばめられている本。


　それが実用書である。







ビジネス書の読み方──3つのタイプに分類する







　では、ビジネス書はどう読めばいいか。





　ビジネス書というのは「ビジネスの知識や考え方などが得られる本」とされているが、カバーする範囲はとても広い。実用書寄りの本もあれば、自己啓発書寄りの本もある。名著のように、深い世界観を持っている本もある。


　だからビジネス書を手にとったときに最初にやるべきことは、その本が「どういうビジネス書なのか」をまず調べてみることである。







①「実用書系のビジネス書」なのか


②「自己啓発系のビジネス書」なのか


③「世界観系のビジネス書」なのか









　この3つに分類できれば十分である。





　目の前の本がどの系列かを調べるのには、まずアマゾンの商品ページの説明を読み、それから書籍の「はじめに」と「目次」を眺めれば判断できる。それらにどのような言葉が使われているのかを調べるのだ。


　「実用書系のビジネス書」であれば、実用的な項目が並んでいる。


　「自己啓発系のビジネス書」なら、「成功するノウハウ」「わたしはなぜこのトラブルを切り抜けられたのか」といった自己啓発的な項目が並んでいる。成功した経営者の自伝や伝記は、たいてい「自己啓発系」である。


　「世界観系のビジネス書」は、ビジネスや会社の話に終わらず、社会や歴史などにまで話を広がらせて語っていることが多い。そういう言葉が使われているかどうかを見る。





　「世界観系のビジネス書」は、内容が難しいところにまで踏み込んでいることも多いので、先に解説した「名著・難解な本を読むコツ」を使ってほしい。実用書の読み方にも応用できる。


　では、「自己啓発系のビジネス書」や「自己啓発書」はどうか。







自己啓発書の読み方──正解に見えるものは、たいてい「後出しジャンケン」







　第1章で、「偏りが強いメディアの問題」について触れた。


　「偏りの問題」というのは政治などの面倒なイデオロギーのジャンルだけではなく、ビジネスや自己啓発などの分野にも当てはまることだ。


　そもそもビジネスにも人の生き方にも、正解など存在しない。


　正解に見えるものは、たいていの場合は「後出しジャンケン」である。





　たとえば成功した経営者の自伝を読むと、「わたしはこうやって成功した」「あなたもこうすれば成功する」という文言があふれている。


　でも、本当にそのとおりにやったら、成功できるのだろうか。





　「みんな、『どうやったら売れるのか』の答えを求めたがるが、絶対に売れる方法なんかありません」


　以前、ある販売コンサルタントから聞いて「なるほど！」と感じた言葉がある。


　その人はこう断言した。


　「もしひとつだけ確実な法則があるとしたら、それは『これをやったら必ず失敗する』という法則だけです」


　つまり、われわれにできることは、失敗を避けるように努力することだけなのだ、と。







人は誰でも、自分の無限のパワーを信じたいもの







　しかし成功した経営者は、そうは思わない。自分が道を切り開いてきたのであり、導かれるようにしてこの成功にまでたどり着いたのだと信じている。


　なぜそう思ってしまうかといえば、自分の成功がたんなる運や偶然でしかないのだったら、それはあまりにも切なすぎるからだ。


　人は誰でも、自分の無限のパワーを信じたいのである。





　もちろん、無能な者が成功できることはめったにない。


　例外は少しはあるが……成功した経営者は、たいていがとびきり優秀だ。


　しかし超優秀だからといって、全員が成功できるわけではない。そんなものは過去の歴史がとっくに証明してしまっている。


　くだらない内容の本が売れることはめったにない……例外は少しはあるが。


　素晴らしい本はたくさんあるが、それらのすべてが売れるわけではない。


　人生もそれと同じである。





　超優秀な経営者も、いろいろな難題やハードルにぶつかって、時には誰かに騙され、煽られ、押し流されて、無数の分岐点を選択しながら、それでもなんとか生き延びてきた。


　それはかなりの部分が確率論による運だったのは間違いない。


　噓だと思うなら、そういう無数の分岐点のひとつに悩んでいたとき、


　「もし『別の選択肢』に進んでいたら、いまと同じ立ち位置にいたと思いますか？」


　と問いかけてみればいい。


　それでも「イエス」と胸を張れるのは、かなり傲慢な性格の人か、そうでなければ自分自身への正確な認識が欠けている人だ。







「後出しジャンケン」のきれいごとを鵜呑みにしてはいけない







　そもそも、人生はあみだくじのようなものである。


　いくつもの選択肢を経て、いまがある。





　結果としてその選択がおおむね正しかったので、いま現在、その人は成功者の地位にいるのかもしれない。


　そして過去を振り返れば、あみだくじの上で正しい選択肢を選びながら、ここまでやってきたように見える。


　「この選択をやってこられたのは、わたしの能力だ。選択肢がたくさんあったのではなく、じつは運命づけられた一本道だったのだ」


　そんな「後出しジャンケン」のきれいごとを鵜呑みにして、「こうすれば成功するんだな！」と経営者の成功本や自己啓発書を消費する人も少なくない。







[image: ]　自己啓発書は「カンフル剤」のようなもの？







　社会学者の牧野智和さんは『日常に侵入する自己啓発』（勁草書房）という著書で面白い指摘をしている。
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　この本によれば、自己啓発書は「カンフル剤」のようなものだという。


　読むとなんとなく元気が出る。よしやってみようと思う。


　でも日々仕事をしているとだんだん疲れてきて、どうしていいかわからなくなる。


　そんなとき、また自己啓発書を手にとる。なんとなくやる気になる。そこに情報の正しさや正確さはまったく求められていない。


　カンフル剤は、時には必要だと思うし、否定はしない。


　しかしカンフル剤ばかり飲んで、必要な栄養素をとらずにいれば、健康は必ず損なわれる。









　栄養をたっぷり含んだ食材を偏りなく摂取し、美味しく食事をとることこそが健康の秘訣だ。


　情報も同じである。


　自己啓発書や経営者の成功本ばかりを読んでいないで、この世界をよく認識できる「偏りのない情報」を横断的に取得していくことが、よりよい世界認識の第一歩なのである。


　そしてそのような情報を収集分析する能力を身につけることこそが、21世紀においては、じつは重要な生存スキルにもなっているということを、わたしたちは認識しなければならない。
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「集中力を長時間、保てない時代」の読書術







　最後に、本は「いつ」「どこで」読むのか、わたしなりの読書スタイルも紹介しておこう。





　われわれ21世紀の人間は、まとまった時間をつくるのが苦手になった。


　集中力を長い時間、保つことができなくなっている。


　だから昔の人のように、机の前に正座して本に没頭するなどという美しい読書スタイルは、もはやかなわない。


　しかし、これは第8章で詳しく解説するが、集中力が足りないからといって嘆く必要はまったくない。


　スキマ時間を活用して、あらゆるときに、あらゆる場所で、あらゆる姿勢で1冊の本を読み進めればいいだけなのである。





　キンドルのような電子書籍は、どこまで本を読んだかをクラウドで管理し、パソコンやスマホ、タブレット、電子書籍リーダーなどさまざまな機器で同期してくれるので、この読み方に非常に適している。


　使う機器を、次から次へとその都度変えても、さっき読み終えた場所から読みはじめることができる。


　本は寝っ転がって読みたいときもあれば、机の前に座って読みたいときもあるし、電車の中で立ったまま読みたいときもある。


　これも、機器をその都度変えれば、臨機応変に対応できる。







わたしの読書スタイル❶


スキマ時間で1日2時間捻出する





　たとえばわたしは、仕事場でパソコンに向かっている最中に「ちょっと本を読みたいな」と思ったときは、パソコンのキンドルアプリを起動させてパソコンの画面で読む。


　「おっと、そろそろ打ち合わせの時間だから出かけないと」と、バッグを手にして仕事場を出て、最寄り駅に着く。


　ホームに行くと、次の電車まではまだ5分ある。


　そこでスマホを取り出し、スマホのキンドルアプリを起動して、パソコンで読んでいたところから続きを読む。


　電車に乗っても、そのままスマホで読みつづける。


　長い打ち合わせが終わって、仕事場に戻ってきた。パソコンの作業に戻る前に、ちょっと休憩したい。


　誰も見ていないのをいいことに、ソファに寝っ転がる。


　こういう姿勢のときは、軽量なキンドルリーダーがありがたい。ウトウトしてしまって顔に落ちてきても痛くない。手から落としても、樹脂製なので壊れにくい。


　新幹線や飛行機などで長時間移動しているときは、iPadなどのタブレットで本を読む。読書に飽きたら、映画やドラマなどで気分転換することもできるからだ。


　漫画を読むときも、白黒のキンドルリーダーよりもフルカラー大画面で描写スピードが速いタブレットのほうが読みやすい。


　ただしタブレットやキンドルリーダーは、バッグから出すのが面倒なときもある。


　とくに混んでいる電車や、ほんの十数分程度しか乗らないタクシーの中ではそうだ。そういうときは、すかさずスマホを手にすれば、読書時間をロスしないですむ。





　こうやって小刻みに本を読むことで、トータルすればわたしの場合は1日に2時間ぐらいは読書にあてている。


　これぐらいの時間を使えば、本の内容にもよるが、3日に1冊ほどは読了できるようになる。


　そうすれば月に10冊。十分な読書量である。







わたしの読書スタイル❷


とにかく小刻みに読む





　とにかく小刻みに、効率よくどんどん読んでいくこと。


　これが非常に大切なポイントである。





　「自宅の椅子じゃないと本がじっくり読めない」


　「あの図書館のあの座り心地のいい椅子じゃないと」


　「お気に入りのあそこのスタバで、いつもの角の席が僕にとって大事な読書専用の場所」


　「寝る前にベッドで本を読むのが好き。それ以外は落ち着かない」


　「午後の休憩のお茶のときにカフェで本を開く。これが読書時間」


　もちろんどこでいつ本を読むのかは個人の自由なので、好きにすればいいが、そんなふうに自分で読書する時間と場所を決めつけてしまうと、読書に使える時間はどんどん減っていってしまう。


　せっかくのマルチデバイス時代、本はもっと自由自在に読むほうがいいのだ。







[image: ]　ミニマリストに学ぶ読書のヒント







　読書の話とはちょっと外れるが、ミニマリストというライフスタイルがある。


　自宅の家具や電子機器、日用雑貨などの所有物はできるだけ減らし、身軽でシンプルな生活をしようというものである。


　わたしもどちらかというと、最小限の所有物でミニマリスト的な生活を送っている。


　ミニマリストはモノが少なすぎて不便だと思われることが多いが、じつはまったくそんなことはない。


　なぜならミニマリストには「街で暮らす」という合い言葉があるからだ。


　「街で暮らす」というのは、近所にあるカフェやレストランを自分の家のダイニングルームのように使い、近所のコンビニやスーパーはキッチン、くつろげるカフェはリビングルーム……と街にあるさまざまな施設を有効活用して、街全体を自分のくつろげる場所にしようという考え方である。


　そうすれば自宅のモノは減らせるし、それ以上に「慣れれば、どこに行ってもくつろげるようになる」という精神的なメリットがある。


　「自宅のソファじゃないとくつろげない」「枕が変わると眠れない」という人は多いが、ミニマリスト生活をしていると、だんだんとそういう呪縛がなくなっていく。


　つまり、ミニマリストのスピリットというのは、「どんな場所でも暮らせるし、どんな場所でもくつろげる。そのように自分を適合させていく」ということにある。









わたしの読書スタイル❸


「ミニマリスト読書」を体得しよう





　読書の話に戻せば、これからの読書は、このミニマリストと同じである。


　「ここでなければ本が読めない」「この時間じゃないと本が読めない」という呪縛から自分を解き放ち、マルチデバイスを駆使して、いつでもどこでも本を読めるように自分を改造していく。


　そうして「ミニマリスト読書」を体得していくのだ。


　どんな場所でもどんな時間でも、どんな姿勢であっても、どんな環境でも、本を読めるようにすることなのだ。


　机がどうとか椅子がどうとかじゃなく、紙や画面の中の文字とだけ自分がじっくりと向き合うこと。


　読書の本質は、文字と文章に自分が向き合うことである。


　それ以外のことは全部、余計な夾きょう雑ざつ物ぶつであると知ってほしい。
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情報を「知肉」にできるかは「情報の保存」のやり方次第







　メディアの記事の読み方や本の読み方を、ここまで徹底解説してきた。


　しかしそれで満足して終わってしまってはいけない。序章の【大前提4】で述べたように、せっかく読むことで得た「知識や視点」から「概念」をつかみ、「世界観」をスケッチし、それをあなたの「知肉」にしなければならない。





　では、どうすれば読んだものが「知肉」になるのだろうか。


　答えは簡単だ。


　それは、「知識や情報の保存」のやり方次第なのである。





　ポイントは、情報の保存先を2つに分けることだ。


　「頭の中に保存するもの」と「脳の外側であるコンピューターへ保存するもの」を区別するのである。


　そうすることで、「コンピューターに保存した知識や情報」から、頭の中で「概念」を導き出し、「世界観」を読み取り、それを自分の「知肉」に変えていけるのだ。


　その具体的なやり方を、本章で解説していこう。
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「頭の中に保存」と「コンピューターへ保存」







　なぜ「頭の中に保存するもの」と「コンピューターへ保存するもの」を分ける必要があるのか。それを解説していく前に、まずは「コンピューターへ保存」のメリットを整理しておきたい。







❶容量に限界がない




　ひとつめに、コンピューターには容量に限界がない。人間の脳はたくさんのことを覚えていられないが、コンピューターの容量は事実上無限に大きい。


　文章のようなテキストデータだったら、ひとりの人が一生に読める以上の量がほぼ無料でクラウドに保存しておける。







❷コンピューターは決して忘れない




　2つめに、コンピューターは決して忘れない。人間の脳がすぐにいろいろなことを忘れてしまうのと違って、いつでも保存した情報を取り出すことができる。


　しかも記憶があやふやになったりせず、正確に保存してくれている。







❸その都度、必要な情報を取り出しやすい




　3つめに、その都度、必要な情報を取り出しやすい。


　脳の記憶だと「ど忘れ」や「うっすら覚えているけど、どうも思い出せない……」ということがよくある。年齢を重ねれば、記憶はますます取り出しにくくなる。


　しかしコンピューターの記憶であれば、キーワード検索やタグなどをとっかかりにすれば、確実に必要な情報を取り出すことができる。







「コンピューターへ保存」のデメリットは？







　しかし、「コンピューターへ保存」にはデメリットもある。


　頭の中に保存するのと違って、コンピューターに保存されている情報は「概念」になっていない。


　「概念」というのは、本書でこれまで述べてきたように、わかりやすくいえば、「さまざまな情報」がひとつの物語や順序によってまとめられ、ひとつの「世界」のようになっているという意味だ。


　本書では「ゾウ」を例に説明したが、「自分のこれまで生きてきた人生」を例にして考えてみるのも、わかりやすいだろう。





　たとえば、わたしの頭の中には、わたしが60年生きてきた人生がひとつの物語となって保存されている。


　大阪で過ごした子どものころの思い出、転職した親にともなわれて引っ越した愛知県、そこで進学した牧歌的な高校生時代。東京の私立大学に入学が決まり、安いアパートを探し求めたこと。ロッククライミングにハマり、大学に行かなくなって最後は中退し、なんとか学歴不問の新聞社にもぐり込んだこと。そして事件記者時代に大病をして退職を決意し、フリージャーナリストとして再出発したこと……さまざまな思い出やエピソードがつながって、ひとつの人生の物語になっている。


　つまり、「佐々木俊尚は、こういう人生を歩んできたこういう人物である」というひとまとまりの世界になっている。


　これが「概念」だ。







「乱雑な情報」をつなぎ合わせて「小説（物語）」をつくる







　たしかに、わたしの人生は「コンピューターの中にも保存」されている。


　過去に撮影した写真、書いた文章、メールやメッセンジャーでのいろいろな人とのやりとり。さまざまな土地に旅行に行ったり登山したりしたときの移動のコースは、グーグルマップにも自動的に記録されている。アマゾンで買ったさまざまな商品も、アマゾンのコンピューターに保存されている。


　スマホやSNSが広まるようになったのは2010年代だし、パソコンで原稿を書くようになったのもせいぜい1990年代ぐらいからなので、コンピューターに保存されているのは、わたしの人生の場合は、たぶん3分の1ぐらいだろう。


　一方、21世紀になって生まれてきた子どもたちの人生は、ほとんど全部がコンピューターに保存されるようになるはずである。





　そういう違いは置いておくとして、「コンピューターに保存」されているたくさんの写真や原稿やメッセージをただ並べただけでは、それは「人生の物語」にはならない。「人生の断片」を集めただけでは「人生の物語」にはなってくれない。


　それらはただ「乱雑な情報」でしかなく、それを「概念」にするためには、頭の中でそれらの「乱雑な情報」をつなぎ直して、1冊の「小説（物語）」を書かなければならない。







「人間の頭」と「コンピューター」が協力し、苦手なところを補い合う







　たとえば、ある人が20歳のころに付き合っていた恋人へのラブレターがあり、30歳のころに付き合っていた別の恋人との写真があり、その後に生まれてきた子どもの写真があったとしよう。





　「コンピューターに保存」されている3つの情報には、それだけではただの断片の寄せ集めにすぎない。でも本人がその写真やラブレターを見て人生を振り返れば、そこには「物語」が生まれてくる。


　「あの娘が本当に好きだったけど、結局ケンカ別れしちゃったんだよなあ。そのあとに偶然出会った彼女と結婚して……もしあのとき別れなかったら、いまごろオレの人生はどうなっていただろう？」


　これこそが「概念」である。





　コンピューターは記憶力は抜群だが、「物語」を編み、体系にするような思考能力はない。そういう能力は人間の頭にしかない。


　人間の頭は「概念」をつくるのは得意だが、記憶力は弱い。


　だったら、人間の頭とコンピューターの2つが協力して、苦手なところを補い合えばいいのである。







・人間の頭の中　＝　記憶容量は小さいけれど、「概念」にするのが得意


・コンピューター＝「概念」をつくる能力はないが、記憶容量は無限大









　まずは、この違いを頭に叩き込もう。
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分類やフォルダ分けが可能なのは、情報が少ないうちだけ







　インターネットで集めた情報の保存のやり方は、第4章までに説明したとおりだ。


　「SNS」や「RSS」「有料メディア」などで日々の情報収集活動をおこない、集めた情報を「ツイログ」や「ポケット」や「メモアプリ」などのコンピューターに保存する。


　その際、分類したりフォルダに分けて入れたりする必要はない。





　情報が少ないうちなら、きれいに整理もできるかもしれない。


　わたしも1990年代にパソコンで仕事をしはじめたころは、ハードディスクの中をフォルダで分けて、書いた原稿や取材メモ、資料、写真などを引き出しに収めるようにして整理していた。


　しかし20年以上もパソコンで仕事をしていると、過去に溜め込んだ情報は膨大になる。過去に読んだ記事まで含めれば、ものすごい情報量だ。


　なので、もうだいぶ以前から、フォルダに仕分けするのはあきらめた。


　読んだ記事は「ポケット」のアーカイブや、「ノーション」などの「メモアプリ」にどんどん放り込んでいくだけである。







検索しやすいように「タグ」や「見出し」をつける、そのコツは？







　保存するとき、あとから検索しやすいようにタグをつけたり、見出しがつけられるなら簡単な見出しをつけておいたりするのもいい。


　たとえばわたしは、購入した電化製品のマニュアルもPDFにして、ほかの記事などと一緒に「メモアプリ」に放り込んでいる。


　保存するときに忘れずに「マニュアル」というタグをつけ、見出しは「スキャナー　ScanSnap　iX100」など製品の名前を検索しやすいようにズラズラ並べている。


　そうすると、このスキャナーのマニュアルを見たくなったときに「マニュアル」タグから探すこともできるし、製品ジャンルや製品名や型番を検索しても探し出せる。





　タグや見出しは、いわば「とっかかり」である。


　整理する必要はないが、「とっかかり」があると、あとから探し出すときに、ちょっとラクになる。







[image: ]　ツイッターも「とっかかり」になる







　第4章でも書いたが、読んだ記事をツイッターで紹介するのも「とっかかり」になる。


　「ツイログ」というウェブのサービスを使うと、自分がツイッターで記事を紹介した際、一緒に投稿したコメントも保存してくれる。


　人間の脳は面白いもので、見出しやタグは思い出せなくても、自分が書いた感想や紹介文なら案外、覚えていることが多い。自分のツイートを「とっかかり」にして、情報を探せるのである。


　ただし、「絶対にタグや見出しをつけておかなければ！　ツイッターに投稿しておかなければ！」と決めてしまうと、それはそれでしんどくなる。


　情報を保存するのはなるべくラクなやり方がいいので、無理はしないほうがいい。









　また、「とっかかり」がなくても、情報の本文をキーワードで検索することもできる。


　たとえばグーグルのストレージのサービス「グーグル ドライブ」は、過去に書いた文章や保存した情報、作成したパワーポイントのファイルなどから「全文検索」ができる。


　これを活用すれば、たいていの情報は探し出せる。







『罪と罰』なら、何をどう保存すればいいか







　次に「頭の中への保存」は、どうすればいいのか。


　前章で扱った『罪と罰』を題材にし、さらに具体的に解説してみよう。





　この小説を読んだとき、「頭の中に保存する」べきものとして、


　「作者の名前」


　「いつの時代に書かれた本か」


　「あらすじ」


　ぐらいはすぐに思いつくだろう。短くまとめれば、こうなる。





　帝政ロシア時代の19世紀なかばにドストエフスキーが書いた。


　貧しい大学生ラスコーリニコフが強欲な金貸しのおばあさんを殺害する。


　ラスコーリニコフは世の中のためになると信じていたが、偶然居合わせたおばあさんの妹も一緒に殺してしまい、苦悩する。


　娼婦ソーニャにさとされて最後は警察に自首し、刑務所へと送られる。







　しかしこれだけだと、小学生の読書感想文レベルでしかない。





　じつは、大事なのはあらすじや作者の名前ではない。


　「『罪と罰』ってこんな話だよ」とウンチクを披露するには、あらすじを覚えておくのはいいかもしれないが、それだけでは自分の「知肉」にはならない。





　前章で説明したように、名著を読む大事な目標は、「その作家の世界観」を学ぶことである。名著はそのための素材である。


　そのためには、名著というテキストの集まりから、「概念」をつかむ必要がある。


　『罪と罰』から「概念」を引っぱり出して、その「概念」を並べていくと、「ドストエフスキーの世界観」が見えてくるのである。


　その「世界観」をきちんと学ぶと、自分の「知肉」になる。





書籍を読む → 「さまざまな知識や視点」を得ることで「さまざまな概念」をつかむ → 「世界観」が見えてくる → 「知肉」にしていく







　つまり、こうした流れをつくるのである。
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「メモアプリ」に保存した箇所







　わたしはどのようにして『罪と罰』を「知肉」にしていったか。


　具体的な流れを紹介しよう。





　『罪と罰』を読むだけでは、それを深く理解して「知肉」にしていくことは、なかなか一般の人には難しい。


　『罪と罰』そのものに加えて、その周辺の入門書、漫画などあれこれを読み、いくつもの「概念」を抜き出していき、より深く広い「世界観」を見ていくようにすることで、それははじめて「知肉」になる。





　たとえば、わたしは『100分de名著』のテレビ番組版を見ながら、伊集院光さんのいくつかのコメントをパソコンのキーボードで書き起こして、「メモアプリ」に会話を保存していった。





メモA


伊集院　世の中で起きるさまざまな犯罪の中で、心が揺さぶられるのは、もともとはすごく真面目な人が、その真面目さが報われなかったことで、世間に対して「話が違うじゃないか」と突きつけること。


　優等生だった人のほうが、じつはとんでもないことを起こしたりする。


　ラスコーリニコフは、それにすごく似ていると思う。


　法学部の学生で法やルールを学びたかったのに……オレが法やルールを見放したんじゃなく、おまえらがオレを見放したんじゃないかと考える。それがグッとくる。







　伊集院さんのコメントを動画で見ていて、まずは右のようなコメントを、メモAとして記した。


　なぜこのメモAを記録したのかというと、次のような、驚きを感じたからである。





　「真面目すぎるために、社会から見放されたと思ってしまう人がいるんだな」


　「真面目で自分は社会に貢献しているのに、社会は自分に貢献してくれないって思っちゃうんだろうなあ」







抜き出した「メモ」から「概念」をつかむ







　「概念」は、何度も書いているように、「さまざまな情報がひとつの物語や順序によってまとめられ、ひとつの『世界』のようになっている」というような意味である。


　国語のテストにあった「作者はこの文章で何を書こうとしたのですか」という質問が「概念」だ。





　このメモAから、わたしがつかんだ概念Aは、こうである。





概念A


　「優等生だからこそ、反社会的になることもある」という不思議な矛盾が人間にはある。







　「概念」は、登場人物の名前やあらすじのことではない。


　著者のドストエフスキーが、いったい何を伝えようとしているのかということを、短い文章で表したものである。





　以前に紹介したが、ウィキペディアの『罪と罰』のところには、こう書かれている。


　「人間回復への強烈な願望を訴えたヒューマニズムが描かれた小説である」


　まさにこれが「概念」である。







「メモ」から「概念」をつかむ2つの実例







　主人公のラスコーリニコフには、傲慢な面もある一方で優しい面もあった。貧しい人に出会うと、なけなしの金を渡してしまうような行動もしている。


　これについて、伊集院光さんと解説の亀山郁夫さんの会話をメモした（メモB）。





メモB


伊集院　ラスコーリニコフは殺人を犯しながら、一方で貧しい家族にお金を与えている。


　その家族の娘からお礼のキスをされる。そこで勇気が湧く。


　ということは、殺人を犯した自分の行為を肯定していることになる。


　なんという二面性の極みのキャラクターなんだろう。


亀山　2つの自我を持ってしまっている。それこそが自己分裂。


伊集院　そこは共感できる。


　思春期のころ、こんなにどうしようもない自分は消えてなくなればいいのにと思っていた。


　その一方で、オレみたいな人間がこんなところにくすぶっているのはおかしいと思っているような、そういう両方の面を持っていた。







　抜き出したメモBからわたしがつかんだ概念Bは、こうである。





概念B


　人間は単純に「善か悪か」と分けられるのではなく、「善でも悪でもある」という二面性を持っている。







　そしてラスコーリニコフは「正義のために天才は凡人を殺してもかまわない」という極端な思想を持っていた。


　亀山さんと伊集院さんはこんな会話もしていたので、これも書き起こしてメモした（メモC）。





メモC


亀山　人類の歴史は、天才が凡人の権利を踏みにじることによって、むしろできてきた。そういう側面があるとまで言っているけれど、ここには大きな間違いがある。


　人類の歴史における犯罪と、個別の状況における犯罪をはき違えている。


伊集院　それは現代の犯罪でも起きやすいと思う。







　この会話を見ていて、わたしはこういう感想を抱いた。





　「自分が天才だと思っちゃうなんてヤバイよなあ」


　「何の根拠もないのに……それで自分が凡人を殺していいなんて思うなんて」


　「でも、現代でもそういう事件、たしかにたくさん起きているなあ」





　このメモCからわたしがつかんだ概念Cは、次のようになる。





概念C


　自分を「すごい」と思ってしまうと、他人を平気で踏みつけられるようになってしまう。これは危険な落とし穴で、現代でもそう思ってしまう人たちがいる。











メモは「コンピューターへ保存」し、概念は「頭の中に保存」する







　こうやって抜き出したメモから「概念」をつかんでいくわけだが、それを最大限活用するには、どのように保存すればいいのだろうか。





　わたしがやっているやり方は、「メモA」「メモB」「メモC」は、「コンピューターへ保存」する。


　一方、そこからつかんだ「概念A」「概念B」「概念C」は、「頭の中に保存」する。


　「概念」を「頭の中に保存」するのは、そのほうが思い出しやすいからである。


　「コンピューターへ保存」してしまうと、脳は「もう覚えておく必要はなくなった」と記憶から「削除」してしまうことが多いからだ。





　しかし、たくさんの「概念」もきっちり把握しておきたいという人は、「メモ」と一緒に「概念」もコンピューターに保存しておく方法を採用してもいいだろう。


　具体的には、メモを抜き出したときに、自分がつかんだ「概念」も一緒に記入しておくのである。


　「メモアプリ」に、「概念」だけを集めた「概念リスト」項目をつくって、そこに随時コピーしておくのもいいだろう。


　そうすれば、折りに触れて「概念」だけを並べて読み返し、自分がどういう学びをしてきたかを振り返ることができる。ほかの記事を読んだあとなどに、「概念リスト」を眺めると、自分がつかんだ「概念」をはっきりと思い出すことができるはずである。







つかんだ「3つの概念」から、「世界観」をスケッチする







　さて、わたしが『罪と罰』でつかんだ先ほどの「3つの概念」を一緒に並べてみよう。





概念A


　「優等生だからこそ、反社会的になることもある」という不思議な矛盾が人間にはある。





概念B


　人間は単純に「善か悪か」と分けられるのではなく、「善でも悪でもある」という二面性を持っている。





概念C


　自分を「すごい」と思ってしまうと、他人を平気で踏みつけられるようになってしまう。これは大変危険な落とし穴で、現代でもそう思ってしまう人たちがいる。







　こうやって自分がつかんだ「概念」を並べて見ていると、ドストエフスキーが当時の彼が生きていた世界をどう理解して、世界の全体をどのような「かたち」で見ていたのかが、おぼろげながら見えてくる。


　この「かたち」を「世界観」とわたしは呼んでいる。


　「世界観」とは、序章のサバンナの例で解説したように、世界の全体がどう見えているのかという「スケッチ」のようなものである。


　「概念」を集めて、世界の全体像をスケッチするのだ。





　『罪と罰』の「3つの概念」を並べてじっくり眺めていると、「ドストエフスキーの世界観」が見えてくるはずだ。


　わたしがスケッチした「ドストエフスキーの世界観」はこうだ。





世界観1


　人間はつねに善と悪のあいだを揺れ動く。


　優等生も反社会的になることがある。


　自分を善だと誤解して、悪だと思ったものを踏みつけて、自分が逆に悪になってしまうこともある。


　善と悪の対立というのは、絶対的なものではないのだ。











「世界観」から、自分のための「知肉」を育てる







　この「世界観」をスケッチしたら、さらに先へ進む。


　「世界観」から、自分のための「知肉」を育てるのである。





　「知肉」とは、まるで自分の血液や筋肉を育てるように、スケッチできた「世界観」を、自分の仕事に活かしたり、生きる指針にしたり、自分の行動原理にしたり、自分の人生の目標にしたり、そのように自分だけの活用方法を育てていくことである。


　つまり、「世界観」を自分の心と頭の中に、しっかりと定着させるということである。


　「世界観1」から、わたしは次のような「知肉1」を育てた。





知肉1


　自分が絶対の善だと思い込まないほうがいい。


　誰かを悪だと決めつけて叩くのもよくない。


　つねに善と悪は揺れ動くのだと、心に銘じて生きていこう。







　このようにして名著『罪と罰』はわたしの頭の中にしっかりと定着していったのである。







「ふっと思い出し」から、「さまざまな概念」を相互に結びつけていく







　『罪と罰』から育てた「知肉」は、ほかにもある。


　翻訳者で『100分de名著』にも出演した亀山さんが2009年に出版した『ドストエフスキー　共苦する力』（東京外国語大学出版会）という本も読むと、『罪と罰』の時代と21世紀の現代が近いという話を書いているところがあった。
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　この短い文章を、紙の本から抜き出してメモした（メモD）。





メモD


　『罪と罰』の犯罪は、現代日本で多発している無差別大量殺人と共通点があるかもしれない。







　「無差別大量殺人」というのは、2008年に東京・秋葉原で通行人が襲われて7人が亡くなった通り魔事件のことだ。逮捕されて死刑判決が出た犯人は当時25歳の男で、社会から孤立していたということがさかんに報道された。


　この事件だけでなく、21世紀の日本では小学生8人が殺された大阪・池田小の事件や、36人が亡くなった京都アニメーションの放火殺人、入所者19人が殺された津久井やまゆり園の事件など、無差別大量殺人がたくさん起きている。


　「そういう事件と、『罪と罰』はつながっているのではないか」というのが、亀山さんの言っていることだ。


　だからメモDから、わたしは次のような概念Dをつかんだ。





概念D


　『罪と罰』の主人公の考えは、現代の無差別大量殺人の犯人の考えと共通点がある。







　この概念Dは、抜き出したときには、それ以上に考えは深まらなかった。


　しかし、「概念」はつねに頭の片隅のどこかに置かれているので、ちょっとしたことや何かのきっかけでふっと思い出すことができる。


　そういう「ふっと思い出し」をうまく生み出すのが、とても大事である。







「概念」が結びつくと、自分の中で「新たな世界観」「新たな知肉」が生まれる







　2016年になって津久井やまゆり園事件という無残な事件が起きた。


　犯人がひどい差別発言をして多くの人が震え上がった。


　「意思疎通がとれないような障がい者は、生きていても社会に迷惑をかけるだけであるので、殺害してもよい」


　この発言をニュースで読んだとき、わたしは概念Cの「自分を『すごい』と思ってしまうと、他人を平気で踏みつけられるようになってしまう。これは大変危険な落とし穴で、現代にもそう思ってしまう人たちがいる」をふっと思い出した。


　そこからスタートして、「やまゆり園事件の犯人と『罪と罰』のラスコーリニコフはどこが似ているのだろう」と考え、さらに「当時のロシアといまの日本の社会の背景はどこか似ているんだろうか」と考えた。





　そして概念Dの「『罪と罰』の主人公の考えは、現代の無差別大量殺人の犯人の考えと共通点がある」もふっと思い出した。


　そこから気になってメモDを検索して見つけ、メモDが亀山さんの『ドストエフスキー　共苦する力』から抜き出したものだと再発見した。そこで本棚に行って、以前買ってあったこの本を探したところ、本にはこういうことが書いてあった。





　『罪と罰』が書かれるしばらく前に、ロシアでは農奴解放令が出されて、貧しかった農奴たちは自由になった。自由になったけれども、同時にそれはキリスト教の教えのもとで貧しいながらも自足していた生活から、引き離されることでもあった。





　つまり自由になったけれど、幸せにはなれなかったということか──。


　ここでまた別の、「頭の中に保存」されていた概念Eを思い出した。


　どのメモから引っ張ってきたのかはいますぐ思い出せないが、こんな「概念」だ。





概念E


　恋愛が自由になって、恋愛ができないモテない男は不幸せになった。


　自由な恋愛を楽しめるのは、恋愛強者であるモテる男や女たちだけだ。







　戦前の日本は封建的だったが、21世紀の日本は自由で、好きなように暮らし、誰とでも恋愛できる。そうか、これは農奴解放令が出て農民たちが自由になった19世紀のロシアと似ているのか──。


　ここまで考えて、新たな世界観2を、わたしはスケッチした。





世界観2


　自由は必ず幸せを招くわけではない。自由だから不幸になり、抑圧になることもある。







　そしてこの世界観2から、わたしは自分ごととして知肉2を育てた。





知肉2


　自由が素晴らしいと決めつけるのではなく、その自由が何をもたらしたのかを、つねに問うことを忘れないようにしよう。







　このように「ふっと思い出し」から、「さまざまな概念」を相互に結びつけていく。


　そこに「新たな学び」があり、「新たな世界観」と「新たな知肉」が得られることがあるのだ。







「知肉」を育てる4つのステップを整理すると







　ここまで、ドストエフスキーの『罪と罰』を題材にして、







①気になるところを「メモする」


②メモから「概念をつかむ」


③概念を集めて「世界観をスケッチする」


④世界観から「知肉を育てる」









　という4つのプロセスを解説してきた。





　この4つのプロセスすべてが『罪と罰』という1冊の本だけで完結できているのは、この本が世界的な名著だからである。


　世の中にはたくさんの本があるが、そのすべてに「世界観」があるわけではない。


　1冊で「知肉」を育てるところまでいける本は、むしろ少数派である。


　本だけではなく、さまざまなメディアの記事も同様である。





　ただし、第4章の「選んだ記事をどう読み、どう整理・保存するか。情報整理の方法」で説明したが、たくさんの記事を読めば、それらの記事が持っている「概念」を少しずつ溜めていくことができる。


　ひとつひとつの記事が持っている「概念」は小さく、たわいないかもしれない。


　『罪と罰』のようにたっぷりとは「概念」を持っていないが、チリも積もれば山となる。


　だんだんと溜まり、山になった「概念」をつなげていくと、自分なりの「世界観」をスケッチできるようになる。


　「世界観」ができれば、それを「知肉」へと育てることができるのだ。


　大事なのは、そういう流れをつくることを、つねに意識することである。
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知と知を結びつけてくれる「無意識の領域」で働く献身的な「コビトさんたち」







　もうひとつ、ここで極めて大事なポイントは、頭の中の「さまざまな概念」を結びつけて「世界観」や「知肉」にしてくれるのは、わたしの中の「無意識の領域」であるということだ。





　自己意識のあずかり知らない「無意識の領域」で、突如として情報と情報が衝突して発火し、「新たな視点」が降って湧いたように浮かび上がってくるのだ。





　わたしたちの脳の思考は、系統立っていない。「AがBで、BがCで、だからAはCになる」というような明快な論理で発想が生まれるのではない。


　そういう論理はコンピューターは得意だが、わたしたちの脳はそういう論理とはかけ離れたやり方で、突如として「そうだ、AはFだ！」と思いつくのである。





　カッコいい言葉では「神が舞い降りた」というが、「神」を招くのは「わたし」という自己意識ではない。


　「わたし」はそれをコントロールできない。





　「舞い降り」をやってくれるのは、みなさんの頭の中の「無意識の領域」で働いている、献身的な「コビトさんたち」である。


　「コビトさんたち」が自己意識のあずかり知らぬところで、概念と概念のあいだに神経細胞を発火させて、突如としてつないでみせてくれる。それが「舞い降り」だ。





　「わたし」という自己意識の領域では思いつかないことも、「わたし」がコントロールできていない無意識の領域の「コビトさんたち」なら可能になるのだ。







「無意識の領域のコビトさんたち」が働いてくれる「エサ」をばらまく







　ここまでをいったんおさらいしておこう。情報を「知肉」にする流れは、次のようになる。







①「コンピューターに保存」された情報は、乱雑なままで置いておく


②そこから「概念」を抽出して、「頭の中に保存」しておく


③何かのニュースや出来事や思考をきっかけに、頭の中に保存してある「概念」が、「ふっと思い出し」で登場してくる


④それらの「概念」が、「無意識の領域のコビトさんたち」によってさまざまに結びつけられ、「世界観」と「知肉」が「舞い降り」てくれる









　新しい本を刊行したときなどに、わたしはメディアから取材を受けることがある。


　インタビュアーからよく聞かれるのは、


　「佐々木さんは、この本のアイデアをどのように思いついたのですか？」


　という質問だ。この質問に、いつもわたしは困ってしまう。





　「いや、自分でもよくわからないんですよ……偶然、思いついたというか」


　「何かのきっかけはあったんですか？」


　「きっかけはあったかもしれません。でもそれは無意識のうちにやっていたことなので、自分自身では意識してなかったんですよ」





　ここでインタビュアーは「この人は何を言っているんだろう？」という顔で首をかしげてしまう。


　しかし、「舞い降り」というのはそういうものだ。わたしの自意識が明示的に考えるのではない。


　頭の中に保存してあるたくさんの「概念」を、何かのニュースや出来事や別の思考をきっかけにして「ふっと思い出し」、「概念」と「概念」があれこれと混じり合って、「世界観」「知肉」が生まれてくる。


　それらは全部、「無意識の領域のコビトさんたち」の仕事なのである。





　そのためには、「無意識の領域のコビトさんたち」が自由に働きやすいように、彼らの前に「エサ」をばらまいておいてやることが大事である。


　「コビトさんたち」は、わたしが自由自在にコントロールすることはできないが、彼らが自由に働けるように環境を整備してあげることはできる。





　では、「コビトさんたち」が自由に働けるようにするために、何をすればいいのだろうか。


　そのメソッドを、次章で説明しよう。
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脳の中の雑多なノイズは、できるだけ排除する







　頭の中の「さまざまな概念」を結びつけて「世界観」や「知肉」にしたり、「新しいアイデア」がふと「舞い降りる」のを手伝ってくれるのは、「無意識の領域で働くコビトさんたち」である。


　では、その「コビトさんたち」に、より自由に活発に働いてもらうには、いったいどうすればいいのだろうか。


　後述するように、「コビトさんたち」にとって、最もいい環境は、きれいに清められてチリひとつ落ちていない、まっさらな空間である。脳の中の雑多なノイズは、できるだけ排除したほうがいい。


　しかし、すべてを「きれいでまっさら」にする必要はない。


　ポイントになるのは「乱雑」と「きれいでまっさら」を使い分けることである。
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仕事場の机の上に置いてあるもの







　前章で述べたように、コンピューターに保存されている情報は、乱雑でもかまわない。


　コンピューターだけでなく、自分が情報を取り出しやすいのであれば、机の上や本棚が乱雑でもかまわない。


　うまく情報を取り出せるのなら、問題ないのだ。





　わたしの仕事場の机の上は整理整頓されている。というか、ほとんど何も置いていない。


　ノートパソコンとデスクライト、スマホの充電器、ペンやカッターナイフを置いた小さなトレイがあるだけだ。


　なぜかというと、情報のほとんどすべてはデジタル化してパソコンやクラウドに保存しているからだ。名刺も紙の資料も仕事場に持ち帰ったらスキャナーですぐスキャンしてデジタルデータにし、クラウドに保存する。元の名刺や紙の資料はすぐに捨ててしまう。


　だから机の上はさっぱり何もない。その代わり、クラウドの中の情報は乱雑に置かれている。


　デジタル化するのが好みではない人は、紙の情報を紙のまま保管して、机の上や本棚に置いているのだろう。必要なときに求める情報をすぐに取り出せるのであったら、それでもかまわない。


　大事なのは、







・「情報」の置かれているところは乱雑でもかまわない


・「概念」と「概念」を結びつける頭の中は、きれいでまっさらにする









　この二刀流である。







「神」が舞い降りてくる準備をする







　「無意識の住人であるコビトさんたち」の前に、エサをばらまくように「概念」を置いてやる。


　彼らはそこではじめて「概念」を結びつけはじめるのだが、エサを置く場所はきれいにしておかないといけない。


　乱雑で整理されていないと、「概念」以外のいろいろな「感情」や「気持ち」、あるいは「今日は部屋を掃除しなきゃ」「買い物に行かなきゃ」といった「雑念」などが、頭の中にあふれかえってしまう。


　こういう雑多な思いは「コビトさんたち」の活動に横やりを入れて邪魔してしまうのだ。





　したがって、脳の中にある雑多なノイズをできるだけ取り除き、清浄にしておく必要がある。


　祓はらい清め、「神」が舞い降りてくる準備をするのだ。







[image: ]　神社は神が舞い降りる「清浄な空間」







　古代の日本人は、神々はいろいろな場所をふわふわと浮遊していると考えた。


　時に人々のために、どこかから舞い降りてきてくれる。その場所はとても清浄な空間だった。


　民俗学者の折口信夫は著書『古代人の思考の基礎』（青空文庫、1929年）で、神の降りてくる場所にはしるしの縄である「注し連め縄なわ」を張り、そこには人が侵入することも、そこで作物をつくることも許されなかったと書いている。
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　これが神社の発祥だった。時代がくだってその空間に柱を建てて屋根を置くようになり、いまのような神社の建物になったのである。


　だから神社の本当の中心は、何もないからっぽの空間である。


　からっぽの空間そのものが神なのではなく、からっぽの空間に神が舞い降りてくるのをわたしたち日本人は信じており、だからこそ神社の前で手を合わせてお祈りするのである。


　人間が身を清めて一心に祈ると、目の前に用意されている「空白」の場所へと神が舞い降りてきて、人の前に見えない姿をあらわしてくれるのだ。









　わたしたちも、そのようにして「概念」をうやうやしく扱わなければならない。


　それでこそ「神」は天空からふわふわと舞い降りてきて、新鮮な思考や発見をわたしたちにもたらしてくれるのである。







脳をクリアな状態にするための2つの提案







　では、どのようにすれば、脳を神社のように「清浄な空間」にできるのだろうか。脳にどのようにして「注連縄」を張ればいいのだろうか。


　わたしは次の2つの提案をしたい。







①仕事や生活に必要だが「コビトさんたち」にはノイズとなってしまう雑務を外部に追い出してしまう


②「集中力を高める」というムダな幻想を捨て、より軽やかに「無意識の領域のコビトさんたち」と向き合う









　この2つの提案は、いずれも非常に具体的なメソッドに落とし込めるものである。


　ひとつずつ解説していきたい。
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ノイズになる雑務は、外部に追い出してしまおう







　ひとつめは、仕事や生活に必要だが「コビトさんたち」にはノイズとなってしまう雑念を外部に追い出してしまうという提案。


　具体的にいえば、スケジュールやタスクの管理、道順の確認、請求書発行などあらゆる日常の雑務がこれに当たる。





　とどこおりなく日常生活を送り、仕事を遂行するためには、これらの雑務は欠かせない。


　しかし、「あれをやっておかなきゃ」「あのスケジュールを確認するのを忘れていた」といった雑念は、わたしたちの脳にいつでも遠慮なく介入してきて、「コビトさんたち」の仕事の邪魔をする。


　だから、これらはできるだけ脳から排除し、コンピューターに任せてしまうのがいい。







スケジュール管理は「グーグル カレンダー」、タスク管理は「マイクロソフト トゥードゥー」







　わたしはスケジュール管理は「グーグル カレンダー」、タスクと呼ばれる「やるべき業務」の〆切管理は「マイクロソフト トゥードゥー」に任せている。


　ちょっとした覚え書きなどのメモや、明日行かなければならないミーティングの場所への道順などは、「グーグル キープ」という「軽いメモアプリ」に。このアプリには画像も貼れる。







道順は「グーグル マップ」→「グーグル キープ」がいちばん確認しやすい







　道順は「グーグル マップ」で検索して列車の乗り換えなどを確認し、その画面をキャプチャーしてスクリーンショットをそのまま「グーグル キープ」に貼り付けておく。


　これをテキストデータとして貼っておこうとすると、案外に面倒だ。いちいちテキストをハイライトしてコピペする作業が必要だからだ。


　そこで駅の乗り換え順の画面、行き先周辺の地図の2つの画面のスクリーンショットを撮り、これを「メモアプリ」に画像のまま保存する。


　ほんの10秒か20秒ぐらいの作業だが、出先でスマホで見たときに、これがいちばん確認しやすい。


　出張や旅行などで移動するため新幹線や特急をネット予約したら、やはりその予約画面を「グーグル キープ」に貼り付ける。


　レンタカーやホテルの予約画面、路線バス・ローカル鉄道の時刻表なども同じメモに追加で貼り付けていくと、勝手に「旅ノート」みたいなものができあがってくれる。


　意識せず、努力もしていないが、メモしていくだけで自動的につくられていくのがカギだ。だから脳への負担はほとんどない。







「グーグル キープ」その他のおすすめの使い方は？







　「グーグル キープ」に保管している雑務情報は、ほかにもたくさんある。


　わたしは時折、友人たちとキッチンスタジオを借りて料理イベントを開くことがあるが、そのときの献立の一覧もそこに保管する。前回と同じ料理をうっかりつくってしまわないようにする備忘録だ。


　さらには自宅の住所と電話番号、誰かに教えるときの仕事場への道順の文章、振込先の銀行口座番号。登山のときに出す入山届のために、登山仲間たちの住所と電話番号のリスト。観たい読みたいと思って気になっている映画や書籍のリスト。


　毎日のメモだけでなく、「たまに必要になるけど、そのときにはたいてい忘れているようなもの」も「メモアプリ」に保存している。







請求書の発行は、専用アプリ「Misoca（ミソカ）」が最強







　請求書の発行は、専用アプリを使う。


　請求書というのは、かつてはフリーランスでひとりで仕事をしている人間には面倒きわまりない雑務だったが、「Misoca（ミソカ）」というウェブのサービスが普及し、この問題はいっきに解消した。


　「ミソカ」はブラウザ上で請求書を発行できる有料サービスだが、郵送まで一括しておこなってくれる。


　過去に取り引きをしたことのある契約先だったら、ほとんど1分もかからないうちに請求書発行業務が終わるし、いちいち郵送先を確認したり、郵便番号を自分で調べたり、切手を貼ったり郵便ポストまで行ったりといった面倒な雑務がひとつも必要ない。
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用途に応じて、ブラウザを使い分ける──「情報系ブラウザ」と「雑務系ブラウザ」







　いま紹介したようなサービスは、大半がブラウザから利用できる。


　そこでわたしは自分のパソコンで2種類のブラウザを立ち上げ、「情報系ブラウザ」と「雑務系ブラウザ」をすっぱりと分けて利用している。







❶情報系ブラウザ




　どんなブラウザを使ってもいいと思うが、わたしは「クローム」を「情報系ブラウザ」として使っている。


　「フィードリー」や「ポケット」「バッファ」など情報を扱うのに必要なアプリはクローム上で立ち上げ、タブを固定しておく。


　また「ウォール・ストリート・ジャーナル」や「クーリエ・ジャポン」などの有料メディアも、やはりクロームでタブ固定している。







❷雑務系ブラウザ




　「雑務系ブラウザ」には「ファイアフォックス」を使っている。


　こちらで固定しているタブは、「ヤフー雨雲レーダー」「ネットフリックス」「グーグル キープ」「フェイスブック」「グーグル カレンダー」「フェイスブック メッセンジャー」「Gメール」「アマゾン」「ノーション」「グーグル ドライブ」。


　それ以外に、常時は開いていないがブックマークに「ミソカ」や各種の列車予約サイト、各種のオンラインバンキングなども登録している。


　これらの「雑務系のタブ」で、日常の雑務のほとんどをカバーできる。
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紙の資料・書類は、即座にスキャン







　紙やPDFで渡される資料や書類については、先ほども述べたように、すべて即座にスキャンしてしまう。


　資料や書類に限らず、名刺も映画のパンフレットも雑誌も、すべてスキャンして、デジタル情報として保管している。





　ジャーナリストという仕事柄、たくさんの人と出会い、たくさんの資料を読み、たくさんの映画や書籍や音楽にも触れる。


　昔からこの手の人の仕事環境は、名刺や雑誌の切り抜き、パンフレット、記者会見で配布された資料など大量の紙の資料であふれかえっていた。


　しかしいまのわたしの仕事場には、紙の本の本棚はあるけれども、机の上には紙の山は皆無である。


　大きなダイニングテーブルを仕事机として使っているが、載っているのはノートパソコンとデスクライト、それにボールペンやペーパーナイフ、付箋などを収めた木製のトレーだけである。







[image: ]　おすすめのスキャナーは？







　使っているのは「ドキュメントスキャナー」と呼ばれる書類専用のスキャン機器で、わたしは富士通から出ている「iX100」というモデルを使っている。


　これはパソコンにケーブル接続する必要がなく、ワイファイ環境にワイヤレス接続しておけば、直接クラウドに自動的にスキャンデータを送ってくれるという代物だ。


　長さ30センチほどの小ぶりの棍こん棒ぼうぐらいの形状と大きさなので、場所もとらない。


　そこらに転がしておき、必要なときだけ持ってきて使う。バッテリー容量も十分で、マイクロUSB経由の充電は時折ですむ。


　メモアプリの「エバーノート」であれば、この製品と連動しており、スキャンしたデータを直接送り込むことができる。


　その他のアプリでも、手元のパソコンにデータをクラウド経由で同期できるので、スキャンしてしばらくすると、PDFファイルがパソコンに自動的に保存されている。


　これを手作業で「メモアプリ」にコピーすればいい。











名刺の管理も超簡単







　名刺の管理も、これでほとんど自動化できるようになった。





　名刺交換をしたら、仕事場に戻るなり、それらの名刺をすべてスキャンする。


　「メモアプリ」に「日にち」と「社名」「イベント名」などをタイトルにして保存し、「名刺」というタグもつけておく。


　これだけの作業で5分とかからない。





　こうしておけば、あとから社名などで検索できるし、「メモアプリ」上で名刺タグを一覧表示させれば、過去の名刺が時系列でズラズラと表示されるので、「あの人と会ったのはたしか去年の夏ごろだったかな」というおぼろげな記憶から名刺を探り当てることができる。
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メモや原稿を「Bear（ベア）」を使って書く理由







　思考のちょっとした覚え書きや読んだ本の内容、原稿などはすべて「Bear（ベア）」というエディターアプリに書き、そのまま保存している。





　通常のエディターやワープロと異なるのは、ただ文章を入力して保存するだけでなく、過去に入力したテキストをそのまま階層構造で自動保存できることだ。


　たとえば「メールマガジン」という項目をつくっておき、そこに過去に書いたメールマガジンの原稿を積み重ねるように保存していく。


　「コラムのアイデア帳」という項目には、コラム原稿を頼まれたら何かのヒントになりそうなメモや覚え書きが、時系列にズラズラ足されつづけている。


　本書の原稿も、「ベア」で書いている。
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　「ベア」では、「マークダウン記法」というものを使うことができる。


　これは、ウェブページなどで一般的に使われている「太字」「見出し」「下線」「打ち消し線」「番号つきリスト」「引用」などの修飾を手軽にできるようにしたもので、最近はエディターやワープロなどのアプリでも、この機能を取り入れるものが増えてきている。


　「ベア」もそのひとつで、たとえば行の頭に半角の「＃」とスペースを入れると、その行は見出しとして太字で大きく表示される。同じように行頭に半角の「[image: ]」とスペースを入れると、その行は引用文になる。


　「マークダウン記法」を使えば、見出しをつけたり太字にしたり、引用している場所は引用であることを明記したり、あとからメモや原稿を読み返す際に非常にわかりやすくなる。
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　「ベア」のもうひとつの重要な機能は、すべてのテキストが自動保存されるということだ。「保存」ボタンを押すなどの行為がなくても、自動的にパソコンやスマホなどの記憶装置と、外部のクラウドに二重に保存されている。


　なので、パソコンでテキストを入力したあとに外出し、電車の中でスマホを開いて「ベア」アプリを開けば、パソコンでの先ほどの入力内容がきちんと反映され更新されている。


　これは時間のムダを省くのと同時に、


　「忘れずに保存しておかなければ」


　「原稿が消えてないだろうか」


　という懸念や不安を取り除くことができ、脳をつねにクリアな状態に置いておくことに寄与する。







雑務から解放され、人間らしさを取り戻すためにクラウドは存在する







　このように、わたしはあらゆる作業をクラウド化し、あらゆる雑務を外部のアプリに追い出して、つねに頭の中が清浄になるように心がけている。


　しばらく前にこのようなことをツイッターで投稿したところ、「佐々木俊尚は自分の心もクラウド化すればいいんじゃないの笑。そうすれば全部スッキリだ」と揶や揄ゆしてきた人がいた。


　自分では気の利いたことを言ったつもりなのかもしれないが、残念ながらこの人はクラウド化の意味を何も理解していない。





　個人におけるクラウド化の本当の意味とは、雑務や面倒な処理をすべて外部化し、人間が本来取り組むべきことにのみ専心できるようにすることなのである。





　わたしたちが雑務から解放され、人間らしさを取り戻すためにクラウドは存在している。


　クラウドによって雑務を外部化することで、脳の空間はさらに清浄で整理整頓され、余計なものがなくなってくれる。


　そうすると「コビトさんたち」は、コンピューターという情報の繁茂する場所から「必要な情報」をいくつも取り出し、それらの「さまざまな情報」を組み合わせていくという作業を気持ちよくおこなってくれる。


　彼らの働く場所を清め、真っ白に磨いておいたから、彼らも快適に仕事を進めることができるのである。
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「散漫力」という「新しい姿勢」







　本書では、読むことで得た情報や知識をどう扱い、それをどう「知肉」にしていくかについて詳しく解説してきた。





　たくさんあるメディアを分別し、それらを活用してニュースを読み解く「流れ」をつくる。そこから「たくさんの視点」を獲得する。


　書籍を読むときには、コピペしたメモから「概念」をつかみ、それを頭の中に置いておく。そこから「世界観」をスケッチし、自分の中の「知肉」にしていき、それをもとにして、たくさんのメディアの情報を、さらに深く読み解いていく。


　このような「サイクル」をうまく回せるようになるのが望ましい。





　そのために、もうひとつ非常に重要なノウハウを授けよう。


　それは、どのような「姿勢」でサイクルを回していくのかということだ。







「散漫さ」をうまくコントロールできれば、仕事はいくらでもこなせる







　ここでわたしは、「散漫力」という「新しい姿勢」を提示したい。





　「散漫力」というのは、無理に集中しようとするのではなく、あえて「散漫さ」を逆活用することで、じつは生産性を高めることができるというものだ。


　最近「集中できない」という悩みをよく聞くが、じつは集中しなくても、「散漫さ」をうまくコントロールすれば、仕事はいくらでもこなせるようになる。





　加えて、「散漫力」には、じつは大きなメリットがある。


　それは、「散漫力」を活かすことで、「無意識の領域のコビトさんたち」も素晴らしく働いてくれるようになるということだ。





　前章で述べたように、「無意識の領域のコビトさんたち」を働かせ、新しいアイデアや発想を「舞い降り」させるためには、頭の中に「きれいでまっさらな」場所をつくることが重要になるが、それ以外にもうひとつ大事なポイントがある。


　それは、無理に集中しようとしすぎない、集中力に意識を向けすぎないということだ。







「舞い降り」は、じつは集中して考えていないときにこそ、やってきてくれる







　いま目の前に、今日中に考えなければならない課題があるとする。


　それについて「いま、がんばらなきゃ！」「集中して考えるぞ！」と顔を真っ赤にして血まなこになっても、いい考えは浮かんではこないだろう。


　「舞い降り」は、じつは集中して考えていないときにこそ、やってきてくれるのだ。





　これはみなさんにも経験があるだろう。


　集中して考えていたときには何もいいアイデアが思い浮かばなかったのに、トイレに入っているときとか、散歩して空を眺めているときとか、ホームで電車を待ちながらとりとめもないことを考えているときとか、そういうときに突然、いいアイデアがふわりと「舞い降り」てくる。


　「舞い降り」は決して、根を詰めて目を血走らせているときには来てくれないのだ。気持ちが散漫なほうがいいのである。





　いいアイデアは、考えようとすると、するっと逃げる。


　考えるのをやめると、急にこちらを振り向いて「わたしが気になる？」とささやいてくる。つかもうとすれば逃げ、あきらめようとすると向こうから近づいてくる。


　アニメなどに出てくる、ツンデレの恋人のようなものなのである。





　だから「舞い降り」を期待するのなら、集中しないほうがいい。散漫なほうがいい。


　しかし、だからといって、トイレに入ったり散歩して空を見上げたり、ホームで電車を待っているだけでは、いま目の前にある仕事ははかどらない。


　ではいったい、どうすればいいのだろうか？







仕事には「舞い降り」と「タスク」の2種類ある







　ここで大事なポイントがある。


　そもそも、いまあなたの「目の前にある仕事」は何だろうか？


　まずはそれを分類することである。





　目の前の仕事には、「アイデアや発想をつくる」こともあるだろうし、「請求書や見積書を書く」「エクセルで資料をつくる」といったこともあるだろう。


　それらが一緒くたになって「仕事」と呼ばれている。


　しかし、アイデアや発想と、請求書やエクセルでの資料づくりは同じではない。仕事の性質としては、別ものである。


　前者は「舞い降り」が必要だが、後者は必要ないからだ。「舞い降り」には集中力はないほうがいいが、請求書やエクセルで資料をつくるのには、集中力が必要だと思われている。


　これは難しい問題である。





　まず、請求書やエクセルで資料をつくる仕事を「タスク」と総称することにしよう。


　みなさんの仕事には「舞い降り」と「タスク」の2種類がある。





舞い降り ＝ アイデアや発想をつくるような仕事


タスク　 ＝ 請求書やエクセルで資料をつくるような仕事







　集中すると「タスク」ははかどる。しかし「舞い降り」は来ない。


　集中しないで散漫だと、「舞い降り」はやってきてくれるが「タスク」ははかどらない。





　では、どうするか？







考え方を大転換する──集中しなくても「タスク」がはかどればいい







　ここで、考え方を大転換する。


　集中しなくても「タスク」がはかどるようにすればいいのだ。





　もし集中力がなくて散漫でも「タスク」がはかどるのであれば、こうなる。





　集中しないで散漫でも、「タスク」がはかどる。


　そして「舞い降り」もやってきてくれる。





　一石二鳥ではないか。


　でも、そんなことが可能なのだろうか。


　可能である。


　その方法を、本章では具体的に徹底解説していきたい。







「マルチタスクワーキング」のすすめ







　スマホとインターネットが普及した現代のわたしたちは、次々に目移りし、仕事も遊びも暇つぶしも短い時間に並行してやっている。


　これは本当に散漫な状態だ。


　まるで、コンピューターの「マルチタスク」と同じである。





　「マルチタスク」という言葉をどこかで聞いたことがあると思うが、いまのコンピューターはパソコンもスマホもタブレットも、すべてこのマルチタスクという方法で処理している。


　たとえばパソコン。


　パソコンは人間が見えている部分でも見えていない部分でも、同時にいろいろなことをやっている。人がアプリを操作したらそれに反応しなければいけないし、いま使っていないアプリでも裏側で動きつづけているものがたくさんある。


　無線ルーターからの電波を受信し、ブルートゥースでイヤフォンやマウスなどのデバイスと接続し、時には後ろで音楽も鳴らすなど、同時にやらなければならないことが山のようにある。





　でも、スマホの心臓部であるCPU（中央演算処理装置）はひとつしかない。


　最近は「デュアルコア」や「クアッドコア」といって、CPUの中の計算担当を2つ、4つと搭載するようになっているが、そのぐらいでは到底、仕事の分担は足りない。





　そこでCPUは、計算する時間を細かく分けて、「この時間帯はこの作業」「次の時間帯には別のこの作業」と順繰りにこなしている。


　とはいっても、スピードが超速いので、人間の目には並列していろいろな作業を猛烈にこなしているようにしか見えないが、でも本当は、ひとつずつ順繰りにやっているのだ。





　これが「マルチタスク」だ。


　わたしの提案は、このコンピューターの「マルチタスク」の原理を、わたしたち人間の日々の作業に応用しようというものだ。


　これを本書では「マルチタスクワーキング」と呼びたい。







「やるべきこと」を棚卸しする







　「マルチタスクワーキング」を実践するために、具体的にまずやるべきは次の2つだ。







①自分のやるべき仕事を棚卸しする


②それらを「短い時間」に細かく分けられるかどうかを確認する









　まず「やるべきタスクの棚卸し」から始める。


　自分が日々やっているデスクワークをリストにしてみるのだ。





　たとえば、ジャーナリストであるわたしは、次のようなデスクワークを毎日している。







❶情報を収集する


❷書籍や資料を読む


❸企画書や構成案、プレゼン資料などさまざまなドキュメントを作成する


❹原稿を書く


❺請求書作成や支払い、メールチェックなどの雑務









　でも、本当にこれだけだろうか？


　「自分が日々、パソコンに向き合って何をしているのか」をさらに考えてみる。そして案外、余計なこともしていることに気づく。


　タスクというほどではないけれど、ツイッターのタイムラインを眺めたり、そこで拾ったユーチューブの動画を見たり、紹介された漫画をキンドルで買って読んでみたり。


　これらはたんなる息抜きだが、息抜きを無視してはいけない。息抜きもちゃんとリストに入れておくのだ。







❻息抜き









　以上の6つのリストをさらに細分化して、徹底的に棚卸ししていく。







「重いタスク」「軽いタスク」に分ける実践例







　ここで大事なポイントは、棚卸ししたひとつひとつのタスクを、それぞれのカテゴリーごとに「重いタスク」と「軽いタスク」に分けることである。


　本章を読み進めていただければ後々わかってくるが、「重い」「軽い」を交互に繰り返してタスクを進めることによって、集中力のなさをきっちりカバーできるようになるからだ。





　本書ではこれまで、インターネットでの情報収集やSNSの使い方、書籍の読み方などを解説してきたが、これらの「タスク」について、実際に細かく「重いタスク」「軽いタスク」に分類すると、たとえばわたしの場合には次のようになる。
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　第2章や第4章で解説した「フィードリー」や「ポケット」の使い方にも、「重い」「軽い」の概念を導入することができる。


　少しおさらいすると、「フィードリー」と「ポケット」の組み合わせで情報収集する場合、次のようなプロセスになる。





「フィードリー」で記事の見出しをチェックする


　　↓


読む価値のありそうなものは「ポケット」に放り込む


　　↓


「ポケット」で記事を読む







　読む記事の中には、軽くさっと読める短い記事や漫画もあれば、しっかりとした長い論文もある。ユーチューブなどで動画やショートフィルムを観る場合もある。


　それぞれ読む労力はまったく違う。


　整理すると「❶情報を収集する」は、次の4つに細分化できる。







1‐1　記事の見出しチェックと「ポケット」への保存


1‐2　「軽い記事」を読む


1‐3　「重い記事」を読む


1‐4　動画を視聴する
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　ウェブの記事と同じように、本にも「重い本」と「軽い本」がある。


　さらに本を読んだあとに、気になって付箋などをつけておいた箇所をメモしておくという作業もある。


　よって、次の3つに細分化できる。







2‐1　「軽い本」を読む


2‐2　「重い本」を読む


2‐3　読書メモを保存する
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　どんなドキュメントもそうだが、頭の中からアイデアがいきなり湧き出してきて、すぐに清書できるわけがない。


　まずはパソコンの画面や白い紙などを用意し、そこにあれこれ文字などを並べてみて考えをめぐらせ、思考が自由にさまよい出すのを待つ。


　アイデアがだんだんと頭の中でまとまってきたら、実際に文章や図に落とし込んでみる。


　ビジュアル要素も加えて、最後に清書する必要がある。







3‐1　自由に思いをめぐらせてアイデアを練る


3‐2　アイデアをドキュメントに落とし込む


3‐3　ビジュアル要素を加味する


3‐4　清書する
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　これも本を読むのと同じで、「軽い執筆」と「重い執筆」がある。


　「原稿を書く」という仕事はさまざまな目的やジャンルがあってひとくくりにはできないが、わたしの仕事を例にすると、次のようになる。





　わたしにとって「軽い執筆」は、ウェブメディアや雑誌などに依頼される1000文字ぐらいまでの原稿だ。


　このぐらいの分量だと、「どういう章立てにするか」という構成などは考えないですむ。


　アイデアさえ決まれば、アイデアをそのまま文字にするだけでラストまでガーッと書ける。所要時間は1時間ほど。


　もう少し長く2000文字ぐらいでも、アイデアさえしっかりしていれば、勢いで書けることが多い。





　しかし3000文字以上の分量になると、勢いでは書けない。


　アイデアを考えるまでは1000文字の原稿と同じだが、「そのアイデアをどう3000文字の長さに展開するのか」ということに細心の注意を払わねばならない。


　これをおろそかにすると、散漫で何が書いてあるのかよくわからない原稿になってしまう。


　「1000文字」という分量が勢いだけで書けるひとつの単位とすれば、その単位を3つ積み重ねようとすれば、「それぞれの単位がどう構成されると読みやすいのか」ということを読者目線で考えないといけない。





　長い文章を書くのは力技なのだ。


　つまり「重い執筆」には、「まず構成を考える」ことと「それからやっと執筆に入る」という2段階があるということだ。







4‐1　「軽い執筆」


4‐2　文章の構成を組み立てる


4‐3　「重い執筆」
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　雑務にはいろいろな作業があるが、「重い雑務」というのはわたしの場合にはほとんど思いつかない。


　ほかの人にはあるのかもしれないので、それらはみなさんがそれぞれ棚卸ししてみてほしい。







5‐1　「軽い雑務」


5‐2　「重い雑務」
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　息抜きはさらに単純で、息抜きの「重い」「軽い」は考えなくていいだろう。


　人によって息抜きの方法はたくさんある。


　わたしの場合、ツイッターやフェイスブックを眺める、「スポティファイ」で新しい音楽をあれこれ楽しむ、ユーチューブでミュージック・ビデオを見る、などいろいろあるが、まあどれも気軽な楽しみだ。





　さて、ここまで棚卸しが進んだら、すべてのタスクを「重い」「軽い」に分けてみよう。


　わたしの場合は、次の図表のようになった。
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　「マルチタスクワーキング」の準備段階となる「棚卸し」はこれで完了である。







まず「軽いタスク」からスタートし、次に「重いタスク」に移る







　「重いタスク」と「軽いタスク」に分けたのは、これらを交互にやるほうが集中力を無理なく保てるからである。


　ずっと「重いタスク」を続けていると、疲れがマックスに高まってしまうし、そもそも集中力がそんなに続かない。


　逆に、気軽にできる「軽いタスク」ばかりやっていると、「重いタスク」が後回しになってしまう。結局あとで「重いタスク」をまとめてやらなければならなくなってしまう。


　だから「重いタスク」と「軽いタスク」を交互にやることが大切だ。





　仕事をスタートさせるときには、「軽いタスク」から始めるのがいいだろう。


　仕事の最初は、誰もが気が重い。


　「さあ、やるか～」というときに、いきなり「重いタスク」だとしんどい。


　だから、まず気軽に「軽いタスク」からスタートし、次に「重いタスク」に移る。


　「重いタスク」を続けていると疲れてくるので、次は「軽いタスク」で癒やされる。


　交互に繰り返すのだ。
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「最適なインターバル」をどう設定するか







　続いて、これらのタスクをこなすためのインターバル（集中時間の間隔）を設定しよう。


　インターバルを長くすると、じっくりとひとつの作業に取り組みやすいし、次々頭を切り替えなくてもすむけれども、集中力は途切れがちになる。


　逆にインターバルを短くすれば、集中力が足りなくても、次々に作業を切り替えて気分転換できるから、全体の仕事量は増やせるようになる。





　つまり、インターバルの長さをどう設定するかが、大変重要なポイントなのだ。







有名な「ポモドーロ・テクニック」という考え方







　「インターバルを設定して仕事をする」というのは以前からあって、たとえば「ポモドーロ・テクニック」というノウハウが有名だ。


　「ポモドーロ」はイタリア語の「トマト」で、日本で「ポモドーロ」というとイタリア料理店で出てくるトマトパスタのイメージである。


　「なぜ仕事術にトマト？」と思ったら、これは発案したイタリア出身のフランチェスコ・シリロという人が、インターバルを測るのにトマト型のキッチンタイマーを使ったことから名づけられたらしい。





　「ポモドーロ・テクニック」は、「25分の集中」と「5分の休憩」の合計30分をワンセットにして、これを繰り返していくというものだ。


　やるべき仕事のリストをあらかじめ作成しておいて、これをひとつずつ処理していく。


　ポモドーロ・テクニックにはいくつかルールがあり、たとえば「ポモドーロは中断できない」。


　つまり「25分という集中時間」を必ず守り、時間を半分にしたり4分の1に切り分けたりしてはいけない。「時間の原子単位がポモドーロである」と言い切っている。







「面倒くさい方法」「複雑な方法」は長続きしない







　全体にこのような厳密さがあふれていて、シリロの本『どんな仕事も「25分＋5分」で結果が出る　ポモドーロ・テクニック入門』（CCCメディアハウス）は読んでいると、かなり息苦しい。
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　1日の仕事の見通しはポモドーロ6つが目安で、5つ未満になってもいけないし、7つを超えてもいけない。


　そうなってしまわないように、仕事を事前に整然と分割しておかないといけない。


　もし作業がポモドーロひとつに満たない場合も、ほかの作業と組み合わせてひとつになるように固めておかないといけない。


　正直、「……ああ面倒くさい！　こんな複雑なことをきっちりできる人が本当にいるんだったら、『ポモドーロ・テクニック』なんかに頼らなくても、とっくに集中力を持って整然と仕事に向き合えているのではないだろうか」とも思う。





　加えて「ポモドーロ・テクニック」は、あまりマルチタスク的ではない。


　タスクをリストにして、それを順繰りにこなしていくやり方なので、「マルチタスク」というよりは「直線的なシングルタスク」である。


　わたしの「マルチタスクワーキング」は、「ポモドーロ・テクニック」よりずっと柔軟だ。







[image: ]　厳密で剛性の高いものは壊れやすい──「脆い」の反対語は？







　厳密で剛ごう性せいの高いものはじつは壊れやすい。


　これは世界的作家ナシーム・ニコラス・タレブも『反脆弱性　不確実な世界を生き延びる唯一の考え方／上・下』（ダイヤモンド社）という名著で訴えていたことだ。
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　タレブは「脆もろい」の反対語は「頑がん健けん」ではないという。


　頑健なものは衝撃を受けても曲がったり変化したりしないけれど、突然ポキッと折れてしまう。硬い鋼鉄の板みたいなイメージだ。


　鋼鉄と比べればゴムの板は頑健ではないしすぐに曲がってしまうけれど、強い衝撃を与えてもすぐに割れてしまうことはない。


　ぐにゃあと曲がって変化することで、衝撃に対応できてしまう。


　こういうゴムのような変幻自在に衝撃を受け入れて変化するものを、タレブは「反脆い」「反脆ぜい弱じゃく性」と呼んだ。


　「脆弱」の反対は「頑健」ではなく、「柔軟な反脆弱性」なのである。





　わたしの「マルチタスクワーキング」も、頑健ではなく厳密でもなく、散漫でふにゃふにゃしているように見える。


　でも、だからこそ「反脆い」のだ。


　集中力がなく整理整頓が下手な人でも、無理なく導入してスルスルと仕事をこなしていけるようになる。









　では、どのようにインターバルを設定すればいいのだろうか。


　まず考えてみてほしい。みなさんは、どのぐらいのインターバルなら集中力を持続できるだろうか？


　序章でも書いたように、まさか「30秒しかもたない」という人は、そう多くはないだろう。


　逆に、好きな作業でもなければ、たったひとつのタスクに1時間集中できるという人も少ないのではないか。わたしは30分でも無理だ。





　押さえておきたいポイントは、「最適なインターバル」は人によって異なるということだ。


　人によって違うだけでなく、その日の体調や気分によっても変わる。酒を飲みすぎた翌日や寝不足のときはインターバルは短くなるし、絶好調の日には長くなる。


　だから、インターバルは絶対的な数値として決めてしまうのではなく、その時々に応じて伸び縮みさせるのがいい。







「まず3分程度」に設定し、そこから「最大15分」まで延ばしていく







　わたしはこれまで、インターバルをさまざまに試してきた。


　その成果としてお伝えできるのは、1日の始まりには「まず3分程度」に設定しておくのがいいということだ。


　それでちゃんと集中力が続くようなら、「5分」「8分」「10分」「15分」と延ばしていく。


　最大どのぐらいのインターバルまで可能かは人によって異なるが、わたしの場合は「最大15分」を超えると、だんだん続かなくなって、途中で気が散ってしまうことが多い。


　「自分のインターバルのマックス」も把握しておくことが大切だ。







インターバルは「いちばん重いタスク」に合わせる







　もうひとつのポイントとして、インターバルは「いちばん重いタスク」に合わせるということである。





　たとえば「軽いタスク」なら15分はもつが、「重いタスク」だと8分しかもたないという場合はどうするか。


　インターバルをいちいち変更しながら仕事を進めるのは、あまりおすすめできない。


　インターバルの設定に気がとられてしまって、逆に散漫になってしまうからだ。


　だから、この場合には「いちばん重いタスク」に合わせて「インターバルは8分」にする。





　「軽いタスク」のほうは15分もつので物足りなく感じるかもしれない。


　しかし、「長くやりすぎて途中で気が散ってしまう」よりも「短くやって物足りない」ほうが間違いなくベターである。





　なぜなら、この「物足りない」という感覚が、じつはとても重要だからである。







「もう少しやりたい」という気持ちが残っていることが大切







　普通は「途中でぶった切られる」のは、せっかく集中できていたのを中断することになるのだからよくない、と思われがちだろう。


　しかし実際にやってみるとわかるが、うまく気分が乗ってきた仕事を途中でぶった切られると、「あああ～、もう少しやりたかったのに……」という飢餓感が起こる。


　この飢餓感が大事なのだ。





　「ああ、まだもう少し続けられるのに、まだ大丈夫なのに」


　それぐらいのところでタスクを中断すると、そこには「もう少しやりたい」という飢餓感が生まれる。


　「もう少しやりたい」という気持ちが残っているからこそ、次のインターバルがやってきたときに、「よし、やるぞ！」と容易に気持ちを盛り上げられる。


　飢餓感を感じることで、「もっと仕事したい！」という欲求がドライブされるのだ。


　「もうこの仕事うんざりだ」という飽和感ではなく、飢餓感を持つことこそが、仕事を続ける原動力となるのである。







飢餓感が「舞い降り」をもたらす







　そしてここが非常に重要なポイントだが、この飢餓感が、じつは「舞い降り」にはとても大切なのである。


　「もうちょっと、いまの仕事進めたかったのに」


　「もう少し、いまのアイデア考えてみたかったのに」


　という飢餓感が、ある種の「フック」「引っかかり」となるのである。





　この「フック」「引っかかり」が頭の中に残っていると、別の作業をしているときや息抜きのときなどに、ふっと思考の中に戻ってきてくれることが多い。


　「エウレカ！」という有名なセリフがある。古代ギリシャ語で「わかったぞ！」という意味だ。


　学者アルキメデスが風呂に入っていて、あふれたお湯を見て体積の量りかたを思いつき、思わず叫んだと言われている。


　何かの課題や疑問が頭の中に残っていると、アルキメデスのようにぼんやり風呂に入っているときでも、ふと頭に浮かんできてくれる。


　その瞬間に、ほかの出来事や体験、別の「概念」と突然、結びついてくれることがあるのだ。


　逆に、飢餓感ではなく「もうこの仕事うんざりだ」という飽和感ばかりだと、どうなるか。


　今日はいろいろな作業をやらなければならないのに、やっかいなひとつの作業にかかりきりになってしまって、ほかのことがなおざりになったり、思考がぐるぐると無限ループに陥って考えが煮詰まってしまったりする。





　あまりにひとつの作業にこだわりすぎるのは、よくない。


　煮詰まってしまっては、いいアイデアなどまったく浮かんでこない。


　だから「飢餓感」を大事にしつつ、気分を刷新しつづけながら、次々仕事をこなしていくほうが、絶対に効率がいいし、「舞い降り」もやってきやすいのだ。







[image: ]　「飽きる直前」にアラームを鳴らす大切さ







　余談だが、これは人生も同じである。


　病魔に襲われて人生の先が見えてしまうことは大変な不幸であるけれども、だからこそ「生きたい」「生きているうちにこれだけはやっておきたい」というエネルギーが爆発する。


　逆に年齢も重ねないうちにお金をたっぷりと溜め込んで、先行きが安定してしまうと、人は精神的に不幸になる。


　若い起業家が成功し、会社を売却したり株式上場したりして資産を得て、それで燃え尽きてしまったのか、楽しくなさそうな後半生を送っている人を、わたしは何人も見てきた。


　そういう人は自分の人生が不満になるのか、いい年をしてツイッターやフェイスブックで政治や社会の悪口ばかりを書き連ねていたりする。残念なことである。


　「ああ、退屈だ。この退屈な時間がこれからも続くんだろうなあ」という未来への倦けん怠たい感かんは、人を後ろ向きにしてしまうのだ。


　だから、仕事に飽きてはならない。


　飽きる直前に、天からアラームが鳴って幸福がいったん止められたら、その人はまた幸福に向かって前進していくことができるだろう。


　だから日々の仕事のタスクでも、「飽きる直前」にアラームを鳴り響かせるのだ。
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作業効率を高めるツール❶


「時間を計測するツール」はこう使う





　「マルチタスクワーキング」の具体的な実践に立ち戻ろう。


　先ほど説明したように、やるべきタスクを棚卸しして、インターバルの時間も決めたら、いよいよ仕事のスタートは近い。


　しかし実際にスタートする前に、用意しなければならないツールが2つある。





　ひとつは「時間を計測するツール」だ。


　「ポモドーロ・テクニック」のトマト型のキッチンタイマーをわざわざ買う必要はない（いま検索してみたら、アマゾンにはたくさんトマトタイマーが出品されていた）。


　スマホのアプリで十分である。


　わたしが使っているのは「リストタイマー（List Timer）」という国産の無料アプリで、とてもシンプルで使いやすい。
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　あらかじめインターバルを設定してスタートさせるだけで、放っておけば無限に繰り返してくれる。アラーム音も選べるし、アラーム代わりにスマホ内の音楽を鳴らしてくれる機能もある。広告の表示がなくなる有料版もある。


　探せば、ほかにもこういうアプリはたくさんあるだろう。


　わたしはその日のムードによってアラーム音や音楽をいろいろ変えて、インターバル終了時の気分転換を楽しんでいる。







作業効率を高めるツール❷


「リマインダーのアプリ」はこう使う





　もうひとつ必要なツールは、「タスクリスト」や「リマインダー」と呼ばれるアプリ。


　簡単にいえば、やるべきタスクのリストを並べて見ることのできるものだ。


　これは無数に出ているので、好きなものを適当に選んでほしい。


　わたしが使っているのは、前にも紹介した「マイクロソフト トゥードゥー」。


　とくにマイクロソフトのファンでもない（そもそもウィンドウズマシンさえ持っていない）のにこのアプリを愛用しているのは、使い勝手のよさもさることながら、もうひとついい特徴を持っているからだ。


　それは、タスクを「今後の予定」と「今日の予定」の2系列で記述できるという特徴である。





　毎日の仕事始めで、わたしはまず「マイクロソフト トゥードゥー」を開き、「今後の予定」をチェックする。


　今後、数日のあいだにやってくるタスク期限を確認し、今日やるべきタスクをリストアップする。そしてそれらのタスクを「今日の予定」に流し込む。


　「今後の予定」には、原稿や企画案などの〆切、家賃の支払いなどの日常雑務などを、その都度期限日を設定して放り込んでいく。家賃などの各種支払いは毎月決まった日にやってくるので、これらは「繰り返し」機能で「毎月」に設定しておけば、自動的に毎月タスクとして表示される。「繰り返し」は「毎日」や「平日」など、さまざまに設定できて便利だ。


　「今後の予定」に入れていなかったものでも、朝のメールチェックなどで生じたタスクがあれば、それも「今後の予定」に加える。
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　そして仕事をスタートし、インターバルを繰り返しながら、タスクを同時並行で消化していく。


　タスクがひとつ終了したら、「今日の予定」のチェックボックスをクリックして完了させる。「ピン！」というアラーム音は気持ちよく、「リセット感」と「ご褒美感」がある。


　この気持ちよさが、「さらに仕事をやっていこう」という前向きな気持ちを演出してくれるのだ。







複数の電子デバイスを、どう使い分けるか







　いくつかの細かいアドバイスも追加しておこう。





　パソコンやスマホ、タブレットなどを複数所持している人は多いだろう。


　加えて、キンドルなどの電子書籍専用リーダーを持っている人もいるかもしれない。これらを持っているのなら、「マルチタスクワーキング」に活用しない手はない。


　先ほど「タスクの棚卸し」について書いた。おおまかな区分けとして、6つに分類した。







❶情報を収集する


❷書籍や資料を読む


❸企画書や構成案、プレゼン資料などさまざまなドキュメントを作成する


❹原稿を書く


❺請求書作成や支払い、メールチェックなどの雑務


❻息抜き









　複数の電子デバイスがあるなら、上記を別々の電子デバイスに割り当ててしまうのである。







❶情報を収集する → スマホ


❷書籍や資料を読む → タブレットと電子書籍リーダー


❸企画書や構成案、プレゼン資料などさまざまなドキュメントを作成する → パソコン


❹原稿を書く → パソコン


❺請求書作成や支払い、メールチェックなどの雑務 → パソコン


❻息抜き → スマホ









　「❶情報収集」や「❻息抜き」はどこでも気軽にできるので、スマホのような軽く小さなデバイスが向いている。


　「❷書籍や資料を読む」ほかにも「動画視聴」などには、寝っ転がってもそこそこ大きな画面で楽しめるタブレットや電子書籍リーダー。


　「❸プレゼン資料などのドキュメント作成」や「❹原稿を書く」「❺請求書などの雑務」にかかわるタスクは、当然のようにパソコン。





　さらに第7章「「情報系ブラウザ」と「雑務系ブラウザ」を使い分ける」でも解説したように、パソコンにはいくつかのブラウザをインストールし、タスクの種類ごとにブラウザを分けてしまおう。


　わたしは「MacBook Pro」を使っているので、標準では「サファリ」が搭載されている。ウィンドウズマシンなら標準は「エッジ」だ。これ以外に人気のあるブラウザとしては「クローム」や「ファイアフォックス」などがある。


　そこで、好みに応じて3つぐらいのブラウザを同時に立ち上げておき、







①記事などの情報を閲覧し、メモをとるブラウザ


②メッセンジャーやスケジュール、タスク管理などのユーティリティに使うブラウザ


③SNSなど交流やエンタメに使うブラウザ









　に分けてしまうのである。







デバイスやブラウザを使い分けると、気持ちの切り替えが容易になる







　デバイスやブラウザを分けると何が変わるのかというと、タスクごとに気持ちを切り替えるのが容易になり、散漫になりすぎてしまうことを防いでくれるのだ。





　「ツイッターはスマホでしか見ない」と決め、パソコンのツイッターアプリをアンインストールしておく。


　そうすればパソコンでドキュメントを作成しているときに、うっかりパソコンのツイッターアプリを開いて見てしまうということがなくなる。


　ツイッターを見るためには、机の上に置いてあるスマホを取り上げて画面ロックを解除してツイッターアプリを開く、という行動がワンクッション必要になり、これが気が散ることを抑制する装置になる。
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やる気がまったく出ないときは、どうすればいい？







　それでも、やる気がまったく出ないときもある。


　「マルチタスクワーキング」を開始して、今日の仕事を始めなければいけないのに動くことさえ面倒くさい。


　そんなときは、どうすればいいのか？





　集中力は、何もせずに勝手に湧いてくるものではない。


　もちろん寝不足だったり極端な空腹だったり風邪を引いていたりするときは、別だ。そういうときはちゃんと睡眠をとり、食事をとり、病院で薬をもらってくるなり何なりして安静にしていたほうがいい。


　でも、そうやって体調を整えても、やっぱりやる気が出ないときはある。


　だからといってソファに寝っ転がったりしていると、起き上がるのがさらに面倒になり、集中力はますます遠ざかる。







[image: ]　「ブートストラップ（長靴の吊り紐）」という考え方







　「ブートストラップ」というコンピューター用語がある。


　電源を入れたコンピューターが最初のプログラムをいくつか自動実行し、ウィンドウズなどのOSを起動するまでの処理のことを言う。


　人間が操作しなくても、コンピューターが自分で自分を起動させていく様子は、まるで「自分の靴を手で上に引っ張って、自分を引っ張り上げる」動作のように見える。


　だから「ブートストラップ（長靴の吊り紐）」。


　パソコンを起動することを「ブートする」と言ったりするのは、この「ブートストラップ」から来ている。









　「マルチタスクワーキング」にも、この「ブートストラップ」が必要だ。


　やる気がないからと寝転んでスマホを見ているだけでは、集中力は起動しない。


　人間にもコンピューターのように自動起動してくれる「ブートストラップ」のプログラムが必要なのだ。







「頭を使わないタスク」を「ブートストラップ」にする──とにかく始めれば、脳みそは動き出す







　では、人間にとっての「ブートストラップ」とは何だろうか。


　それは、ひとことでいえば「頭を使わないタスク」である。





　記事の見出しのチェックとか雑務とか、頭を使わなくても気軽にできそうな「軽いタスク」をスタートさせる。


　最初はインターバルも短くていい。


　3分ぐらい記事の見出しをチェックして、次の3分はエクセルで書類をつくる。音楽やラジオなどを聴きながらタスクを進めるのもいい。


　そうやってとにかく始めれば、脳みそは動き出す。





　いったん動き出した脳みそは、だんだんと酸素を取り入れて活発になっていき、単純作業ではない、頭を使う作業も少しずつできるようになる。


　「ブートストラップ」は気づかないうちに自動起動し、「本格的な集中力」へとバトンタッチの準備を始めてくれる。やがて「重いタスク」もできるようになり、インターバルも15分にまで延ばせるようになる。


　気がつけば、いつもどおりに頭はフル回転している。





　逆に、乗りに乗って調子がいいときがあったら、「インターバル」が終わってアラームが鳴っても無視し、集中力を解き放ってしまってもいい。


　時にはフル回転で高速道路を突っ走ることもあっていいのだ。


　そういう臨機応変さも、「マルチタスクワーキング」には大事な要素なのである。







「最低限の努力」だけで集中できるインターバルを少しずつ確保する







　ここまで解説してきておわかりのように、「マルチタスクワーキング」は、集中力と「勝負」しない。


　「集中力を高めよう」と必死になるのではなく、集中力のなさを受け入れ、「最低限の努力」だけで集中できるインターバルを少しずつ確保するのである。





　この「最低限の努力」というところが、大切なポイントだ。


　必死に努力すればするほど、わたしたちの心や脳はそれにとらわれてしまう。


　気がつけば目的が「集中力を高めること」になってしまい、「その集中力を使って何をしたかったのか」は忘れ去られてしまう。


　それはノウハウ本や自己啓発本などを読む人が陥りがちなワナだ。


　目的と手段が主客転倒してしまうのである。





　そうではなく、集中力のなさを受け入れ、それによって脳をクリアな状態にする。


　長時間はもたなくても、「5分から15分」という短い時間でもクリアで清浄な空間を脳内につくり出すことによって、無意識の「コビトさんたち」が自由闊かっ達たつに働けるようにしてあげるのである。


　「マルチタスクワーキング」を駆使すれば、「集中力」などまったく必要ないということがおわかりいただけただろう。


　いろいろな本やメディアがさかんに「集中力を高める方法」「こうすれば集中力が生まれる」などと言っているのは、ほとんどまやかしである。





　大事なのは、集中する短い時間を細やかにコントロールすることなのだ。


　それが「散漫力」の本質である。





　みなさんは「マルチタスクワーキング」を身につけ、「散漫力」で仕事をガンガン進め、同時に無意識の「コビトさんたち」に素晴らしい働きをさせ、「世界観」と「知肉」をわがものにしていってほしい。




おわりに






おわりに












「学び」の本質は、さまざまな知識を「統合」していくこと







　「学び」というものの本質は、さまざまな知識を自分の頭の中で「統合」していくことだとわたしは考えている。


　英語でいえば、「インテグレーション」。


　知識がたくさんあっても、統合されていなければ「雑学」や「ウンチク」でしかない。統合されてはじめて「教養」になる。


　そこまで進まないと、「学び」には意味がない。


　高校生のころに、世界史や日本史の年号をひたすら暗記して「イイクニつくろう鎌倉幕府、だから1192年」とかやっていた人は多いだろう。そして「あんなのを暗記しても何の役にも立たなかった」と思い出す人もやっぱり多いだろう。


　それは、知識がたんに「年号の暗記」だけに終わってしまっていたからだ。


　鎌倉幕府の歴史的な意義や、それが後世にどういう影響を与えたのかといったことまで学び、それらの知識を頭の中で統合できていれば、自分の人生を少しでも豊かにすることに寄与していたはずである。







「ワークライフバランス」より大切なこと







　「統合」することの大切さは、わたしたちの生き方そのものにも当てはまるものだと思う。


　「ワークライフバランス」という言葉がある。


　あまりに働きすぎだった日本人の働き方改革のために言われるようになったもので、「仕事一辺倒の人生ではなく、仕事と生活のバランスをもっと考えましょう」ということだ。


　仕事だけでなく、家族と過ごすプライベートな時間や地域やスポーツなどの活動にも時間を使いましょうと言われている。


　しかしわたしは、自分自身ではワークライフバランスは、まったく気にしていない。


　わたしは毎朝午前7時ぐらいに自然に目覚めて、起きがけにいきなりメールチェックしたりその日の仕事の準備をしたりするが、だからといって「寝起きの時間まで仕事に縛られている」とはまったく思わない。


　週末も登山などに終日出かけるのでなければ、自宅の仕事部屋にこもってパソコンに向かっていることが多い。


　「週末は取引先から連絡など来ないから邪魔されないねえ、うふふ」とニコニコしながら、原稿を書いていたりする。現に、いまこの本の原稿を書いているこの瞬間も、日曜日の午後である。


　なぜ起きがけや休みの日まで仕事をしていても苦痛ではないかといえば、それはものすごくシンプルな理由だ。


　「人に強制されているのではないから」「自分が好きでやっているから」。







「ワークライフインテグレーション」のすすめ







　一念発起して独立起業し、1日20時間近くも働いているような若者をわたしはたくさん知っているが、彼らには「ブラック労働させられている」という意識はない。好きでやっていることだし、誰にも強要されていないからだ。


　ブラック労働になるのは、長時間きつい労働をするからではない。人に命じられ、自分のコントロールができない状態できつい労働をするから、ブラックになるのである。


　そこで、「ワークライフバランス」ではなく、「ワークライフインテグレーション」という用語が出てきている。「統合」である。


　仕事と生活を分けてバランスをとるのではなく、「仕事と生活をうまく統合してしまおう」という意味だ。


　経営者からこれを命じられればブラック労働になってしまうが、自分で時間や仕事量をコントロールできる環境にあるのだったら、「ワークライフインテグレーション」のほうがずっといい。


　第一に、仕事をする時間と場所の自由が利く。


　リモートワークやワーケーションにも対応しやすい。





　第二に、メリハリをつけやすい。


　仕事にも忙しいときと暇なときがあるし、生活においても家事やレクリエーションなどに集中したいときと、何もすることがないときがある。それらの時間を柔軟に組み合わせれば、メリハリをつけて仕事し、メリハリをつけた生活ができる。





　第三に、生産性がよくなる。


　休みたいときに休めるから、無理して仕事をしなくなる。だから効率が上がる。





　「ワークライフインテグレーション」というのは、「全体最適化」の発想である。


　仕事と暮らしをバラバラに分解してしまって、それらを別々に見るのではなく、仕事も暮らしも含めた自分の人生全体が最適化されるようにするということなのだ。


　バラバラでは「雑学」や「ウンチク」でしかない知識を、統合することによって自分の「知肉」とし、自分の脳の中身すべてを最適化していこうとするのと、同じ考え方なのである。


　仕事も暮らしも自分の人生として全体最適化し、あらゆる知識も自分の知肉として全体最適化する。


　そういう統合こそが、いままさにわたしたちがやるべきことではないだろうか。
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				◆知に向き合う謙虚さが必要


		





			大前提4　読むことで得た「知識」「視点」を「知肉」にするのが最終目標
		
				◆「さまざまな知識や視点」を獲得すると、「さまざまな概念」が学べる


				◆「たくさんの概念」を集めると、「世界観」をスケッチできる


				◆「世界観」から、自分のための「知肉」を育てる


		





			大前提5　「集中力がない」のが現代人。「散漫力」を逆活用する
		
				◆仕事中、「余計なもの」をつい見てしまう


				◆「スマホをしまえ」には無理がある


				◆平凡な一般人だって、ものすごく集中できるときはある


				◆大事な人と一緒にいるときも、食事中も、スマホを見てしまう


				◆だからといって、いまさらスマホは手放せない


				◆集中力をつけるのはあきらめよう


				◆「だらだら」は長続きする


				◆「持続しない集中力」「散漫力」を利用してしまえばいい


		





	





		第1章　まず「落とし穴」を見極め、「読むべきもの」を選別する
	
			◆まずは「落とし穴」「雑味」を排除するところから始める


			ネットの落とし穴　「偏りが強いメディア」を見るときは、厳重な「取り扱い注意」が必要
		
				◆「偏りが強いメディア」の3つの例


		





			ネットの落とし穴への対策　「偏りが強いメディア」を見抜く7つのポイント
		
				【見抜くポイント❶】出来事の構図を単純にしすぎて、しかも断言していないか


				【見抜くポイント❷】誰かを「悪者」にしたてて、対立を煽っていないか


				【見抜くポイント❸】「要注意ワード」が含まれていないか


				【見抜くポイント❹】匿名の証言やコメントが多すぎないか、ニュースソースが不明ではないか


				【見抜くポイント❺】「明らかな陰謀論」が書かれていないか


				【見抜くポイント❻】「わたしだけが知っている隠された真実」を根拠にしていないか


				【見抜くポイント❼】「正しさ」「正解」に過剰に頼っていないか


		





			SNSの落とし穴1　デマ情報がSNSを経由して入ってくる
		
				◆あらゆる情報がSNSに流れ込んでくる


				◆ネットのあやしげな情報が、SNSの人間関係を経由して入ってくる


				◆「どういう人間関係をつくっているか」で流れてくる情報が決まってしまう


		





			SNSの落とし穴2　「新しい分断」が広がっている
		
				◆SNSで毎日繰り広げられる、無限に続くドッジボールみたいな球のぶつけ合い


				〔コラム〕現代は「新しい分断」の時代


		





			SNSの落とし穴3　信念が増幅される「エコーチェンバー」の怖さ。人間関係にヒビが入ることも
		
				◆信念が増幅されてしまう──「エコーチェンバー」の怖さ


				◆生活のいたるところに潜む「サンクコスト」の呪縛


				◆「友人たちからの情報」が偏ってしまう危険性を認識する


		





			SNSの落とし穴への対策　SNSを「人間関係用」と「情報収集用」で分けて使う
		
				◆「人間関係のためのSNS」と「情報収集のためのSNS」を分ける──「フェイスブック」「インスタグラム」「LINE」の使い方


		





			新聞の落とし穴1　新聞は「扱う分野」はフラットで公平だが、「中身」は公平とは言いがたい
		
				◆かつては新聞やテレビの情報を信頼していればよかった


				◆新聞がフラットで公平なのは「分野」だけ


				◆新聞の部数が激減するにつれて、各紙の政治的立ち位置は、逆に左右に明確になった


				◆「背景を読み解く力」が必要


		





			新聞の落とし穴2　「社会部の記事」には、とくに薄っぺらくて表面的なものが多い
		
				◆社会部時代に記者として実感したこと


				◆根強く残る「座学で学ぶより、足で覚えろ」という精神論


		





			新聞の落とし穴への対策　新聞は「自分があまり詳しくない分野の入り口」に活用するのがポイント
		
				◆新聞にも「使いよう」がある


				◆世の中を知る「入り口」に、新聞は使える


		





	





		第2章　ネットは「何を」見ればいいのか
	
			◆「プッシュ情報」と「プル情報」という分け方


			◆「プッシュ情報」に頼ると、やっかいな2つの問題が起きる


			◆いかにして「良質なプル情報」をとりにいくか


			サイトの記事は「何を」「どう」見ればいいか
		
				◆それでも「RSSリーダー」をすすめる理由


				◆わたしが「RSSリーダー」を使いつづける理由


				◆「RSSリーダー」の使い方


				◆二刀流のすすめ──「フィードリー」を使いこなす


		





			記事を3つのカテゴリーに分類する
		
				◆カテゴリーをどう分類するか


				◆カテゴリー分類には、3つの大事なノウハウがある


				【カテゴリー分類のノウハウ❶】記事選択の予備段階になる「キュレーションサイト」を活用する


				◆「2NN 2ちゃんねるニュース速報＋ナビ」を活用する


				〔コラム〕英語記事の読み方


				【カテゴリー分類のノウハウ❷】カテゴリーに合わせて「フィードリー」の表示を変える


				【カテゴリー分類のノウハウ❸】「必ず読むカテゴリー」と「忙しいときは読まなくてもいいカテゴリー」を分ける


		





			「有料メディア」はこう使いこなす
		
				◆有料メディアの使い方


				◆「有料メディア＝記事の質がいい」は間違い。厳選する必要がある


		





			有料メディアを選ぶ3つのポイント
		
				【有料メディアを選ぶポイント❶】「専門家の知識」があるメディアか


				◆「メディアの専門性」という視点


				【有料メディアを選ぶポイント❷】「日本のメディアにはない視点」があるか


				【有料メディアを選ぶポイント❸】「深い取材や分析」があるか


		





	





		第3章　SNSをどう使いこなすか
	
			「情報ツール」としてツイッターを使いこなす秘訣
		
				◆「情報ツール」としてツイッターをすすめる理由


				◆ツイッターを「情報ツール」として使う実践例──新型コロナの情報を追う


				◆「前はまともだったが、ワイドショーに出まくるようになって過激になった」


				◆ツイッターで「魔界」に堕ち、「悪名人」になってしまう人たち


				◆「まっとうな専門家」と「魔界の専門家」をどう見分けるか


		





			わたしが考案した5段階「ツイッター追跡メソッド」
		
				【段階❶】その記事について、ツイッターでどうコメントされているか


				【段階❷】それらのコメントは、専門的見地からのものかどうか


				〔コラム〕省庁のウェブサイトを読むときのポイント


				【段階❸】それらのコメント投稿者のプロフィールはどうか


				【段階❹】それらのコメント投稿者は乱暴な言葉づかいをしていないか


				〔コラム〕なぜ中途半端な知識の人ほど、すぐに断言するのか？


				【段階❺】これらの基準をクリアした専門家はフォローし、リストに入れる


		





			「信頼できる専門家リスト」を自分でつくる方法
		
				◆「信頼がどう変遷していくか」もウォッチできる


				◆人は変わる。専門家も変化する


				◆信頼できるリストは、自分で徐々につくっていくしかない


				◆さまざまな分野で「信頼できるツイッターリスト」を持つ「情報王」になる


		





	





		第4章　選んだ記事をどう読み、どう整理・保存するか。情報整理の方法
	
			選んだ記事の読み方、整理の仕方
		
				◆ピックアップした記事をどう読み、どう整理・保存するか


				◆「見出しをチェックする＝瞬発力勝負」「本文を読む＝持続力勝負」


				◆「あとで読む」アプリでは「ポケット」が最強


				◆「今日読んだ経済メディアの記事が、半年後や数年先に突然役に立つ」こともある


				◆「ポケット」に入れた記事は、すべてアーカイブになる


				◆「永久保存だ」と判断した記事は、さらに「メモアプリ」にも保存する


		





			「何を」「どう」投稿するか──わたしの方法
		
				◆朝8時に、10本前後、記事をツイッターに投稿する理由


				◆予約投稿できるアプリ「バッファ」を使う


				【選んだ記事をSNSに投稿する目的❶】純然たるシェアの精神


				【選んだ記事をSNSに投稿する目的❷】情報を集める「精神的な強制力」が生じる


				【選んだ記事をSNSに投稿する目的❸】過去に読んだ記事を見つけやすくなる


				〔コラム〕人間の記憶には「意味記憶」と「エピソード記憶」がある


				◆SNSでマウンティングしたがる人たち


		





	





		第5章　本は「何を」「どう」読めばいいか
	
			本を読む意味と目的
		
				◆書籍を読むべき理由


				◆5000文字を超えるウェブ記事は読まれにくい


				◆優れた書籍は、1冊で「多様な視点」を与えてくれる


				◆勉強の本も娯楽の本も、すべて「自分にとって楽しみな本」に統合してしまう


		





			読む本の選び方1　電子書籍で買う本と、9つのメリット
		
				【電子書籍のメリット❶】手軽にどこにいても買える


				【電子書籍のメリット❷】試し読みできる


				【電子書籍のメリット❸】あるテーマの全体像をさっと得られる


				【電子書籍のメリット❹】文章を検索できる


				【電子書籍のメリット❺】文章をコピペできる


				【電子書籍のメリット❻】リンクを張れる


				【電子書籍のメリット❼】大きな文字で読める


				【電子書籍のメリット❽】分厚い本でも読み進めるハードルが低い


				〔コラム〕「ずっと読みつづけていたい」と思える良書は？


				【電子書籍のメリット❾】本棚が不要で、場所をとらず、端末をなくしても大丈夫


				◆「電子書籍は読みにくい」は慣れの問題


		





			読む本の選び方2　紙で買う本と、保管の仕方
		
				◆紙で買う本は？


				◆紙の本の保管法


				◆「上限の冊数」をまず決め、そこを絶対に死守する


				◆「上限の冊数」を超えた分は「本の棚卸し」をする


				◆未読の本は増やしすぎないことが大切


				〔コラム〕電子書籍の保管法は？


		





			読む本の選び方3　リアル書店の活用法
		
				◆リアル書店には「価値」がある


				◆「本を発見しやすい書店」がある


				◆書店さんの「目利き」で、書棚のパワーはまったく変わる


				◆自分だけの「セレンディピティにあふれた本屋さん」を見つけよう


				〔コラム〕わたしにとって「セレンディピティにあふれた本屋さん」は？


				◆いい本屋さんには「本棚の文脈」がある


		





			読む本の選び方4　本の紹介記事を活用する
		
				【いい本をネットで見つける方法❶】出版社のサイト


				【いい本をネットで見つける方法❷】読書専門サイト


				【いい本をネットで見つける方法❸】熱量の高い一般サイト


		





			読む本の選び方5　いま読むべき本は、こう選ぶ
		
				【いま読むべき本の選び方❶】その本と自分との相性を知る


				【いま読むべき本の選び方❷】自分の読書スキルが足りているかを知る


				【いま読むべき本の選び方❸】まずは冒頭30ページを読んでみる


				【いま読むべき本の選び方❹】「向いていない」「無理だ」と思ったら、いったん潔くあきらめる


				【いま読むべき本の選び方❺】「いま読んで楽しい本」を読む。楽しいから「知肉」になる


		





			本の具体的な読み方
		
				【本の読み方❶】付箋やハイライト機能を使い、気になる文章をチェックする


				【本の読み方❷】1冊の本の中で、抽象的で難しそうな部分こそ、丁寧に熟読する


				【本の読み方❸】「メモアプリ」に、重要部分をコピペして整理する


				〔コラム〕キンドルでコピペする裏ワザは？


				【本の読み方❹】「メモアプリ」への保存をしつつ、同時に本も読み進める


				【本の読み方❺】「その文章の何に感銘を受けたか」短い覚え書きも一緒に書く


				【本の読み方❻】参考文献リストや引用を参考に「広げていく読書」も可能


		





			名著・難解な本を読むコツ
		
				◆名著・難解な本を、相性やスキル不足のために手放すのはもったいない


				◆『罪と罰』を例に、読みこなすコツを解説すると


				【名著を読みこなすコツ❶】まず書名でグーグル検索し、解説している記事や書評を読む


				【名著を読みこなすコツ❷】アマゾンの商品ページで、レビューを読む


				【名著を読みこなすコツ❸】平易な入門本や解説本を購入して読む


				【名著を読みこなすコツ❹】NHKの『100分de名著』シリーズがあれば、とくにおすすめ


				【名著を読みこなすコツ❺】漫画版や映画版を探す


				◆名著は「多様な視点」を学ぶための素材


		





			実用書、ビジネス書、自己啓発書の読み方
		
				◆実用書の読み方


				◆ビジネス書の読み方──3つのタイプに分類する


				◆自己啓発書の読み方──正解に見えるものは、たいてい「後出しジャンケン」


				◆人は誰でも、自分の無限のパワーを信じたいもの


				◆「後出しジャンケン」のきれいごとを鵜呑みにしてはいけない


				〔コラム〕自己啓発書は「カンフル剤」のようなもの？


		





			本は「いつ」「どこで」読むのか
		
				◆「集中力を長時間、保てない時代」の読書術


				【わたしの読書スタイル❶】スキマ時間で1日2時間捻出する


				【わたしの読書スタイル❷】とにかく小刻みに読む


				〔コラム〕ミニマリストに学ぶ読書のヒント


				【わたしの読書スタイル❸】「ミニマリスト読書」を体得しよう


		





	





		第6章　知識や情報を活用するカギは「2つの保存」を使い分けることだ
	
			◆情報を「知肉」にできるかは「情報の保存」のやり方次第


			「2つの保存」を使い分ける
		
				◆「頭の中に保存」と「コンピューターへ保存」


				◆「コンピューターへ保存」のデメリットは？


				◆「乱雑な情報」をつなぎ合わせて「小説（物語）」をつくる


				◆「人間の頭」と「コンピューター」が協力し、苦手なところを補い合う


		





			具体的な「2つの保存」のノウハウ
		
				◆分類やフォルダ分けが可能なのは、情報が少ないうちだけ


				◆検索しやすいように「タグ」や「見出し」をつける、そのコツは？


				〔コラム〕ツイッターも「とっかかり」になる


				◆『罪と罰』なら、何をどう保存すればいいか


		





			何を「頭に保存」し、何を「コンピューターへ保存」するか
		
				◆「メモアプリ」に保存した箇所


				◆抜き出した「メモ」から「概念」をつかむ


				◆「メモ」から「概念」をつかむ2つの実例


				◆メモは「コンピューターへ保存」し、概念は「頭の中に保存」する


				◆つかんだ「3つの概念」から、「世界観」をスケッチする


				◆「世界観」から、自分のための「知肉」を育てる


				◆「ふっと思い出し」から、「さまざまな概念」を相互に結びつけていく


				◆「概念」が結びつくと、自分の中で「新たな世界観」「新たな知肉」が生まれる


				◆「知肉」を育てる4つのステップを整理すると


		





			知と知を結びつける方法
		
				◆知と知を結びつけてくれる「無意識の領域」で働く献身的な「コビトさんたち」


				◆「無意識の領域のコビトさんたち」が働いてくれる「エサ」をばらまく


		





	





		第7章　脳をクリアな状態にする「二刀流」のすすめ
	
			◆脳の中の雑多なノイズは、できるだけ排除する


			脳をクリアな状態にする「二刀流」のすすめ
		
				◆仕事場の机の上に置いてあるもの


				◆「神」が舞い降りてくる準備をする


				〔コラム〕神社は神が舞い降りる「清浄な空間」


				◆脳をクリアな状態にするための2つの提案


		





			脳をクリアな状態にする方法1　雑務を徹底的に効率化する──「スケジュール管理」「タスク管理」「道順」「請求書」
		
				◆ノイズになる雑務は、外部に追い出してしまおう


				◆スケジュール管理は「グーグル カレンダー」、タスク管理は「マイクロソフト トゥードゥー」


				◆道順は「グーグル マップ」→「グーグル キープ」がいちばん確認しやすい


				◆「グーグル キープ」その他のおすすめの使い方は？


				◆請求書の発行は、専用アプリ「Misoca（ミソカ）」が最強


		





			脳をクリアな状態にする方法2　「情報系ブラウザ」と「雑務系ブラウザ」を使い分ける
		
				◆用途に応じて、ブラウザを使い分ける──「情報系ブラウザ」と「雑務系ブラウザ」


		





			紙の資料・書類、名刺の保管の仕方
		
				◆紙の資料・書類は、即座にスキャン


				〔コラム〕おすすめのスキャナーは？


				◆名刺の管理も超簡単


		





			メモや原稿は「Bear（ベア）」を活用する
		
				◆メモや原稿を「Bear（ベア）」を使って書く理由


				◆雑務から解放され、人間らしさを取り戻すためにクラウドは存在する


		





	





		第8章　散漫力を活用し「最適なインターバル」で仕事を回す！　「マルチタスクワーキング」の秘訣
	
			集中力とどう付き合うか
		
				◆「散漫力」という「新しい姿勢」


				◆「散漫さ」をうまくコントロールできれば、仕事はいくらでもこなせる


				◆「舞い降り」は、じつは集中して考えていないときにこそ、やってきてくれる


				◆仕事には「舞い降り」と「タスク」の2種類ある


				◆考え方を大転換する──集中しなくても「タスク」がはかどればいい


				◆「マルチタスクワーキング」のすすめ


				◆「やるべきこと」を棚卸しする


				◆「重いタスク」「軽いタスク」に分ける実践例


		





			①情報を収集する


			②書籍や資料を読む


			③企画書や構成案、プレゼン資料などさまざまなドキュメントを作成する


			④原稿を書く


			⑤請求書作成や支払い、メールチェックなどの雑務


			⑥息抜き
		
				◆まず「軽いタスク」からスタートし、次に「重いタスク」に移る


		





			作業がはかどる「インターバル」のとり方
		
				◆「最適なインターバル」をどう設定するか


				◆有名な「ポモドーロ・テクニック」という考え方


				◆「面倒くさい方法」「複雑な方法」は長続きしない


				〔コラム〕厳密で剛性の高いものは壊れやすい──「脆い」の反対語は？


				◆「まず3分程度」に設定し、そこから「最大15分」まで延ばしていく


				◆インターバルは「いちばん重いタスク」に合わせる


				◆「もう少しやりたい」という気持ちが残っていることが大切


				◆飢餓感が「舞い降り」をもたらす


				〔コラム〕「飽きる直前」にアラームを鳴らす大切さ


		





			作業効率を高めるツール
		
				【作業効率を高めるツール❶】「時間を計測するツール」はこう使う


				【作業効率を高めるツール❷】「リマインダーのアプリ」はこう使う


				◆複数の電子デバイスを、どう使い分けるか


				◆デバイスやブラウザを使い分けると、気持ちの切り替えが容易になる


		





			やる気が出ないときの対処法
		
				◆やる気がまったく出ないときは、どうすればいい？


				〔コラム〕「ブートストラップ（長靴の吊り紐）」という考え方


				◆「頭を使わないタスク」を「ブートストラップ」にする──とにかく始めれば、脳みそは動き出す


				◆「最低限の努力」だけで集中できるインターバルを少しずつ確保する


		





	





		おわりに
	
			◆「学び」の本質は、さまざまな知識を「統合」していくこと


			◆「ワークライフバランス」より大切なこと


			◆「ワークライフインテグレーション」のすすめ
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